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新 設 学 部 等 の 目 的

コクリツダイガクホウジン　ワカヤマダイガク

大 学 の 名 称

学部等連係課程実施基本組織の設置（学部の設置）

和歌山大学  (Wakayama University)

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

国立大学法人　和歌山大学

基　本　計　画　書

設 置 者

大 学 本 部 の 位 置

　近年、AI・ビッグデータ・IoTといった先端技術があらゆる産業や社会生活に取り
入れられ、データサイエンス等に関する素養を備え、社会のあらゆる分野で活躍す
る人材の育成が進められている。和歌山県では、統計データ利活用に基づく地域や
産業の発展・振興を目指し、総務省統計局、独立行政法人統計センター及び本学と
連携したIT人材の確保・育成に向けた方策が進められている。
　これらの社会的需要に応えるべく、経済学部と観光学部の社会科学分野とシステ
ム工学部の工学分野を融合した教育課程を設置することで、データを利活用して社
会の課題解決や地域活性化に貢献できる人材の育成を目指す。

大 学 の 目 的

和歌山大学は、大きく変化する社会において次世代の文化、教育そして産業におけ
る新しい価値の創造に取り組むとともに、その担い手となる人材の育成を、国内外
の社会、特に地域社会の多様な関係者と共に取り組む。このために、社会的、国際
的に開かれた大学とし、多様な価値を理解する教育、新しい価値を創造する研究を
進める場としての機能を最大限に発揮するための不断の努力を行う。さらに、和歌
山圏域における中核的教育研究機関として、地域課題の解決に地域と協働して取り
組むとともに、地域の知的活動の高度化に貢献する。

基 本 計 画

事 項

フ リ ガ ナ ワカヤマダイガク

記 入 欄

和歌山市栄谷９３０

　　年　月
第　年次

所　在　地
収容
定員

人

開設時期及
び開設年次

学位又
は称号

学士（社会情
報学）

【Bachelor of
Socio-

Informatics】

新
設
学
部
等
の
概
要

年 人

新 設 学 部 等 の 名 称

－

社会インフォマティク
ス学環

[School of Socio-
Informatics]

年次
人

3年次

1,2204

修業
年限

－ －

入学
定員

編入学
定　員

計

経済学部　経済学科から社会イン
フォマティクス学環の内数とする入
学定員数

連係協力学部（Ⅱ）

システム工学部　システム
工学科
[Faculty of Systems Engineering]
[Department of Systems
Engineering]

システム工学部　システム工学科か
ら社会インフォマティクス学環の内
数とする入学定員数

連係協力学部（Ⅲ）

観光学部　観光学科
[Faculty of Tourism]
[Department of Tourism]

観光学部　観光学科から社会イン
フォマティクス学環の内数とする入
学定員数

4

300 学士（経済
学）

【Bachelor of
Economics】

4 30 - 120

4

5 20

連係協力学部（Ⅰ）

経済学部　経済学科
[Faculty of Economics]

[Department of Economics]

令和5年4月
第1年次

和歌山県和歌山市
栄谷９３０

和歌山県和歌山市
栄谷９３０

平成28年4月
第1年次

305 平成27年4月
第1年次

和歌山県和歌山市
栄谷９３０

平成28年4月
第1年次

和歌山県和歌山市
栄谷９３０

学士（工学）
【Bachelor of
Engineering】

学士（観光
学）

【Bachelor of
Tourism】

3年次

20

120 480

1,260

15 60

学位の分野:
経済学関係、工学
関係、社会学・社
会福祉学関係

10

4010
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社会インフォマティクス学環

【6】 【3】 【3】 【0】 【12】 【93】

連係協力学部（Ⅰ）

　経済学部　経済学科

連係協力学部（Ⅱ）

システム工学部　システム工学科

連係協力学部（Ⅲ）

　観光学部　観光学科

連係協力学部等（Ⅳ）

大学全体

大学全体

大学全体

(17) (1) (0) (38) (0) (100)

データ・インテリジェンス教育研究部門

教育学部　

(40) (23) (1) (0) (64) (0) (118)

データ・インテリジェンス教育研究部門

0 0 2 0 2 0 100

【0】 【0】 【1】 【0】 【1】 【0】 【1】

(20)

128  単位

兼 任
教 員 等

大学院観光学研究科
　観光学専攻（修士課程）　〔定員減〕 （△8）（令和5年4月）
　観光地域マネジメント専攻（専門職学位課程）　　（  10）（令和4年3月認可申請）

専任教員等

人 人

(3) (0) (15) 0 (93)(9)

10  科目

 人 人  人

40

282  科目

計
卒業要件単位数

助手

 人人

計

＜3＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜3＞ ＜0＞ ＜0＞

【0】

(3)

システム工学部

31 23 9

【1】 【0】 【0】 【0】 【1】

5 68 0

(30) (23)

情報処理学習施設

(9) (5) (67) (0) (107)

観光学部

13 7 0

（　78,656　㎡）

56　室

演習室

(143)

（　78,656　㎡）

414,588　㎡

138,336　㎡

計

計

0　㎡

共用する他の
学校等の専用

（ 0　㎡）

0　㎡

共用する他の
学校等の専用

0　㎡

78,656　㎡

0　室

語学学習施設

小 計

そ の 他 231,772　㎡

0　㎡0　㎡

0　㎡

教室等

校

地

等

校 舎 敷 地

運 動 場 用 地

72　室

0　㎡

0　㎡

0　㎡182,816　㎡

414,588　㎡

0　㎡138,336　㎡

合 計

78,656　㎡

専　　用

48　室

講義室

（ 0　㎡）

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

(3)(3)

(14)

14

(9) (0)

(126)

(29) (23)

(0)

23

(3)

0

1

106     人

そ の 他 の 職 員

技 術 職 員

教

員

組

織

の

概

要

図 書 館 専 門 職 員

39

(1)

159

(159)

専　　用

0　㎡

(232)

231,772　㎡

3

29

0 10021 17 1 0

(1) (38) (0) (100)(17) (0)(20)

44,480　㎡

(52)

(15)

302

182,816　㎡

  126     人 232     人

5 193 0 －13105 70

52

(93)

0　㎡

(106)

共　　用

(302)

44,480　㎡

3

(3)

15

143

（補助職員　0人）

計

区 分

（－）

00 93

(0)

153

(102)

専　　任 兼　　任

(70) (13) (5)

3

(190)

9

計

(15) (0)

既

設

分

事 務 職 員

114

(114)

107

0 20 0

(12) (7) (0) (0) (19) (0)

【0】

【31】

93

1

(93)(15) (0)

15 0

023 118640

0

学　部　等　の　名　称
教授

同一設置者内における変
更 状 況
（定員の移行，名称の変
更 等 ）

実験・実習

97  科目

演習教育
課程

175  科目

新設学部等の名称
講義

講師准教授 助教

職 種

計

新

設

分

社会インフォマティクス学環

合 計

計

経済学部

開設する授業科目の総数

(9) (3) (3)

共　　用

実験実習室

（補助職員　0人）

6　室

校 舎

【12】

【4】 【1】 【0】 【0】 【5】 【0】 【24】

【1】 【2】 【2】 【0】 【5】 【0】 【25】

9 3

(0)

3
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大学全体での

共用分を含む

大学全体

国費（運営費交

付金）による

学生募集停止（平成28年度）

学生募集停止（平成28年度）

学生募集停止（平成27年度）

学生募集停止（平成27年度）

学生募集停止（平成27年度）

学生募集停止（平成28年度）

学生募集停止（令和3年度）

学生募集停止（令和3年度）

－

15

学生納付金以外の維持方法の概要

学生１人当り
納付金 千円

第１年次 第６年次

千円

第２年次

千円

第４年次 第５年次

学術雑誌

〔うち外国書〕〔うち外国書〕 電子ジャーナル

第３年次

新設学部等の名称

〔うち外国書〕

社会インフォマティクス学環

（697,763〔197,184〕）

711,400〔204,000〕

（697,763〔197,184〕）

1,800〔1,760〕

（1,837〔1,794〕）

8,950〔4,040〕

（7,176〔2,284〕）

782

冊

図書館

（7,176〔2,284〕）
計

711,400〔204,000〕

面 積

3,263　㎡

区　分 第５年次 第６年次

経費
の見
積り

開設前年度 第１年次

設 備 購 入 費

1,029,840

面 積

9,741　㎡

9,000

閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

－（1,837〔1,794〕）

点

機械・器具視聴覚資料

室

室 数

点点

標本
図書

社会インフォマティクス学環

新設学部等の名称
専 任 教 員 研 究 室

図
書
・
設
備

1,800〔1,760〕

（8,382）

（8,382） －

種

－

9,0008,950〔4,040〕

千円 千円

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

千円

教員１人当り研究費等

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

テニスコート14面

第３年次 第４年次

体育館以外のスポーツ施設の概要

第２年次

体育館
陸上競技場　1面

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称 和歌山大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人 倍

　経済学専攻 2 38

　市場環境学専攻 2

教育学部 1.03 昭和24年度 和歌山市栄谷930

　学校教育教員養成課程 4 165 － 660 学士
（教育学）

1.03 平成11年度

経済学部 1.05 昭和24年度 和歌山市栄谷930

　経済学科 4 300
３年次

10
1,220 学士

（経済学）
1.05 平成28年度

　ビジネスマネジメント学科 4 － － － 学士
（経済学）

－ 平成4年度

　市場環境学科 4 － － － 学士
（経済学）

－ 平成8年度

システム工学部 1.00 平成7年度 和歌山市栄谷930

システム工学科 4 305
３年次

20
1,260 学士

（工学）
1.00 平成27年度

　情報通信システム学科 4 － － － 学士
（工学）

－ 平成7年度

　光メカトロニクス学科 4 － － － 学士
（工学）

－ 平成7年度

　精密物質学科 4 － － － 学士
（工学）

－ 平成7年度

観光学部 1.04 平成20年度 和歌山市栄谷930

　観光学科 4 120 － 480 学士
（観光学）

1.04 平成28年度

　観光経営学科 4 － － － 学士
（観光学）

－ 平成20年度

教育学研究科 0.73 平成5年度 和歌山市栄谷930

　教職開発専攻 2 30 － 60 教職修士

（専門職）
0.73 平成28年度

経済学研究科 0.94 昭和41年度 和歌山市栄谷930

－ 76 修士
（経済学）

0.94 令和3年度

　経営学専攻 2 － － － 修士
（経済学）

－ 昭和43年度

－ － 修士
（経済学）

－ 平成11年度－

-基本計画書-3-



観光学研究科

　観光学専攻 3 6

システム工学研究科 1.12 平成12年度 和歌山市栄谷930

－ 258 修士
（工学）

1.16 平成12年度

システム工学専攻 3 8 － 24 博士
（工学）

0.50 平成14年度

システム工学専攻 2 129

　観光学専攻 2 14 － 28 修士
（観光学）

1.07 平成23年度

－ 18 博士
（観光学）

1.33 平成26年度

1.15 平成23年度 和歌山市栄谷930

附属施設の概要

２　「教員組織の概要」の「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

３　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科又は高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合

　は，「教育課程」，「教室等」，「専任教員研究室」，「図書・設備」，「図書館」及び「体育館」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

４　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室等」，「専任教員研究室」，

　「図書・設備」，「図書館」，「体育館」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

５　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

６　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

　織の概要」の「新設分」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

（注）

名　称：学術情報センター
目　的：本学の図書その他の各種図書館資料及び各種図書館施設・設備を整備・運用するほか、情報

戦略及び実施に係る事項を取扱い、並びに情報専門教育、情報一般教育、計算機利用環境の
提供、研究開発支援等に資することを目的とする。

所在地：和歌山市栄谷930
設置年月：平成9年4月
規 模 等：建物 12,398㎡

名　称：紀伊半島価値共創基幹
目　的：紀伊半島が抱える課題の解決と地域の事業発展について、自治体・企業等と連携した教育

研究の展開により、地域社会の発展に寄与することを目的とする。
所在地：和歌山市栄谷930
設置年月：令和2年4月
規 模 等：建物 10,814㎡(東3号館の一部)

名　称：国際イニシアティブ基幹
目　的：日本学を中心とした国際的な教育研究を展開することで、全学的な教育研究のグローバル

化や地域社会の国際化を推進することを目的とする。
所在地：和歌山市栄谷930
設置年月：令和4年4月
規 模 等：建物 1,125㎡（西1号館の一部）

名　称：産学連携イノベーションセンター
目　的：先端的・独創的研究を推進することを目指し、このため、重点領域を定めて、研究拠点の

育成を図り、研究面における産官学金連携活動を通じて、その成果を広く社会に還元する
ことを目的とする。

所在地：和歌山市栄谷930
設置年月：平成11年4月
規 模 等：建物 1,150㎡

１　共同学科等の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「教員組
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学 則 

和歌山大学学則(案）

制  定 平成１６年 ４月 １日

法人和歌山大学規程第  １  号

最終改正 令和 年 月日

第１章 総則

（目的及び使命）

第１条 国立大学法人和歌山大学が設置する和歌山大学（以下「本学」という。）は、学術文

化の中心として広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を研究、教授し、知的、道徳

的及び応用的能力を展開させることを目的とし、社会に寄与する有為な人材を育成するこ

とを使命とする。

（適用）

第２条 この学則は、本学の教育課程に関し必要な事項を定めるものとする。

第２章 共通事項

（趣旨）

第３条 この章においては、本学に在学するすべての学生に共通する事項について定める。

（学年暦）

第４条 学年は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。

（学期）

第５条 学年は、次の２期に分ける。

前 期 ４月１日から９月３０日まで

後 期 １０月１日から翌年３月３１日まで

２ 前項に定める各学期に２つの期間（以下「クォーター」という。）を置くことができる。 

３ 各クォーターの始期及び終期については、別に定める。

（休業日）

第６条 定期休業日は、次のとおりとする。

（１） 日曜日及び土曜日

（２） 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日

（３） 春季休業 ３月１６日から３月３１日まで

（４） 夏季休業 ８月１０日から９月１８日まで

（５） 冬季休業 １２月２７日から翌年１月５日まで

２ 学長は、必要に応じ、臨時の休業日を定めることができる。

３ 第１項の規定にかかわらず、教育上必要があると認められるときは、定期休業日に授業

を行うことができる。

（入学）

第７条 入学の時期は、学年の始めとする。ただし、特別の事情がある場合は、この限りで

ない。

（宣誓）

第８条 入学を許可された者は、入学に際し所定（別記様式第１）の方式によって宣誓しな

ければならない。
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（退学）

第９条 学生が退学しようとするときは、その事由を申出て学長の許可を受けなければなら

ない。

（除籍）

第１０条 次の各号の一に該当する者は、審議のうえ、これを除籍する。

（１） 疾病その他の事由により成業の見込みがない者

（２） 第１６条第２項及び第５７条に規定する在学期間を超えた者

（３） 第３９条第３項、第８３条第４項及び同条第５項に規定する休学期間を超えた者

（４） 入学料の免除を申請し許可されなかった者及び入学料の一部を免除された者並び

に入学料の徴収猶予を申請し許可されなかった者であって所定の期限までに入学料

を納付しない者

（５） 入学料の徴収を猶予された者であって所定の期間内に入学料を納付しない者

（６） 授業料の納付を怠り、督促してもなお納付しない者

（７） その他本学に納付すべき金員納付の義務を怠る者

（懲戒）

第１１条 本学の規則に違背し、その他学生の本分に反する行為があったときは、学長は、

これを懲戒する。

２ 懲戒は、懲戒除籍、停学及び戒告とする。

３ 停学の期間は、第１６条第２項及び第５７条に規定する在学期間に算入し、第１６条第

１項及び第５６条に規定する修業年限に算入しない。ただし、停学の合計期間のうち１ヶ

月に満たない期間は、修業年限に算入することができる。

４ 懲戒に関する規則は、別に定める。

第１２条 削除

第１３条 削除

第３章 学部等

（学部）

第１４条 本学に学部を置く。

 （学環）

第１４条の２ 本学に、大学設置基準（昭和３１年文部省令第２８号）第４２条の３の２に

定める学部等連係課程実施基本組織として、社会インフォマティクス学環（以下「学環」

という。）を置く。

2 学環は、経済学部、システム工学部及び観光学部の連携及び協力によって教育を実施する

ものとする。

（教育組織、入学定員及び収容定員）

第１５条 学部及び学環（以下、「学部等」という。）の教育組織、入学定員及び収容定員は、

次のとおりとする。

学部 学科又は課程 入学定員 
3 年次編入

学定員 
収容定員 

教育学部 学校教育教員養成課程 165 660 
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計 165 660 

経済学部 経済学科 290 10 1,180 

計 290 10 1,180 

システム

工学部 

システム工学科 290 20 1,200 

計 290 20 1,200 

観光学部 観光学科 115 460 

計 115 460 

社会インフォマティクス学環 30 120 

合   計 890 30 3,620 

備考：社会インフォマティクス学環の入学定員数及び収容定員数は、経済学部から入

学定員１０名及び収容定員４０名、システム工学部から入学定員１５名及び収容定員

６０名、観光学部から入学定員５名及び収容定員２０名を活用している。 

（修業年限及び在学期間）

第１６条 修業年限は、４年とする。

２ 在学期間は、８年を超えることができない。ただし、第２１条から第２４条までの規定

により入学を許可された者は、それぞれの場合の在学すべき年数の２倍に相当する年数を

超えることができない。

（入学資格）

第１７条 本学に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。

（１） 高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者

（２） 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者

（３） 外国において学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で

文部科学大臣の指定したもの

（４） 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教

育施設の当該課程を修了した者

（５） 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定

める基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣

が定める日以降に修了した者

（６） 文部科学大臣の指定した者（昭和２３年文部省告示第４７号）

（７） 高等学校卒業程度認定試験規則（平成１７年文部科学省令第１号）による高等学

校卒業程度認定試験に合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入

学資格検定規程（昭和２６年文部省令第１３号）による大学入学資格検定に合格し

た者を含む。）

（８） 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の

学力があると認めた者で、１８歳に達した者

（出願手続）

第１８条 入学志願者は、所定の期日までに願書に添えて検定料を納付しなければならない。 

２ 納付された検定料は、返還しない。ただし、第２次の学力検査等において、出願書類等

による選抜（以下この項において「第 1 段階目の選抜」という。）を行い、その合格者に限

り学力検査その他による選抜（以下この項において「第２段階目の選抜」という。）を行っ
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た場合において、第１段階目の選抜で不合格となった者については、当該者が所定の期日

内に返還請求を行った場合に限り、第２段階目の選抜に係る検定料相当額を返還するもの

とする。また、個別学力検査出願受付後に大学入試センター試験受験科目の不足等による

出願無資格者であることが判明した者についても、当該者が所定の期日内に返還請求を行

った場合に限り、第２段階目の選抜に係る検定料相当額と同額を返還するものとする。

（選抜方法）

第１９条 前条の入学志願者については、学力検査その他の方法により入学者の選抜を行う。 

（入学手続）

第２０条 本学の入学者の選抜に合格した者は、所定の期日までに、所定の必要書類を提出

するとともに、入学料を納付しなければならない。

２ 学長は、前項の入学手続を完了した者（入学料の免除許可申請中及び徴収猶予申請中の

者を含む。）に入学を許可する。

３  納付された入学料は、返還しない。 

４ 前項の規定にかかわらず、学長が相当と認める特別の事情がある場合は、入学料相当額

を返還することができる。 

（再入学）

第２１条 退学した者又は除籍された者が再入学を願い出たときは、選考のうえ、当該学部

等教授会の議を経て、相当年次への再入学を許可することがある。

（転入学）

第２２条 他の大学から転入学を希望する者があるときは、選考のうえ、当該学部等教授会

の議を経て、相当年次への転入学を許可することがある。

２ 転入学者は、本学を卒業するために必要な専門教育科目の単位のうち３６単位以上を卒

業前に本学に継続在籍して修得しなければならない。

（編入学）

第２３条 次の各号の一に該当する者で、編入学を志願する者があるときは、第１５条に規

定する収容定員に欠員がある場合に限り、学部等教授会の定めるところにより選考のうえ、

当該学部等教授会の議を経て、相当年次への編入学を許可することがある。

（１） 大学を卒業又は退学した者

（２） 短期大学、高等専門学校、旧国立工業教員養成所又は旧国立養護教諭養成所を卒

業した者

（３） 学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者

（４） 外国において、第１号に相当する課程を修了した者

（５） 外国の短期大学を卒業した者及び外国の短期大学の課程を有するものとして当該

外国の学校教育制度において位置づけられた教育施設であって、文部科学大臣が別

に指定するものの当該課程を我が国において修了した者（学校教育法第９０条第１

項に規定する者に限る。）

（６） 専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定

める基準を満たすものに限る。）を修了した者（学校教育法第９０条第１項に規定す

る者に限る。）

（７） 学校教育法施行規則附則第７条の規定に該当する者

（８） 本学において、個別の入学資格審査により、第１号に規定する者と同等以上の学
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力があると認めた者で、所定の年齢に達した者

第２４条 次の各号の一に該当する者で、経済学部又はシステム工学部の第３年次に編入学

を志願する者があるときは、選考のうえ、当該学部教授会の議を経て、入学を許可する。

（１） 大学を卒業した者

（２） 短期大学又は高等専門学校を卒業した者

（３） 大学に２年以上在学し、所定の単位を修得した者

（４） 学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者

（５） 専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定

める基準を満たすものに限る。）を修了した者（学校教育法第９０条第１項に規定す

る者に限る。）

（６） 外国において、第１号に相当する課程を修了した者又は第３号に相当する者（当

該外国の学校教育における１４年の課程を修了した者に限る。）

（７） 外国の短期大学を卒業した者及び外国の短期大学の課程を有するものとして当該

外国の学校教育制度において位置づけられた教育施設であって、文部科学大臣が別

に指定するものの当該課程を我が国において修了した者（学校教育法第９０条第１

項に規定する者に限る。）

（８） 本学において、個別の入学資格審査により、前各号に掲げる者と同等以上の学力

があると認めた者で、２０歳に達した者

（入学料の免除又は徴収猶予）

第２５条 第１９条及び第２１号から第２４条の規定により入学した者が特別の事情ある場

合は、第２０条の規定にかかわらず、別に定めるところにより入学料の全部又は一部を免

除あるいは徴収を猶予することがある。

第２６条 再入学、転入学、編入学により入学を許可された者のすでに履修した授業科目及

び単位数の取扱いについては、当該学部等教授会において定める。

（授業科目及び単位数）

第２７条 授業科目は、教養教育科目、連携展開科目及び専門教育科目に区分する。

２ 教養教育科目、連携展開科目及び専門教育科目の細分については、別に定める。

３ 授業科目とその単位数は、学部等規則等において定める。

（授業、課程履修）

第２８条 各学部等の授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又は

これらの併用により行うものとし、授業科目及び課程履修の方法は、学部等規則等におい

て定める。

２ 各学部等は、文部科学大臣が定めるところにより、前項の授業を、多様なメディアを高

度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。

３ 各学部等は、第１項の授業を、外国において履修させることができる。前項の規定によ

り、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場

合についても、同様とする。

４ 授業期間、単位の計算方法については、別に定める。

（副専攻プログラム） 

第２８条の２ 各学部等において編成する教育課程のほか、各学部等の分野以外の特定の分

野又は特定の課題について教育を実施するため、副専攻プログラムを置くことができる。 
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２ 副専攻プログラムに関し必要な事項は、別に定める。 

（他学部等の授業科目の履修）

第２９条 学生は、その所属学部長及び学環長を経て他の学部長及び学環長の許可を得た場

合に限り、当該学部等の専門教育科目を履修し、その単位を修得することができる。この

場合、修得した単位は、学部等規則の定める修得すべき単位数に算入することができる。

（他の大学又は短期大学における授業科目の履修等）

第３０条 本学において教育上有益と認めるときは、他の大学又は短期大学との協議に基づ

き、学生は、所属学部長及び学環長の許可を得て当該他の大学又は短期大学の授業科目を

履修することができる。

２ 前項の規定により学生が他の大学又は短期大学において修得した単位は、６０単位を超

えない範囲で、所属学部等教授会の議を経て、本学における授業科目の履修により修得し

たものとみなすことができる。この場合、修得した単位は、学部等規則の定める修得すべ

き単位数に算入することができる。

３ 前項の規定は、学生が外国の大学又は短期大学が行う通信教育における授業科目を我が

国において履修する場合及び外国の大学又は短期大学の教育課程を有するものとして当該

外国の学校教育制度において位置づけられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定

するものの当該教育課程における授業科目を我が国において履修する場合について準用す

る。

（大学以外の教育施設等における学修）

第３１条 本学において教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校

の専攻科における学修その他文部科学大臣が別に定める学修（平成３年文部省告示第６８

号）を所属学部等教授会の議を経て、本学における授業科目の履修とみなし、単位を与え

ることができる。

２ 前項の規定により与えることができる単位数は、前条第２項の修得したものとみなす単

位数と合わせて６０単位を超えないものとする。この場合、修得した単位は、学部等規則

の定める修得すべき単位数に算入することができる。

（入学前の既修得単位等の認定）

第３２条 本学において教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に大学又は短

期大学（外国の大学又は短期大学を含む。）において履修した授業科目について修得した単

位（大学設置基準（昭和３１年文部省令第２８号）第３１条に定める科目等履修生として

修得した単位を含む。）を、所属学部等教授会の議を経て、本学における入学後の授業科目

の履修により修得したものとみなすことができる。

２ 本学において教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に行った前条第１項

に規定する学修を、当該学部等教授会の議を経て、本学における入学後の授業科目の履修

とみなし、単位を与えることができる。

３ 前２項により修得したものとみなし、又は与えることのできる単位数は、編入学、転学

等の場合を除き、本学で修得した単位以外のものについては、第３０条第２項並びに前条

第２項により本学において修得したものとみなす単位と合わせて６０単位を超えない範囲

とし、学部等規則の定める修得すべき単位数に算入することができる。

（卒業）

第３３条 本学を卒業するためには４年（第２１条から第２４条の規定により入学を許可さ
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れた者については、それぞれの場合の在学すべき年数）以上在学し、学部等規則の定める

ところにより１２４単位以上を修得しなければならない。ただし、必要により学部等規則

において修得すべき単位数を１２５単位以上とすることができる。

２ 履修した授業科目の単位の認定は試験等により行い、単位修得の判定は、別に定める。

３ 学長は、第１項の規定により単位を修得した者には、学部等教授会の議を経て、卒業を

認定する。

４ 第１項の規定による卒業に必要な単位のうち、第２８条第２項及び第３項に規定する授

業の方法により修得する単位数は、６０単位を超えないものとする。ただし、卒業に必要

な単位が１２４単位を超える学部等にあっては、その超える部分の単位数を６０単位に加

えることができる。

（早期卒業）

第３４条 学長は、前条及び第１６条第１項の規定にかかわらず、本学に３年以上在学し、

当該学部等の定める卒業の要件とする単位を優秀な成績をもって修得したと認められる場

合には、学部等教授会の議を経て、卒業を認定することができる。

２ 前項による卒業に関し必要な事項は、別に定める。

（学位の授与）

第３５条 学長は、卒業の認定をした者に学士の学位を授与する。

２ 学位に関する事項は、国立大学法人和歌山大学学位規程（以下「本学学位規程」という。）

の定めるところによる。

（副専攻プログラムの修了認定） 

第３５条の２ 副専攻プログラムの授業科目について所定の単位を修得し、その副専攻の学

習成果の認定を受けた者には、副専攻プログラムの修了認定を行う。 

（教育職員免許状）

第３６条 教育職員免許状取得の所要資格を得ようとする者は、教育職員免許法（昭和２４

年法律第１４７号）及び教育職員免許法施行規則（昭和２９年文部省令第２６号）に定め

る所定の単位を修得しなければならない。

２ 本学において、当該所要資格を取得できる教育職員の普通免許状の種類及び教科は、別

表第１のとおりとする。

３ 前２項に規定する教育職員免許状取得の所要資格に係る単位の修得方法その他必要な事

項は、別に定める。

（転学部）

第３７条 本学において一の学部等から他の学部等に転ずることを希望する者があるときは、

欠員のある場合に限り選考のうえこれを許可することがある。

（留学）

第３８条 本学において教育上有益と認められるときは、学生は、学長の許可を得て、外国

の大学又は短期大学に留学することができる。

２ 第３０条第２項の規定は、前項の規定により学生が外国の大学又は短期大学に留学する

場合に準用する。

３ 第１項の規定により留学した期間は、在学期間に算入するものとする。

４ 留学に関する事項は、別に定める。

（休学）
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第３９条 疾病その他の事由により２ヶ月以上修学を中断しようとする者は、学長の許可を

得て休学することができる。

２ 休学は、１年を超えることができない。ただし、特別の事情があるときは、学長の許可

を得てなお引き続き休学することができる。

３ 休学期間は、通算して４年を超えることができない。

４ 休学期間内において復学しようとするときは、その旨を届出なければならない。

５ 休学した期間は、在学した期間に算入しない。

（授業料の納付）

第４０条 授業料は、前期及び後期の２期に区分し年額の２分の１を所定の期日までに納付

しなければならない。ただし、特別の事由のある者については、分納を許可することがあ

る。

第４１条 納付された授業料は、返還しない。

２ 前項の規定にかかわらず、学長が相当と認める特別の事情がある場合は、授業料相当額

を返還することができる。 

第４２条 停学を命ぜられた者は、その期間中に対しても、授業料を納付しなければならな

い。

（寄宿料等の納付）

第４３条 寄宿料及び留学生用借上宿舎使用料（以下「寄宿料等」という。）は、所定の期日

までに納付しなければならない。

２ 納付した寄宿料等は返還しない。ただし、寄宿料等を納付した者が、当該月の前月末日

までに退居した場合は、納付した者の申出に基づき当該寄宿料等相当額を返還するものと

する。

（授業料及び寄宿料等の免除及び徴収猶予）

第４４条 授業料及び寄宿料等の免除及び徴収猶予に関する事項は、別に定める。

（授業料等の額）

第４５条 検定料、入学料、授業料及び寄宿料等の額は、別に定める。

（科目等履修生）

第４６条 本学の学生以外の者で、本学が開設する授業科目の中から一又は複数の科目を履

修することを希望する者があるときは、選考のうえ、科目等履修生として入学を許可し、

単位を与えることができる。

２ 科目等履修生に関する事項は、別に定める。

（特別聴講学生）

第４７条 他の大学、短期大学又は外国の大学の学生が、本学において特定の授業科目を履

修することを希望するときは、当該大学、当該短期大学又は当該外国の大学との協議に基

づき、所定の手続を経て特別聴講学生として入学を許可することがある。

２ 前項の履修に関する事項は、学部等教授会が定める。

（研究生）

第４８条 特定の事項に関し教官の個人指導を受けて研究に従事しようとする者があるとき

は、選考のうえ、研究生として入学を許可することがある。

２ 研究生に関する事項は、別に定める。

（外国人特別学生）
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第４９条 外国人で、第７条本文及び第１７条から第２０条までの規定によらないで、別に

本学に入学を志望する者があるときは、選考のうえ、外国人特別学生として入学を許可す

ることがある。

２ 外国人特別学生に関する事項は、別に定める。

第４章 大学院

（大学院）

第５０条 本学に、大学院を置く。

（研究科、専攻及び課程） 

第５１条 本学大学院に置く研究科、専攻及び課程は、次のとおりとする。 

研究科名 専攻名 課程名 

教育学研究科 教職開発専攻 専門職学位課程 

経済学研究科 経済学専攻 修士課程 

システム工学研究科 システム工学専攻 博士課程 

観光学研究科 観光学専攻 博士課程 

２ システム工学研究科及び観光学研究科に置く博士課程は、前期２年（以下「博士前期課

程」という。）及び後期３年（以下「博士後期課程」という。）に区分し、博士前期課程は、

課程の修了要件、課程の修了者に対する学位の授与その他関連する規定の適用等において

修士課程として取り扱うものとする。 

３ 教育学研究科教職開発専攻は、専門職学位課程のうち専門職大学院設置基準(平成１５年

文部科学省令第１６号)第２６条に規定する教職大学院の課程とする。 

（修士課程の目的） 

第５２条 修士課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又

は高度の専門性を要する職業等に必要な高度の能力を養うことを目的とする。 

（博士課程の目的） 

第５３条 博士課程は、専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はそ

の他の高度に専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな

学識を養うことを目的とする。 

（教職大学院の課程の目的） 

第５３条の２ 教職大学院の課程は、「地域で育ち、世界に生き、地域を支える」教育を主眼

に、地域の学校の多様な課題に対応できる実践力・指導力を培い、高度な知識や専門性を

兼ね備えた、将来の学校教育を先導的に牽引できる人材を養成することを目的とする。 

（入学定員及び収容定員） 

第５４条 研究科の入学定員及び収容定員は、次のとおりとする。 

研究科名 専攻名 修士課程・博士前期

課程・教職大学院の

課程 

博士後期課程 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

教育学研究科 教職開発専攻 30 60 ― ― 

経済学研究科 経済学専攻 38 76 ― ―
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システム工学研究科 システム工学専攻 129 258 8 24 

観光学研究科 観光学専攻 14 28 6 18 

合計 211 422 14 42 

（教員組織） 

第５５条 本学大学院の授業及び研究指導は、各研究科及び専攻の教育課程に応じ、教育研

究上適格性のある教員を配置する。 

２ 各研究科において、教育研究上支障を生じない場合には、学部及び学内共同教育研究施

設等の教員を配置することができる。 

３ 前２項に規定する教員の配置は、各研究科において別に定める。 

（標準修業年限） 

第５６条 修士課程、博士前期課程及び教職大学院の課程の標準修業年限は、２年とし、博

士後期課程の標準修業年限は、３年とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、修士課程及び博士前期課程において主として実務の経験を有

すると認める者に対しては、標準修業年限を１年以上２年未満の期間とすることができる。 

３ 前項の規定により標準修業年限を１年以上２年未満の期間とすることに関する必要事項

は、研究科ごとに別に定める。 

４ 第２項の研究科、専攻又は学生の履修上の区分は、次のとおりとする。 

経済学研究科経済学専攻（社会人短期履修制度）１年 

観光学研究科観光学専攻（社会人短期履修制度）１年 

（在学期間） 

第５７条 修士課程、博士前期課程及び教職大学院の課程の学生は、４年、博士後期課程の

学生は、６年を超えて在学することができない。 

２ 前項の規定にかかわらず、第７５条の２の規定により、計画的な履修を認められた学生

の在学期間は、研究科ごとに別に定める。 

（修士課程、博士前期課程及び教職大学院の課程への入学資格） 

第５８条 修士課程、博士前期課程及び教職大学院の課程に入学することのできる者は、次

の各号の一に該当する者とする。 

（１） 学校教育法第８３条第１項に定める大学を卒業した者

（２） 学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者

（３） 外国において、学校教育における１６年の課程を修了した者

（４） 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することによ

り当該外国の学校教育における１６年の課程を修了した者 

（５） 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における

１６年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校

教育制度において位置づけられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定する

ものの当該課程を修了した者

（６） 専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定

める基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣

が定める日以降に修了した者

（７） 文部科学大臣の指定した者（昭和２８年文部省告示第５号）
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（８） 大学に３年以上在学し、本学大学院において、所定の単位を優れた成績をもって

修得したものと認めた者

（９） 本学大学院の定めるところにより、外国において学校教育における１５年の課程

を修了し、又は外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修

することにより当該外国の学校教育における１５年の課程を修了し、若しくは我が

国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１５年

の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制

度において位置づけられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの

当該課程を修了し、本学大学院において、所定の単位を優れた成績をもって修得し

たものと認めた者 

（10） 本学大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上

の学力があると認めた者で、２２歳に達した者

（博士後期課程への入学資格） 

第５９条 博士後期課程に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

（１） 学校教育法第１０４条第１項に規定する修士の学位若しくは文部科学大臣の定め

る学位を有する者

（２） 外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者

（３） 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学

位又は専門職学位に相当する学位を授与された者

（４） 我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制

度において位置づけられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの

当該課程を修了し、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者

（５） 文部科学大臣の指定した者（平成元年文部省告示第１１８号）

（６） 本学大学院において、個別の入学資格審査により、修士の学位又は専門職学位を

有する者と同等以上の学力があると認めた者で、２４歳に達した者 

（出願手続） 

第６０条 入学志願者は、所定の期日までに入学願書に検定料及びその他必要な書類を添え

て、学長に提出しなければならない。 

２ 納付された検定料は、返還しない。 

（入学者の選考） 

第６１条 入学者の選考の方法、時期等については、各研究科において別に定める。 

（入学手続及び入学許可） 

第６２条 前条の選考に合格した者は、所定の期日までに必要な書類を提出するとともに、

入学料を納付しなければならない。 

２ 学長は、前項の入学手続を完了した者（入学料の免除許可申請中及び徴収猶予申請中の

者を含む。）に入学を許可する。 

３ 納付された入学料は、返還しない。 

４ 前項の規定にかかわらず、学長が相当と認める特別の事情がある場合は、入学料相当額

を返還することができる。 

（再入学） 

第６３条 退学した者及び除籍された者が、再入学を願い出た場合は、学長は、当該研究科
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会議の議を経て、許可することがある。 

（転学・転入学） 

第６４条 他大学院に転学しようとする者は、学長の許可を得なければならない。 

２ 学長は、他大学院から本学大学院に転入学しようとする者があるときは、欠員のある場

合に限り、当該研究科会議の議を経て、許可することがある。 

（入学料の免除及び徴収猶予） 

第６５条 第６１条、第６３条及び第６４条の規定により入学した者が特別の事情ある場合

は、第６２条の規定にかかわらず、別に定めるところにより入学料の全部又は一部を免除

あるいは徴収を猶予することがある。 

（博士後期課程への進学） 

第６６条 本学大学院修士課程又は博士前期課程を修了して、引き続き博士後期課程に進学

を志願する者に対しては、選考のうえ、当該研究科会議の議を経て当該研究科長が進学を

許可する。 

（進学出願手続） 

第６７条 進学を志願する者は、所定の期日までに当該研究科長に必要書類を提出しなけれ

ばならない。 

（授業及び研究指導） 

第６８条 修士課程及び博士課程の教育は、授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する

指導（以下「研究指導」という。）によって行うものとする。 

２ 教職大学院の課程の教育は、授業科目の授業により行うものとする。この場合において、

教職大学院の課程は、その目的を達成し得る実践的な教育を行うよう専攻分野に応じ事例

研究、現地調査又は双方向若しくは多方向に行われる討論若しくは質疑応答その他の適切

な方法により授業を行う等適切に配慮するものとする。 

（授業科目） 

第６９条 本学大学院は、専攻に応じ、教育上必要な授業を、講義、演習、実験、実習若しく

は実技のいずれかにより又はこれらの併用により行うものとする。 

２ 授業科目については、各研究科において別に定める。 

３ 各研究科は、文部科学大臣が定めるところにより、第１項の授業を、多様なメディアを

高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

４ 各研究科は、第１項の授業を、外国において履修させることができる。前項の規定により、

多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合に

ついても、同様とする。 

５ 授業期間、単位の計算方法については、別に定める。 

（履修方法） 

第７０条 研究科の授業科目の内容及び単位数、研究指導の内容並びにこれらの履修方法は、

各研究科において別に定める。 

（単位の認定） 

第７１条 履修した授業科目の単位の認定は、試験又は研究報告等により行う。 

２ 履修した授業科目の単位修得の判定については、別に定める。 

（本学大学院の他の研究科又は他の大学の大学院における授業科目の履修） 
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第７２条 各研究科において教育上有益と認めるときは、本学大学院の他の研究科（以下

「他研究科」という。）又は他の大学の大学院（以下「他大学院」という。）との協議に基

づき、他研究科又は他大学院の授業科目を履修させることができる。 

２ 前項の規定により修得した単位は、各研究科の定めるところにより、当該研究科におい

て修得したものとみなすことができる。ただし、他大学院において履修した授業科目につ

いては１５単位を超えない範囲とし、教職大学院の課程にあっては、修了要件として定め

る単位数の２分の１を超えない範囲とする。 

（他大学院又は研究所等における研究指導） 

第７３条 各研究科において教育上有益と認めるときは、他大学院又は研究所等との協議に

基づき、当該他大学院又は研究所等において必要な研究指導を受けることを認めることが

できる。ただし、修士課程及び博士前期課程の学生においては、当該研究指導を受ける期

間は、１年を超えないものとする。 

（入学前の既修得単位の認定） 

第７４条 各研究科において教育上有益と認めるときは、学生が当該研究科に入学する前に

本学大学院及び他大学院（外国の大学院を含む。）において履修した授業科目について修

得した単位（科目等履修生として修得した単位を含む。）を、当該研究科における授業科

目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 前項により修得したものとみなすことのできる単位数は、編入学、転学等の場合を除き、

本学大学院で修得した単位以外のものについては、１５単位を超えない範囲でかつ第７２

条第２項により他大学院において履修した授業科目の本学大学院において修得したものと

みなす単位と合わせて２０単位を超えない範囲とし、各研究科の定めるところにより、修

了要件に算入することができる。ただし、教職大学院の課程にあっては、第７２条第２項

により他大学院において履修した授業科目の本学大学院において修得したものとみなす単

位と合わせて修了要件として定める単位数の２分の１を超えない範囲とする。 

（教育方法の特例） 

第７５条 教育上特別の必要があると認められる場合には、夜間その他特定の時間又は時期

において授業又は研究指導を行う等の適当な方法により教育を行うことができる。 

（長期にわたる教育課程の履修） 

第７５条の２ 学生が職業を有している等の事情により、標準修業年限を超えて一定の期間

にわたり計画的に教育課程を履修し修了することを希望する旨を申し出たときは、その計

画的な履修を認めることができる。 

２ 前項の規定により計画的な履修を認められた学生（以下「長期履修学生」という。）に関

する必要事項は、研究科ごとに別に定める。 

（修士課程の修了要件） 

第７６条 修士課程を修了するためには、当該課程に第５６条の規定による標準修業年限以

上在学し、専攻ごとの授業科目について所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受

けた上、学位論文の審査及び最終試験に合格しなければならない。ただし、在学期間に関

しては、各研究科の定めるところにより、優れた業績を上げたと認められる者については、

当該課程に１年以上在学すれば足りるものとする。 

２ 第７４条第２項により当該研究科において修得したものとみなす場合であって、当該単

位の修得により教育課程の一部を履修したと認めるときは、当該単位数、その修得に要し
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た期間その他を勘案して１年を超えない範囲で在学したものとみなすことができる。ただ

し、この場合においても、少なくとも１年以上在学するものとする。 

３ 第１項の場合において、修士課程の目的に応じ各研究科会議において適当と認められる

ときは、特定の課題についての研究の成果の審査をもって学位論文の審査に代えることが

できる。 

（博士前期課程の修了要件） 

第７７条 博士前期課程を修了するためには、当該課程に第５６条の規定による標準修業年

限以上在学し、専攻ごとの授業科目について所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導

を受けた上、学位論文の審査及び最終試験に合格しなければならない。ただし、在学期間

に関しては、研究科の定めるところにより、優れた業績を上げたと認められる者について

は、当該課程に１年以上在学すれば足りるものとする。 

２ 第７４条第２項により当該研究科において修得したものとみなす場合であって、当該単

位の修得により教育課程の一部を履修したと認めるときは、当該単位数、その修得に要し

た期間その他を勘案して１年を超えない範囲で在学したものとみなすことができる。ただ

し、この場合においても、少なくとも１年以上在学するものとする。 

３ 第１項の場合において、博士前期課程の目的に応じ研究科会議において適当と認められ

るときは、特定の課題についての研究の成果の審査をもって学位論文の審査に代えること

ができる。 

（博士後期課程の修了要件） 

第７８条 博士後期課程を修了するためには、当該課程に３年以上在学し、専攻の授業科目

について所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、学位論文の審査及び最

終試験に合格しなければならない。 

２ 前項の規定にかかわらず、優れた研究業績を上げたと認められる者の在学期間に関して

は、当該課程に１年以上在学すれば足りるものとする。ただし、第７６条第１項ただし書

及び第７７条第１項ただし書の規定に該当する者の在学期間に関しては、博士後期課程に

修士課程又は博士前期課程における在学期間を加えて３年以上在学すれば足りるものとす

る。 

（教職大学院の課程の修了要件） 

第７８条の２ 教職大学院の課程を修了するためには、当該課程に第５６条の規定による標

準修業年限以上在学し、４６単位以上（高度の専門的な能力及び優れた資質を有する教員

に係る実践的な能力を培うことを目的として小学校等その他の関係機関で行う実習に係る

１０単位以上を含む。）を修得したうえ、修了報告書の審査及び最終試験に合格しなければ

ならない。 

２ 第７４条第２項により教職大学院において修得したものとみなす場合であって、当該単

位の修得により教育課程の一部を履修したと認めるときは、当該単位数、その修得に要し

た期間その他を勘案して１年を超えない範囲で在学したものとみなすことができる。ただ

し、この場合においても、少なくとも１年以上在学するものとする。 

（修了の認定） 

第７９条 修士課程、博士前期課程、博士後期課程及び教職大学院の課程の修了の認定は、

研究科会議が行う。 

２ 学位論文の審査及び最終試験については、本学学位規程の定めるところによる。 

-学則-14-



学 則 

 

（学位の授与） 

第８０条 学長は、修士課程及び博士前期課程を修了した者には、修士の学位を授与する。 

２ 学長は、博士後期課程を修了した者又は本学大学院の行う学位論文の審査及び試験に合

格し、かつ、本学大学院の博士後期課程を修了した者と同等以上の学力を有すると認定さ

れた者には、博士の学位を授与する。 

３ 学長は、教職大学院の課程を修了した者には、教職修士（専門職）の学位を授与する。 

４ その他学位に関する事項は、本学学位規程の定めるところによる。 

（教育職員の免許状授与の所要資格の取得） 

第８１条 教育職員の免許状授与の所要資格を取得しようとする者は、教育職員免許法（昭

和２４年法律第１４７号）及び教育職員免許法施行規則（昭和２９年文部省令第２６号）

に定める所要の単位を修得しなければならない。 

２ 本学大学院において取得できる教育職員の免許状の種類及び免許教科は、別表第２のと

おりとする。 

（留学） 

第８２条 外国の大学院等に留学を希望する者は、学長の許可を得なければならない。 

２ 留学の期間は、在学期間に算入することができる。 

３ 留学の期間は、１年を超えることができない。 

４ 留学により修得した単位は、各研究科の定めるところにより、当該研究科において修得

したものとみなすことができる。 

（休学） 

第８３条  疾病その他の事由により２ヶ月以上修学を中断しようとする者は、学長の許可を

得て休学することができる。 

２ 疾病のため修学することが適当でないと認められる者については、学長は、休学を命ず

ることができる。 

３ 休学は、１年を超えることができない。ただし、特別の事情があるときは、学長の許可

を得てなお引き続き休学することができる。 

４ 休学の期間は、修士課程、博士前期課程及び教職大学院の課程においては、通算して２

年を超えることができない。 

５ 休学の期間は、博士後期課程においては、通算して３年を超えることができない。 

６ 休学の理由が消滅したときは、学長の許可を得て復学することができる。 

７ 休学の期間は、在学した期間に算入しない。 

（授業料の納付） 

第８４条 授業料は、前期及び後期の２期に区分し年額の２分の１を所定の期日までに納付

しなければならない。ただし、特別の事情のある場合は、分納を許可することがある。 

第８５条 納付された授業料は、返還しない。 

２ 前項の規定にかかわらず、学長が相当と認める特別の事情がある場合は、授業料相当額

を返還することができる。 

第８６条 停学を命ぜられた者は、その期間中に対しても、授業料を納付しなければならな

い。

（授業料の免除及び徴収猶予）

第８７条 授業料の免除及び徴収猶予は別に定めるところによる。
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（授業料等の額） 

第８８条 検定料、入学料及び授業料の額は、別に定める。  

（科目等履修生、研究生、外国人学生、特別研究学生及び特別聴講学生） 

第８９条 本学大学院に科目等履修生、研究生、外国人学生、特別研究学生及び特別聴講学

生の制度を置く。 

２ 前項の制度に関し必要な事項は、別に定める。 

第５章 専攻科 

第９０条～第１０９条 削除

第６章 その他 

（公開講座）

第１１０条 本学に公開講座を設ける。

２ 公開講座に関する事項は、別にこれを定める。

（寄附講義）

第１１１条 本学に民間等からの寄附金又は講義担当者の派遣による寄附講義を開設するこ

とができる。

２ 寄附講義に関する事項は、別にこれを定める。

（開放授業） 

第１１２条 学部等の授業を一般市民等に開放する（以下「開放授業」という。）ことができ

る。 

２ 開放授業に関する事項は、別にこれを定める。 

（特別の課程） 

第１１３条 本学の学生以外の者を対象として、学校教育法第１０５条に規定する特別の課

程 （以下「履修証明プログラム」とする。）を編成し、これを修了した者に対し、修了の事

実を証する証明書を交付することができる。 

２ 履修証明プログラムに関する事項は、別にこれを定める。 

附 則

１ この学則は、平成１６年４月１日から施行する。

２ 第３４条の規定は、平成１５年３月３１日以前に入学した学生及び平成１５年３月３１

日以前に入学した学生の属する年次に編入学又は再入学した学生には適用しない。

附 則（平成１６年７月２３日一部改正：法人和歌山大学規程第３１７号）

この改正学則は、平成１６年７月２３日から施行する。

附 則（平成１６年１１月２６日一部改正：法人和歌山大学規程第３４３号） 

この改正学則は、平成１６年１１月２６日から施行する。 

附 則（平成１６年１２月２４日一部改正：法人和歌山大学規程第３７５号） 

この改正学則は、平成１６年１２月２４日から施行する。

附 則（平成１７年５月２７日一部改正：法人和歌山大学規程第４３１号）

この改正学則は、平成１７年５月２７日から施行する。

附 則（平成１７年１０月２８日一部改正：法人和歌山大学規程第４５８号） 
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この改正学則は、平成１７年１０月２８日から施行し、平成１７年９月９日から適用する。

ただし、第１７条の改正規定は、平成１７年１２月１日から施行する。 

附 則（平成１８年２月２４日一部改正：法人和歌山大学規程第４６９号） 

この改正学則は、平成１８年２月２４日から施行する。 

附 則（平成１８年５月２６日一部改正：法人和歌山大学規程第５２６号） 

この改正学則は、平成１８年５月２６日から施行し、平成１７年１０月１日から適用する。

ただし、法人和歌山大学規程第４５８号及び第４６９号により改正された条項については、

その適用までの間は、なお従前の例による。 

附 則（平成１８年９月２６日一部改正：法人和歌山大学規程第５２９号） 

この改正学則は、平成１８年９月２６日から施行する。ただし、第６条の改正規定は、平

成１９年４月１日から施行する。 

附 則（平成１９年２月２５日一部改正：法人和歌山大学規程第５４５号） 

１ この改正学則は、平成１９年４月１日から施行する。 

２ 経済学部経済学科、ビジネスマネジメント学科及び市場環境学科の５８期以前の学生に

ついては、改正後の第１５条及び別表第１の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２０年３月２１日一部改正：法人和歌山大学規程第７１３号） 

１ この改正学則は、平成２０年３月２１日から施行する。ただし、観光学部の設置及び学

校教育法等の改正に伴う第１５条、２３条、２４条、５８条、５９条、第９６条及び附則

（平成１９年２月２５日一部改正：法人和歌山大学規程第５４５号）第３項の改正につい

ては、平成２０年４月１日から施行する。 

２ 平成２０年３月３１日現在、経済学部観光学科に在籍する学生は、平成２０年４月１日

付けをもって観光学部に移籍するものとする。 

３ 改正後の第１５条に定める収容定員は、同条の規定に関わらず、平成２０年度から２２

年度までは、次のとおりとする。 

学部 学科又は課程 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

教育学部 学校教育教員養成課程 

教育科学コース 

教科教育コース 

児童教育コース 

445 

(105) 

(195) 

490 

( 70) 

(130) 

535 

(35) 

(65) 

総合教育課程 

文化研究プログラム 

環境教育プログラム 

40 80 120 

国際文化課程 135 90 45 

自然環境教育課程 90 60 30 

生涯学習課程 75 50 25 

計 785 770 755 

経済学部 経済学科 

昼間主コース 

夜間主コース 

488 

(448) 

( 40) 

468 

(448) 

( 20) 

448 

ビジネスマネジメント学科 488 468 448 

-学則-17-



学 則

昼間主コース 

夜間主コース 

(448) 

(40) 

(448) 

( 20) 

市場環境学科 

昼間主コース 

夜間主コース 

484 

(444) 

( 40) 

464 

(444) 

( 20) 

444 

計 

昼間主コース 

夜間主コース 

1,340 

120 

1,340 

60 

1,340 

システム

工学部

情報通信システム学科 237 

40 

234 

40 

231 

40 

光メカトロニクス学科 237 234 231 

精密物質学科 237 234 231 

環境システム学科 237 234 231 

デザイン情報学科 237 234 231 

計 1,225 1,210 1,195 

観光 

学部 

観光経営学科 100 160 220 

地域再生学科 90 140 190 

計 190 300 410 

合 計 3,660 3,680 3,700 

（ ）内は、内数 

４ 平成２０年３月３１日以前に入学した学生及び平成２０年３月３１日以前に入学した学

生の属する年次に編入学又は再入学した学生については、改正後の別表第１の規定に関わ

らず、なお従前の例による。

附 則（平成２０年４月２５日一部改正：法人和歌山大学規程第８０６号）

この改正学則は、平成２０年４月２５日から施行する。

附 則（平成２０年７月２５日一部改正：法人和歌山大学規程第８５１号）

この改正学則は、平成２１年４月１日から施行する。

附 則（平成２１年３月２４日一部改正：法人和歌山大学規程第９０６号） 

１ この改正学則は、平成２１年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第５４条に定める収容定員は、同条の規定に関わらず、平成２１年度から２２

年度までは、次のとおりとする。 

研究科名 専攻名 

平成 21 年度 平成 22 年度 

修士課程・博

士前期課程 
博士後期課程 

修士課程・博

士前期課程 
博士後期課程 

教育学研究科 

学校教育専攻 24 

― 

24 

― 教科教育専攻 66 66 

計 90 90 

経済学研究科 

経済学専攻 44 

― 

44 

― 
経営学専攻 30 30 

市場環境学専攻 20 20 

計 94 94 

システム工学

研究科 
システム工学専攻 246 40 258 32 
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合計 430 40 442 32 

附 則（平成２２年１０月２２日一部改正：法人和歌山大学規程第１１５１号）

この改正学則は、平成２３年４月１日から施行する。 

附 則（平成２３年３月１８日一部改正：法人和歌山大学規程第１１７１号） 

１ この改正学則は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第５４条に定める収容定員は、同条の規定に関わらず、平成２３年度は、次の

とおりとする。 

研究科名 専攻名 

平成 23 年度 

修士課程・博

士前期課程 
博士後期課程 

教育学研究科 

学校教育専攻 24 

― 教科教育専攻 66 

計 90 

経済学研究科 

経済学専攻 41 

― 
経営学専攻 28 

市場環境学専攻 20 

計 89 

システム工学

研究科 
システム工学専攻 258 24 

観光学研究科 観光学専攻 5 ― 

合計 442 24 

附 則（平成２４年３月３０日一部改正：法人和歌山大学規程第１２３９号）

１ この改正学則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ 平成２４年３月３１日以前に入学した学生及び平成２４年３月３１日以前に入学した学

生の属する年次に編入学又は再入学した学生については、改正後の別表第１及び第２の規

定に関わらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２５年２月２２日一部改正：法人和歌山大学規程第１３６６号）  

この改正学則は、平成２５年４月１日から施行する。ただし、平成２５年３月３１日以前

に除籍となった者については、この改正学則にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２５年６月２８日一部改正：法人和歌山大学規程第１４３４号） 

この改正学則は、平成２５年６月２８日から施行する。 

附 則（平成２６年３月２８日一部改正：法人和歌山大学規程第１４５２号） 

１ この改正学則は、平成２６年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第５４条に定める収容定員は、同条の規定に関わらず、平成２６年度から２７

年度までは、次のとおりとする。 

研究科名 専攻名 平成 26 年度 平成 27 年度 
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修士課

程・博

士前期

課程 

博士後

期課程 

修士課

程・博

士前期

課程 

博士後

期課程 

教育学研究科 

学校教育専攻 24 

― 

24 

― 教科教育専攻 66 66 

計 90 90 

経済学研究科 

経済学専攻 34 

― 

30 

― 
経営学専攻 26 26 

市場環境学専攻 20 20 

計 80 76 

システム工学

研究科 
システム工学専攻 258 24 258 24 

観光学研究科 観光学専攻 14 6 18 12 

合計 442 30 442 36 

３ 平成２６年３月３１日現在において、観光学研究科修士課程に在籍している学生につい

ての適用は、なお従前の例による。 

附 則（平成２７年３月１９日一部改正：法人和歌山大学規程第１６０４号） 

１ この改正学則は、平成２７年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第１５条に定める収容定員は、同条の規定に関わらず、平成２７年度から２９

年度までは、次のとおりとする。 

学部 学科又は課程 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

教育学部 学校教育教員養成課程 

教育科学コース 

教科教育コース 

児童教育コース 

580 580 580 

総合教育課程 

文化研究プログラム 

環境教育プログラム 

140 120 100 

計 720 700 680 

経済学部 経済学科 448 448 448 

ビジネスマネジメント学

科 

448 448 448 

市場環境学科 444 444 444 

計 1,340 1,340 1,340 

システム

工学部

情報通信システム学科 171 

40 

114 

40 

57 

20 

光メカトロニクス学科 171 114 57 

精密物質学科 171 114 57 

環境システム学科 171 114 57 

デザイン情報学科 171 114 57 
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システム工学科 305 － 610 － 915 20 

計 1,200 1,220 1,240 

観光 

学部 

観光経営学科 240 240 240 

地域再生学科 200 200 200 

計 440 440 440 

合 計 3,700 3,700 3,700 

３ 平成２７年３月３１日以前に入学した学生及び平成２７年３月３１日以前に入学した学

生の属する年次に編入学又は再入学した学生については、改正後の別表第１の規定に関わ

らず、なお従前の例による。 

附 則 （平成２７年１２月２５日一部改正：法人和歌山大学規程第１７１９号） 

この改正学則は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則（平成２８年２月２６日一部改正：法人和歌山大学規程第１７３６号） 

１ この改正学則は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第１５条に定める収容定員は、同条の規定に関わらず、平成２８年度から３０

年度までは、次のとおりとする。 

学部 学科又は課程 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

教育学部 学校教育教員養成課程 

教育科学コース 

教科教育コース 

児童教育コース 

初 等 教 育 コ ー ス 

中 等 教 育 コ ー ス 

特別支援教育コース 

600 

(435) 

(165) 

620 

(290) 

(330) 

640 

(145) 

(495) 

総合教育課程 

文化研究プログラム 

環境教育プログラム 

100 60 20 

計 700 680 660 

経済学部 経済学科 638 828 1,024 

ビジネスマネジメント学

科 

338 228 114 

市場環境学科 334 224 112 

計 1,310 1,280 1,250 

システム

工学部

情報通信システム学科 114 

40 

57 

20 

－ 

－ 

光メカトロニクス学科 114 57 － 

精密物質学科 114 57 － 

環境システム学科 114 57 － 

デザイン情報学科 114 57 － 

システム工学科 610 － 915 20 1,220 40 

計 1,220 1,240 1,260 

観光 

学部 

観光経営学科 180 120 60 

地域再生学科 150 100 50 

観光学科 120 240 360 

計 450 460 470 

合 計 3,680 3,660 3,640 
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（ ）内は、内数 

３ 改正後の第５４条に定める収容定員は、同条の規定に関わらず、平成２８年度は、次の

とおりとする。 

研究科名 専攻名 

平成 28 年度 

修士課程・博

士前期課程・

教職大学院の

課程 

博士後期課

程 

教育学研究科 

学校教育専攻 42 

― 
教科教育専攻 33 

教職開発専攻 15 

計 90 

経済学研究科 

経済学専攻 30 

― 
経営学専攻 26 

市場環境学専攻 20 

計 76 

システム工学

研究科 
システム工学専攻 258 24 

観光学研究科 観光学専攻 18 18 

合計 442 42 

４ 平成２８年３月３１日以前に入学した学生及び平成２８年３月３１日以前に入学した学

生の属する年次に編入学又は再入学した学生については、改正後の別表第１及び第２の規

定に関わらず、なお従前の例による。 

附 則 （平成２８年３月２５日一部改正：法人和歌山大学規程第１７５５号） 

この改正学則は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則 （平成２８年９月２９日一部改正：法人和歌山大学規程第１８５４号） 

この改正学則は、平成２８年９月２９日から施行する。 

附 則（平成２８年１１月２５日一部改正：法人和歌山大学規程第１８６２号） 

この改正学則は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則（平成２９年２月１７日一部改正：法人和歌山大学規程第１８８７号） 

この改正学則は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則（平成２９年３月２４日一部改正：法人和歌山大学規程第１８９７号） 

この改正学則は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則（平成２９年７月２８日一部改正：法人和歌山大学規程第１９９７号） 

この改正学則は、平成２９年７月２８日から施行する。 

附 則（平成３０年７月２７日一部改正：法人和歌山大学規程第２０８３号） 

この改正学則は、平成３０年７月２７日から施行し、平成３０年４月１日から適用する。 

附 則（平成３１年３月１５日一部改正：法人和歌山大学規程第２１１６号） 
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１ この改正学則は、平成３１年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第５４条に定める収容定員は、同条の規定に関わらず、平成３１年度は、次の

とおりとする。 

研究科名 専攻名 

平成 31 年度 

修士課程・博

士前期課程・

教職大学院の

課程 

博士後期課

程 

教育学研究科 

学校教育専攻 52 

― 教職開発専攻 38 

計 90 

経済学研究科 

経済学専攻 30 

― 
経営学専攻 26 

市場環境学専攻 20 

計 76 

システム工学

研究科 
システム工学専攻 258 24 

観光学研究科 観光学専攻 18 18 

合計 442 42 

３ 平成３１年３月３１日以前に入学した学生については、改正後の別表第２の規定に関わ

らず、なお従前の例による。

附 則（令和元年７月２６日一部改正：法人和歌山大学規程第２１７６号） 

この改正学則は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則（令和元年１１月２２日一部改正：法人和歌山大学規程第２１８４号） 

この改正学則は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年３月２７日一部改正：法人和歌山大学規程第２２８２号） 

１ この改正学則は、令和２年４月１日から施行する。 

２ 教育学研究科学校教育専攻は、改正後の第５１条の規定に関わらず、令和２年３月３１

日に当該専攻に在学する者が、当該専攻に在学しなくなる日までの間、存続するものとし、

改正後の別表第２の規定に関わらず、なお従前の例による。

３ 改正後の第５４条に定める収容定員は、同条の規定に関わらず、令和２年度は、次のと

おりとする。 

研究科名 専攻名 

令和２年度 

修士課程・博

士前期課程・

教職大学院の

課程 

博士後期課

程 

教育学研究科 学校教育専攻 22 ― 
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教職開発専攻 53 

計 75 

経済学研究科 

経済学専攻 30 

― 
経営学専攻 26 

市場環境学専攻 20 

計 76 

システム工学

研究科 
システム工学専攻 258 24 

観光学研究科 観光学専攻 23 18 

合計 432 42 

附 則（令和３年３月２９日一部改正：法人和歌山大学規程第２３５０号） 

１ この改正学則は、令和３年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第５４条に定める収容定員は、同条の規定に関わらず、令和３年度は、次のと

おりとする。 

研究科名 専攻名 

令和３年度 

修士課程・博

士前期課程・

教職大学院の

課程 

博士後期課

程 

教育学研究科 教職開発専攻 60 ― 

経済学研究科 

経済学専攻 53 

― 
経営学専攻 13 

市場環境学専攻 10 

計 76 

システム工学

研究科 
システム工学専攻 258 24 

観光学研究科 観光学専攻 28 18 

合計 422 42 

附 則（令和３年１２月２４日一部改正：法人和歌山大学規程第２３８４号） 

この改正学則は、令和４年２月１日から施行する。 

附 則（令和４年３月２８日一部改正：法人和歌山大学規程第２４１０号） 

１ この改正学則は、令和４年４月１日から施行する。 

２ 令和４年３月３１日以前に入学した学生については、改正後の別表第１及び第２の規定

に関わらず、なお従前の例による。 

附 則（令和５年●月●日一部改正：法人和歌山大学規程第●●●●号） 

この改正学則は、令和５年４月１日から施行する。 
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別表第１（第３６条関係）

学部 学科名等 免許状の種類 免許教科 備考

教育学部 学校教育教員養成課程 幼稚園教諭一種免許状

小学校教諭一種免許状

中学校教諭一種免許状 国語

中学校教諭一種免許状 社会

中学校教諭一種免許状 数学

中学校教諭一種免許状 理科

中学校教諭一種免許状 音楽

中学校教諭一種免許状 美術

中学校教諭一種免許状 保健体育

中学校教諭一種免許状 技術

中学校教諭一種免許状 家庭

中学校教諭一種免許状 英語

高等学校教諭一種免許状 国語

高等学校教諭一種免許状 地理歴史

高等学校教諭一種免許状 公民

高等学校教諭一種免許状 数学

高等学校教諭一種免許状 理科

高等学校教諭一種免許状 音楽

高等学校教諭一種免許状 美術

高等学校教諭一種免許状 保健体育

高等学校教諭一種免許状 家庭

高等学校教諭一種免許状 英語

特別支援学校教諭一種免許

状

（知的障害者に関する教育

の領域）

（肢体不自由者に関する教

育の領域）

（病弱者に関する教育の領

域）
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別表第２（第８１条関係）

研究科名 専攻名 免許状の種類 免許教科 

教育学研究科 教職開発 

専攻 

小学校教諭専修免許状

中学校教諭専修免許状 国語、社会、数学、理科、音楽、美術、

保健体育、保健、技術、家庭、職業、職

業指導、英語、ドイツ語、フランス語、

中国語、韓国・朝鮮語、宗教

高等学校教諭専修免許状 国語、地理歴史、公民、数学、理科、音

楽、美術、工芸、書道、保健体育、保健、

看護、家庭、情報、農業、工業、商業、

水産、福祉、商船、職業指導、英語、ド

イツ語、フランス語、中国語、韓国・朝

鮮語、宗教

特別支援学校教諭専修免許状

（知的障害者に関する教育の

領域）

（肢体不自由者に関する教育

の領域）

（病弱者に関する教育の領域）
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別記様式第１（第８条関係）

誓  書

私こと

この度和歌山大学に入学を許可されました上は、大学学則並びに諸規則を守り、本学

学生としての本分を全うすることを誓います。

 年  月  日

氏名（署名）

和歌山大学長 殿
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社会インフォマティクス学環教授会規程（案）

制  定 令和 年 ⽉  ⽇
法⼈和歌⼭⼤学規程第 号

（趣旨）
第１条 この規程は、学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第９３条の規定に基づき、和

歌⼭⼤学社会インフォマティクス学環（以下「学環」という。）に置かれる教授会（以下
「教授会」という。）に関し、必要な事項を定める。

（構成）
第２条 教授会は、学環専任の教授、准教授、講師及び助教をもって構成する。
２ 前項の構成員のほか、学環の教育研究に係る教員のうち、教授会が必要と認めた者を加

えることができる。
（審議事項）
第３条 教授会は、和歌⼭⼤学学部等運営規程第４条の事項を審議する。
（招集）
第４条 教授会は、学環⻑が招集する。
２ 教授会の構成員の４分の１以上の者が議題とその理由を⽰して教授会の開催を請求し

たときは、これを招集しなければならない。
３ 教授会の招集は、少なくとも５⽇前までに、その会議の事項を⽰した各員あての通知を

もつて⾏うものとする。ただし、やむを得ない事由によって、臨時に招集の必要がある場
合は、会議の前⽇までに到達する適宜の⽅法をもつて招集するものとする。

（議⻑）
第５条 学環⻑は、教授会の議⻑となる。
２ 学環⻑に事故があるときは、学環⻑があらかじめの指名する学環の専任教員が議⻑とな

る。
（会議）
第６条 教授会は、構成員の半数以上の出席がなければ開催することができない。
２ 前項の構成員の数には、休職中の者及び１⽉以上療養中の者は、算⼊しない。
（議決）
第７条 教授会においては、第４条第３項の規定により、あらかじめ通知した事項について

のみ議決することができる。
２ 教授会の議事は、議⻑を除く出席者の過半数でこれを決し、可否同数のときは議⻑の決

するところによる。
（構成員以外の者の出席）
第８条 教授会が必要と認めたときは、構成員以外の者を出席させ、その意⾒を聴くことが
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できる。
（審議事項の付託）
第９条 教授会は、第３条に定める審議事項のうち、⼀部の事項の審議を、社会インフォマ

ティクス学環企画・運営委員会（以下「学環企画・運営委員会」という。）に付託するこ
とができる。

２ 前項の付託においては、学環企画・運営委員会の議決をもって、教授会の議決とする。
３ 学環企画・運営委員会に付託する事項については、学環企画・運営委員会規程において
　定める。

附 則
１ この規程は、令和５年４⽉１⽇から施⾏する。
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6  

全学における自己点検・評価は、概ね5年から7年に一度実施している。なお、各学部においても

教授会や各種委員会において、入学者選抜の実施状況、カリキュラムの実施状況、学生による授業評価

アンケートなど各種の調査結果等を用いて、自己点検を行うとともに、自己評価を実施している。 特

に、教育の領域（教育の内部質保証）に関しては、「国立大学法人和歌山大学における教育の内部質保

証に関する方針・手順」に沿って、本研究科の教育課程や学習成果等47について毎年モニタリングを実

施するとともに、レビューを 5～7年ごとに実施している。
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和
歌
山
県

デ
ー
タ
利
活
用
推
進
セ
ン
タ
ー

経
緯
・
年
表

平
成
2
7
年
３
月
８
月

平
成
2
8
年
３
月

平
成
2
8
年
９
月

平
成
3
0
年
４
月

◆
「
政
府
関
係
機
関
の
地
方
移
転
」
に
係
る
道
府
県
等
の
提
案
募
集
を
開
始

◆
和
歌
山
県
は
総
務
省
統
計
局
・
（
独
）
統
計
セ
ン
タ
ー
を
提
案

◆
「
政
府
関
係
機
関
移
転
の
基
本
方
針
」
決
定

⇒
統
計
デ
ー
タ
利
活
用
に
関
す
る
業
務
の
地
方
実
施
に
つ
い
て
実
証
実
験
の
実
施
が
決
定

◆
「
政
府
関
係
機
関
の
地
方
移
転
に
か
か
る
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
」
決
定

⇒
総
務
省
統
計
局
・
（
独
）
統
計
セ
ン
タ
ー
の
一
部
移
転
が
決
定

・
和
歌
山
県
に
「
統
計
デ
ー
タ
利
活
用
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す
る

・
統
計
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
提
供
等
の
業
務
を
平
成
3
0
年
度
か
ら
実
施
す
る

◆
「
和
歌
山
県
デ
ー
タ
利
活
用
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定

◆
「
統
計
デ
ー
タ
利
活
用
セ
ン
タ
ー
」
が
開
所

◆
「
和
歌
山
県
デ
ー
タ
利
活
用
推
進
セ
ン
タ
ー
」
が
開
所

所
在
地
・
ア
ク
セ
ス
方
法

和
歌
山
県

デ
ー
タ
利
活
用
推
進
セ
ン
タ
ー

住
　
所
：
〒
６
４
０
－
８
２
０
３

和
歌
山
県
和
歌
山
市
東
蔵
前
丁
3
番
1
7
南
海
和
歌
山
市
駅
ビ
ル
5
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
３
－
４
８
８
－
２
４
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
３
－
４
８
８
－
２
４
３
２

E-
m
ai
l：
e0
2
0
1
0
0
1
@
pr
ef
.w
ak
ay
am
a.
lg
.jp

Ｈ
　
Ｐ
：
ht
tp
s:
//
w
w
w
.p
re
f.w
ak
ay
am
a.
lg
.jp
/p
re
fg
/0
2
0
1
0
0
/d
at
a/
in
de
x.
ht
m
l

【
南
海
和
歌
山
市
駅
に
隣
接
】

【
Ｊ
Ｒ
和
歌
山
駅
よ
り
】

●
電
車
：
Ｊ
Ｒ
紀
勢
本
線
「
和
歌
山
市
」
行
き
に
乗
車
（
約
６
分
）

●
バ
ス
：
西
口
３
番
乗
り
場
か
ら
和
歌
山
バ
ス
「
南
海
和
歌
山
市
駅
」
行
き
に
乗
車
（
約
1
5
分
）

【
関
西
国
際
空
港
よ
り
】

●
電
車
：
南
海
空
港
線
「
難
波
」
方
面
行
き
に
乗
車

「
泉
佐
野
」
に
て
南
海
本
線
「
和
歌
山
市
」
行
き
に
乗
り
換
え
（
計
 約
4
0
分
）

●
バ
ス
：
空
港
１
階
到
着
出
口
３
番
乗
り
場
か
ら
空
港
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
に
乗
車

「
JR
和
歌
山
駅
」
に
て
電
車
・
バ
ス
に
乗
り
換
え
（
計
 約
6
0
分
）

【
車
を
ご
利
用
の
場
合
】

●
阪
和
自
動
車
道
「
和
歌
山
」
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
よ
り
、
西
に
約
2
0
分

（
無
料
の
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
周
辺
の
有
料
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
）

和
歌
山
市
役
所

和
歌
山
城

紀
和
駅

和
歌
山
県
庁

和
歌
山
市
駅

南
海
本
線

和
歌
山
駅

至
和
歌
山
IC

紀
勢
本
線

阪
和
線
和
歌
山
線

三
年
坂
通

け
や
き
大
通
り北
大
通
り

築 地 通 り

和
歌
山
市
駅

南
海
本
線

紀
の
川

和
歌
山
駅

至
和
歌
山
IC

紀
勢
本
線

阪
和
線
和
歌
山
線

三
年
坂
通

け
や
き
大
通
り北
大
通
り

築 地 通 り

2
4

南
海
和
歌
山
市
駅
ビ
ル
5
階

和
歌
山
県

デ
ー
タ
利
活
用
推
進
セ
ン
タ
ー

和
歌
山
県

デ
ー
タ
利
活
用
推
進
セ
ン
タ
ー
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設
置
の
目
的

　
平
成
3
0
年
4
月
、
総
務
省
統
計
局
と
独
立
行
政
法
人
統
計
セ
ン
タ
ー
は
統
計
業
務
の
最
先
端

で
あ
る
統
計
デ
ー
タ
利
活
用
に
関
す
る
業
務
を
行
う
「
統
計
デ
ー
タ
利
活
用
セ
ン
タ
ー
」
を
和
歌

山
市
内
に
開
所
し
、
統
計
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
の
提
供
等
の
業
務
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
和
歌
山
県
は
、
こ
の
取
組
を
最
大
限
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
県
内
産
学
官
に
お
け
る
デ
ー

タ
利
活
用
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
、
「
和
歌
山
県
デ
ー
タ
利
活
用
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

し
ま
し
た
。

統
計
調
査
な
ど
で
集
め
ら
れ
た
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
（
集
計
さ
れ
る
前
の
デ
ー
タ
）
を
用
い
る
こ
と
で
、
多
様
か
つ
高
度
な
研

究
分
析
が
実
現
で
き
ま
す
。
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
の
活
用
に
よ
り
、
社
会
・
経
済
の
発
展
に
つ
な
が
る
新
た
な
発
見
が
生
ま
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

担
う
役
割

　
和
歌
山
県
に
お
け
る
デ
ー
タ
利
活
用
の
推
進
拠
点
と
し
て
、
統
計
デ
ー
タ
利
活
用
セ
ン
タ
ー
と

相
互
に
連
携
し
、
行
政
課
題
に
関
す
る
研
究
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
人
材
の
育
成
、
民
間
企
業
等

に
お
け
る
デ
ー
タ
利
活
用
推
進
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

連
携
・
推
進
体
制

セ
ン
タ
ー
の
主
な
業
務

専
門
的
知
識
を
有
す
る
職
員
が

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

自
治
体

総
務
省
統
計
局
・（
独
）統
計
セ
ン
タ
ー

統
計
デ
ー
タ
利
活
用
セ
ン
タ
ー

和
歌
山
県
デ
ー
タ
利
活
用

推
進
セ
ン
タ
ー

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の

推
進

企
業
・
団
体

新
商
品
の
開
発
や

販
路
開
拓

統
計
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
が
持
つ
新
し
い
可
能
性

統
計
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
が
持
つ
新
し
い
可
能
性

和
歌
山
か
ら
成
功
事
例
を
発
信
し
、

日
本
全
国
の
地
方
創
生
に
貢
献
し
ま
す
！

連
携

連
携

相
談
支
援

相
談
支
援

連
携
連
携

相
談
支
援

相
談
支
援

共
同
研
究

共
同
研
究

成
果
の
共
有

成
果
の
共
有

成
果
の
共
有

成
果
の
共
有

相
談・
デ
ー
タ
の
提
供

相
談・
デ
ー
タ
の
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Overview

The Department of Informatics currently offers six graduate degrees. This page provides a brief description of each.

Ph.D. Informatics: This degree enables students to pursue groundbreaking research in informatics at the highest level. It offers students

the opportunity to study many different aspects of living, working and building in a digital world. Some of our students come directly

out of undergraduate programs in computer science, social sciences, arts, and many other fields; others have already earned a

Master’s degree. People completing the degree take on positions in academic or corporate research, policy-making and leadership

roles in industry, and a range of other careers.

M.S. Informatics: This degree offer students a strong introduction to research. It is aimed toward students who seek to develop a

deeper understanding of the relationship between people and technology. Students in this program have previously earned bachelor’s

degrees in a variety of disciplines (e.g. computer science, social science, the arts). This program is for people who might not be sure

about research yet, but are at least considering it. Many go on to PhD positions, but others move directly into the workforce.

Master of Human-Computer Interaction and Design: This is a professional degree that prepares students to be the leaders of the future

in human computer interaction, user experience design and research, product management, and more. This degree should be

undertaken by early and mid-career professionals and executives looking to take the next step in their careers.

Ph.D. Software Engineering: This degree enables students to pursue groundbreaking research in software engineering at the highest

level. Students engage in research on a wide range of software engineering topics, such as designing new tools, performing studies of

developers and teams at work, or developing new theories about software and how it is developed. Some of our students come

directly out of undergraduate programs, usually in technical fields such as computer science or engineering, but sometimes from a

range of other disciplines; others have already earned a Master’s degree. People completing the degree take on positions in academic

or corporate research, leadership roles in industry, and a range of other careers.

M. S. Software Engineering: This degree offers students a strong introduction to research. It provides students with the opportunity to

study a range of theories, tools, methods, and approaches of software engineering. Students in this program have previously earned

bachelor’s degrees, typically in a technical discipline such as computer science or engineering, but sometimes from a range of other

disciplines as well. This program is for people who might not be sure about research yet, but are at least considering it. Many go on to

PhD positions, but others move directly into the workforce.

Master of Software Engineering: This is a professional degree that prepares students to continue in or enter the workforce and

become leaders in the booming field of software engineering. MSWE is designed for a diverse set of students. While many students

with backgrounds in computer science will be interested, the program also targets students from other majors such as the sciences,

arts, and humanities, as well as local IT professionals whose careers could benefit from formal training in software engineering.

Department of Informatics
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１ 人材需要の動向や社会の要請について 

経済や社会の⾼度化、更には情報技術の進展に伴い、社会が求める⼈材は多様化してきて
いる。「２０４０年に向けた⾼等教育のグランドデザイン」（平成３０年１１⽉２６⽇中央
教育審議会）において、予測不可能な時代を⾒据え、専攻分野についての専⾨性に加え、幅
広い教養を⾝に付け、時代の変化に合わせて積極的に社会を改善していく資質を有する⼈材
の育成が求められている。また、⽂理横断的にこうした知識、スキル、能⼒を⾝に付けるこ
とこそが、社会における課題の発⾒とそれを解決するための学問の成果の社会実装を推進す
る基盤となるとの提⾔がなされている。他⽅、「第６期科学技術・イノベーション基本計画」
（令和３年３⽉２６⽇閣議決定）においては、「数理・データサイエンス・ＡＩ」に関する
素養を備え、社会のあらゆる分野で活躍する⼈材を⼤量に育成する、いつでも、どこでも、
誰でも、データやＡＩを活⽤し、これまで実現できなかったようなサービスを次々と創出で
きる基盤を構築するとの提⾔もなされている。そのような我が国全体を取り巻く課題を打開
していける⼈材の需要がある⼀⽅で、地域（特に地⽅）において少⼦⾼齢化、⼈⼝減少が深
刻化していく中で、地域の産業や観光の振興などによる経済の活性化に寄与できる⼈材育成
もまた喫緊の課題となっている。

そのような中で、和歌⼭県は、平成２８年度に政府が実施した「政府関係機関の地⽅移転」
において、データサイエンスの普及や⼈材育成を柱とする産学官連携による統計データ利活
⽤に基づく地域や産業の発展・振興を⽬指すこととし、総務省統計局の和歌⼭県への移転が
実現した。総務省統計局の移転（平成３０年４⽉）に伴い、総務省統計局、独⽴⾏政法⼈統
計センター、和歌⼭県、和歌⼭⼤学の４者の間で、データサイエンス⼈材の育成を⽬指した
連携協定を締結（平成３０年１２⽉７⽇）した【別添資料１】。このことについては、「第
３次和歌⼭県産業基本計画」（令和２年５⽉）において、総務省統計局、独⽴⾏政法⼈統計
センター、和歌⼭⼤学と連携したＩＴ⼈材の確保・育成が位置づけられている。また、「和
歌⼭県データ利活⽤推進プラン」（令和３年４⽉）の中でも、ＡＩやデジタルトランスフォ
ーメーションが進むこれからの社会において、企業の競争⼒強化につながる⾼度なデータ分
析⼒を持った⼈材の育成が求められており、⼤学等と連携し、データの利活⽤による価値創
造や課題解決を担うデータサイエンス⼈材の育成に向けた取組を推進することについても⾔
及されている。

我が国全体を取り巻く状況や地域の課題に応えるための⼈材育成が求められる中で、⽂
理の枠を超えて経済や社会の多様な概念や活動にかかる知識や技能を有し、課題を的確に
捉え、それを解決すべくデータ等を利活⽤して経済や社会をより良く変⾰していける原動
⼒となる⼈材の養成が求められているところである。この⼈材需要については、これまで
述べてきた国の提⾔や和歌⼭県の計画等にも位置づけられていることに加え、⼀般社団法
⼈データサイエンス協会が実施した「データサイエンスの採⽤に関するアンケート調査」
（令和３年４⽉７⽇）においても、今後３年間で採⽤・育成したいデータサイエンスの⼈
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材像として、複数の分野を俯瞰的にみてデータ分析の活⽤を戦略的に考えられる⼈材の割
合が⼤幅に増加（令和元年１８％→令和２年２６％と８ポイント増）する結果が⽰されて
おり【別添資料２】、今後、そのような⼈材への需要は、更に加速していくものと考えら
れる。

本学環は、上述のような社会的な需要ならびに和歌⼭県の特性も踏まえ、和歌⼭⼤学にお
いてこれまで培ってきた教育研究実績を⽣かし、全学的なリソースを最⼤限に活⽤し、和
歌⼭県をはじめ、総務省統計局、独立行政法人統計センター、さらには、企業等とも連携
しながら、経済や社会の多様な概念や実態をしっかりと捉え、情報技術等により多⾯的か
つ多⾓的に分析し、それを社会の課題解決につなげていくことで、社会を変⾰していくこ
とができる⼈材を養成し、輩出していく。 

２ 学生の確保の見通し 

本学は、社会科学系の学部として、経済学部と観光学部を有しており、また、⼯学系の学
部としてシステム⼯学部を有している。経済学部においては、経済的な側⾯を中⼼とした教
育研究、観光学部においては、観光的な観点での地域貢献を中⼼とした教育研究、システム
⼯学部では、⼯学分野における複合的な教育研究を実践してきたところである。本学環は、
それらの分野を複合的かつ融合的に学ぶこととなるため、⾼校⽣や⾼校教員からのニーズを
把握すべくアンケート調査を実施した【別添資料３】。

（１） 入学定員設定の考え方

本学環は、既存の学部等の教育研究に⽀障がない教育体制を構築することとし、専属専任
教員３名、連係専任教員（所属学部と学環の両⽅の専任となる教員）１２名体制のもとで教
育研究を実施していくこととしている。また、本学環の教育研究の特⾊として、⾃治体や企
業と連携した実践的な教育を⾏うこととしており、２年次は「プログラム演習」、３年次に
は「実践セミナー」として、⾃治体や企業と⼀緒に実データを⽤いた課題の検討やその解決
策を検討する。それにあたっては、専属専任教員が中⼼となって、企業と⾃治体との連携を
密にし、学⽣へ実践的かつ、きめ細かな教育を⾏うこととしており、３名の専属専任教員に
つき１０名、連係専任教員を合わせて１５名につき２名という体制が妥当であると考え、⼊
学定員を３０名とする。そのような少⼈数体制のもとでの教育研究を⾏うことで、学⽣⼀⼈
⼀⼈へのきめ細かな⽀援が可能となる⼀⽅で、学⽣の学環への帰属意識の醸成や、学環で学ぶ
というモチベーションの維持とともに、学⽣間のコミュニケーション機会の増進にもつなが
り、教育効果を⾼めることができる。

（２）定員の充足見込み 

和歌⼭県内４７校のうち、１２校へアンケート調査を⾏った結果、多くの⾼校⽣が本学環に
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対して興味・関⼼を持つとともに、進学の意向を⽰していることがわかった。詳細については、
(３)定員充⾜の根拠となる客観的なデータの概要に記載するが、本学環に「是⾮進学したい」
と回答した⽣徒数は６０名（うち、設置年度の⼊学対象となる⾼校⽣は５５名）であり、⼊学
定員の２倍程度の⽣徒が進学の意向を⽰している。 

また、「進学先の１つとして検討したい」と回答した⽣徒数は６４０名（うち、設置年度の
⼊学対象となる⾼校⽣は６０３名）であり、「是⾮進学したい」と回答した⽣徒と合わせて７
００名が進学の意向を⽰している。 

さらに、本学⼊学者の⼤部分の学⽣が⼤阪の⾼校出⾝者である。令和４年度は、全学部⼊学
者の４８．８％が⼤阪の⾼校出⾝者であり、県内の⾼校出⾝者は２４３名（２６．７％）であ
った。直近３年間においても、⼤阪の⾼校出⾝者が半数弱を占めており、これからも同様の傾
向が続くと考えられる。本アンケート調査は県内の１２校に対して⾏ったものであるが、県内
の他の⾼校や、⼤阪をはじめとする県外の⾼校を考慮すると、相当数の⾼校⽣の進学希望があ
ると考えられる。 

これらのことから、本学環の⼊学定員３０名は⼗分に確保することができる。 

（３） 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要

本学への進学実績等を考慮して選定した県内１２校の⾼校⽣・⾼校教員に対して、アン
ケート調査を実施し、⾼校⽣２，６６１名（２年⽣２，５１２名、１年⽣１１３名、３年⽣
２８名、学年未回答８名）、⾼校教員６１名から回答を得られた。

本学環に「是⾮進学したい」と回答した⽣徒数は６０名、「進学先の１つとして検討し
たい」と回答した⽣徒数は６４０名であり、合わせて７００名（２６．３％）が進学の意
向を⽰しているという結果が得られた。⾼校の教員からの回答では、和歌⼭⼤学に本学環
が必要か、という質問について、「とても必要だと思う」「必要だと思う」と回答した教
員数は３５名（５７．４％）であり、本学環を⽣徒に薦めたいか、という質問については、
「積極的に薦めたい」「薦めたい」と回答した教員数が３８名（６２．３％）であったこ
とから、多くの教員が、本学環の設置に肯定的な考えを持ち、本学環への進学を薦めたい
と考えていることがわかった。

本学環で⾝に付ける能⼒である、①幅広い教養と分野横断的な学⼒（ビジネスサイエン
ス⼒）、②データ利活⽤による課題解決⼒（データ利活⽤⼒）、③社会実装⼒（企画⼒・
実践⼒・発信⼒）について、「とても意義を感じる」「ある程度意義を感じる」と回答し
た⽣徒の割合は、①６９．１％ ②６７．７％ ③６８．３％、教員の割合は、①９６．
７％ ②９５．０％ ③９８．３％であった。また、本学環を⽣徒に「積極的に薦めたい」
と回答した教員からは、その理由として、「これからはデータサイエンスの時代であり、
時代を担う⼈材を養成できるから。」「これからの社会で求められる⼈材の育成という点
において、意義があると思います。」といった意⾒があり、⽣徒からは、本学環に対して、
「経済・⼯学・観光学を取り込んでこれらの様々な分野を学べるのはとても魅⼒的だと思
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います。」「⼀つの分野だけでなく、様々なことが学べ、⼤学進学の次のステップへの選
択肢が広がりそうでとても良いと思う。」「結局、就職する際に必要な能⼒は”社会インフ 
ォマティクス学環”で⾝に付ける能⼒だと思うので、興味が湧いてきた」といった意⾒が⾒
られ、⽣徒・教員ともに、学環で⾝に付ける能⼒の重要性を感じていると⽰唆される。

（４）学生納付金の考え方 

⽂部科学省令｢国⽴⼤学の授業料その他の費⽤に関する省令｣に基づき、「国⽴⼤学法⼈
和歌⼭⼤学における授業料その他費⽤に関する規程」のとおり設定する。

３ 学生の確保に向けた具体的な取組状況 

本学環を志望する⾼校⽣をしっかりと確保するとともに、優秀な学⽣の確保に努めるため、
学部等連係課程制度や既存の学部との違いに加え、本学環の⽬的や教育の特⾊、養成すべき
⼈材像や社会での活躍の場などについて、⾼校をはじめ⾃治体や企業など社会全体へ積極的
に周知し、理解と協⼒を働きかけていくことが必要不可⽋である。そのため、以下の取組を
⾏っていくこととする。

（１） 学環案内（リーフレット・パンフレット）の制作・配布

通常の学部ではなく学部等連係課程という新たな制度で設置される本学環について、⾼
校⽣や教員、保護者の理解を得るために、本学環について説明したリーフレット、パンフレ
ットを制作し、配布する。またこれらの資料は、配布する以外に、⾼等学校等での⼤学説明会、
出前授業で説明資料として使⽤する。 

（２） ウェブサイトでの広報活動

本学 HP への掲載及び本学環 HP を新たに作成し、周知を⾏う。特に、令和４年度中に
おいては⼊試広報を中⼼とした情報提供に努める。

（３） オープンキャンパス、大学説明会

令和４年７⽉に実施予定のオープンキャンパス、及び８⽉実施予定の⼤学説明会、さ
らには、学環独⾃のキャンパスでの説明会や模擬講義の実施において、本学環の教育内
容や⼊試等について詳細な説明を⾏うとともに、個別の⾼校における模擬授業、教員と
の意⾒交換の開催や学外での⼤学進学イベントなどを通じて、本学環の特⾊等の周知を
図る。

（４） 高等学校での説明会、出前授業

和歌⼭県や⼤阪府の⾼等学校に対して、本学環の教員が直接出向いて、学環の授業及び⼊
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試、教育内容等について説明するとともに、⾼校⽣の質問に答える機会を設定する。また、「和歌⼭
県⾼等学校⻑と和歌⼭⼤学との懇談会（年１〜２回開催）」において説明の機会を設定し PR
を⾏う。

４ 社会的・地域的な人材需要動向を踏まえたものであることの客観的な根拠 

（１）企業の動向

本学の合同企業説明への参加企業（２５９社）あてにアンケート調査【別添資料４】を実
施し、６７社（回収率２５．９％）から回答を得た。 

和歌⼭⼤学に本学環が必要か、という質問について、「とても必要だと思う」「どちらかと
⾔えば必要だと思う」と回答した企業の数は６４社（９５．５％）であり、ほとんどの企業が
本学環の設置に肯定的であった。 

本学環で⾝に付ける能⼒である、①幅広い教養と分野横断的な学⼒（ビジネスサイエンス
⼒）、②データ利活⽤による課題解決⼒（データ利活⽤⼒）、③社会実装⼒（企画⼒・実践
⼒・発信⼒）について、「とても意義を感じる」「ある程度意義を感じる」と回答した企業の
割合は、①９７．０％ ②９７．０％ ③９２．５％であった。また、本学環に対する意⾒につ
いて、「社会、会社において求められる企画⼒、発信⼒、課題解決⼒が醸成される点に魅⼒を
感じました。それらの⼒は、⽂、理で区別できるものではないと思いますので、こうした複合
的に学べる学部を設置されることに⼤変魅⼒を感じます。」「今後ＤＸ化の進む時代におい
て、⾮常に重要なスキルだと思います。分析し、課題改善へ向けた取り組みはどんな会社でも
必要なスキルなので期待したいと思います。」といったコメントがあり、多くの企業が本学環
の教育内容に意義を感じていることが⽰唆される。 

さらに、本学環の卒業⽣の採⽤について、「積極的に採⽤したい」「採⽤したい」と回答し
た企業は５１社（７６．１％）であり、本学環の卒業⽣に対する企業からのニーズが⾼いこと
がわかった。 

これらのことから、企業からの本学環の⼈材育成に対する期待や、採⽤に向けてニーズが⾼
いことが明らかとなった。 

（２）自治体の動向

「１．⼈材需要の動向や社会の要請」においても⾔及したとおり、和歌⼭県においては、
総務省統計局を誘致し、データ利活⽤⼈材の育成に注⼒しているところであり、本学ともデ
ータサイエンス⼈材の育成を⽬指した連携協定を締結（平成３０年１２⽉７⽇）している
【別添資料１】。また、「第３次和歌⼭県産業基本計画」（令和２年５⽉）においても、総
務省統計局、独⽴⾏政法⼈統計センター、和歌⼭⼤学と連携したＩＴ⼈材の確保・育成が位
置づけられるとともに、「和歌⼭県データ利活⽤推進プラン」（令和３年４⽉）の中でも、
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ＡＩやデジタルトランスフォーメーションが進むこれからの社会において、企業の競争⼒強
化につながる⾼度なデータ分析⼒を持った⼈材の育成が求められており、これに向けて、⼤
学等と連携し、データの利活⽤による価値創造や課題解決を担うデータサイエンス⼈材の育
成の取組を推進することにも⾔及されている。
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アンケート調査の結果（高校生） 回答数 ２，６６１

Ⅰ．あなたについてお聞きします。 

学年  

所属クラス 

Ⅱ．あなたは、高校卒業後、現時点でどのような進路を希望していますか。（複数回答可） 

113（１年⽣）

2512（２年⽣）

28（３年⽣）
8（未回答）

1516
⽂系クラス

（⽂系コー

ス）

907
理系クラス

（理系コー

ス）

158（コース選
択はない）

17（その他）

1667
1066

77
310

119
29
12

国公⽴⼤学に進学

私⽴⼤学に進学

短期⼤学に進学

専⾨学校・専修学校に進学

就職

その他

未回答

-学生確保（資料）-15-



 

Ⅱ-２．「国公立大学に進学」「私立大学に進学」を選んだ方は、次の質問にお答えください。あ

なたは進学先としてどの地域を希望しますか。 

Ⅲ．あなたは、どのような学問に興味がありますか。（複数回答可）（現時点で進学を希望されて

いない方も、進学する場合を想定してお答えください。） 

 

537

645

654

647

和歌⼭県

⼤阪府

それ以外の地域

未定

469

216

239

530

221

223

230

98

191

437

295

163

310

445

193

54

150

81

32

教員養成・教育学・保育学関係

法学・政治学関係

⽂学関係

商学・経済学・経営学関係

語学関係

国際関係学関係

社会学・社会福祉学関係（観光学分野を含む）

体育学関係

芸術学関係（美術・⾳楽等を含む）

⼯学関係

理学関係

農・⽔産学関係（獣医含む）

医学・⻭学・薬学関係

看護・保健関係

⽣活科学関係（⾷物・栄養学等を含む）

総合科学関係

まだ決めていない

その他

未回答
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Ⅳ．あなたは、卒業後にどのような職業に就きたいと思いますか。（複数回答可） 

Ⅴ．和歌山大学では「「社会インフォマティクス学環（仮称）」の設置を検討しています。本課程

は、次のような特色があります。これらの特色について、あなたはどの程度魅力を感じますか。そ

れぞれあてはまる番号１つに〇を付けてください。 

114
96

331
205

457
367

197
297

159
965

281
137

銀⾏・⾦融機関
会計・法律関係

メーカー
広告・商社

公務員（国・都道府県）
公務員（市町村）

研究職
教育職

将来的に起業・創業したい
まだ決めていない

その他
未回答

30.3%

25.4%

16.8%

20.8%

36.8%

37.5%

35.3%

38.6%

25.0%

27.5%

34.3%

29.0%

4.2%

5.0%

8.2%

6.5%

3.2%

4.0%

4.7%

4.6%

0.5%

0.6%

0.6%

0.5%

少⼈数教育による充実

したサポート体制

⾃治体や企業等と連携

した実践的な教育

社会活動から⽣まれる

データそのものを使っ

た教育

和歌⼭⼤学の学部を横

断した教育

とても魅⼒を感じる ある程度魅⼒を感じる どちらでもない

あまり魅⼒を感じない まったく魅⼒を感じない 未回答
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Ⅵ.「社会インフォマティクス学環（仮称）」では、次の能力を身に付ける教育を行う予定です。

これらについて、あなたはどの程度意義を感じますか。それぞれあてはまる番号１つに〇を付けて

ください。 

Ⅶ．あなたは、和歌山大学「社会インフォマティクス学環（仮称）」が設置された場合、進学した

いと思いますか。 

30.6%

28.1%

27.8%

37.8%

39.5%

41.3%

25.3%

26.3%

25.1%

3.3%

2.9%

2.9%

2.7%

2.6%

2.4%

0.5%

0.5%

0.5%

社会実装⼒（企画⼒・

実践⼒・発信⼒）

データ利活⽤による課

題解決⼒（データ利活

⽤⼒）

幅広い教養と分野横断

的な学⼒（ビジネスサ

イエンス⼒）

とても意義を感じる ある程度意義を感じる どちらでもない

あまり意義を感じない まったく意義を感じない 未回答

60（是⾮進学したい）

640（進学先の1つとして
検討したい）

1129（進学先として
検討しない）

814
（わからない）

18（未回答）
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Ⅷ．新しい教育組織「社会インフォマティクス学環（仮称）」について、ご意見等がありましたら、

お聞かせください。 

（主な意見） 

＜肯定的な意見＞ 

◆私は理系・文系どちらかを選ぶのにすごく迷ったので、いろんな学部が連携している場所で学ぶこと

ができるようになるのはうれしいなと思います。

◆一つの分野だけでなく、様々なことが学べ、大学進学の次のステップへの選択肢が広がりそうでとて

も良いと思う。

◆他大学で行われているような研究が和大でもできるのなら期待したい。総務省からデータをもらえる

のは強いと思う。

◆実践的な教育はよい経験となると思う。起業したい人やコンサルタントになりたい人には良いと思う。

◆今求められる力を身につけることができる、とてもいい学部だと思いました。

◆画期的だと思います。

◆とても興味があります。是非進学したい。

◆経済・工学・観光学を取り込んでこれらの様々な分野を学べるのはとても魅力的だと思います。文学

を加えるとか、ジャンルをもっと幅広くしたらもっと良いと思います。

◆文理統合型のスバラシイ学習を伝える場所にしてください。

◆結局、就職する際に必要な能力は”社会インフォマティクス学環”で身に付ける能力だと思うので、

興味が湧いてきた

◆幅広い知識を得られるのは将来役に立つと思うので良いと思いました。

◆学部を横断した学部というところが魅力的だと思いました。

◆ユニークでおもしろい。

＜課題・指摘＞ 

◆文理横断で複数の分野を学ぶより、専門的な知識に特化している人材を育成した方が和歌山の利益に

なるのではないかと思った。 「システム工学部」との違いを詳しく知りたい。

◆検討したいが新設ということで授業内容や就職支援が不安。詳細をもっと知りたい。総合型選抜があ

れば是非受けたい。

◆「経済学部」みたいなかんじで新たな学部が増えるということですか？進学してからこの学環に入る

ことができるのですか？

◆本来四年で一つの学問を修める所を、複数の学問を行うということで、どれほど専門性が保たれるの

でしょうか。

◆名前が分かり辛いので、せっかくの素晴らしいプログラムが伝わりにくいと思います。

◆入学定員数をもっと増やしていいと思った。
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アンケート調査の結果（高校教員） 回答数 ６１

Ⅰ．進学先の大学を薦める基準として重視されているものは何ですか。（複数回答可） 

 

 

Ⅱ．和歌山大学は、多様な分野でデータを利活用して活躍できる人材の育成を目的とした「社会イ

ンフォマティクス学環（仮称）」の設置を検討しています。和歌山大学に本課程は必要だと思われ

ますか。

58
40

39
13

7
6

9
27

1

教育・研究内容
就職・進学状況

取得可能な資格／免許
学費・奨学⾦制度

キャンパスの雰囲気
周辺環境

交通アクセス
⼊試科⽬・制度

その他

14 （とても必要だと

思う）

21（必要だと思
う）

19
（ある程度必要

だと思う）

6（あまり必要
だとは思わな

い）

1（未回答）
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Ⅲ．和歌山大学では「「社会インフォマティクス学環（仮称）」の設置を検討しています。本課程

は、次のような特色があります。これらの特色について、あなたはどの程度魅力を感じますか。そ

れぞれあてはまる番号１つに〇を付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ.「社会インフォマティクス学環（仮称）」では、次の能力を身に付ける教育を行う予定です。

これらについて、あなたはどの程度意義を感じますか。それぞれあてはまる番号１つに〇を付けて

ください。 

 

 

 

 

 

 

41.0%

44.3%

63.9%

72.1%

52.5%

45.9%

26.2%

23.0%

3.3%

8.2%

9.8%

4.9%

3.3%

1.6%

和歌⼭⼤学の学部を横

断した教育

社会活動から⽣まれる

データそのものを使っ

た教育

⾃治体や企業等と連携

した実践的な教育

少⼈数教育による充実

したサポート体制

とても魅⼒を感じる ある程度魅⼒を感じる どちらでもない あまり魅⼒を感じない

50.8%

63.9%

67.2%

45.9%

31.1%

31.1%

3.3%

3.3%

1.6%

1.6%

幅広い教養と分野横断

的な学⼒（ビジネスサ

イエンス⼒）

データ利活⽤による課

題解決⼒（データ利活

⽤⼒）

社会実装⼒（企画⼒・

実践⼒・発信⼒）

とても意義を感じる ある程度意義を感じる どちらでもない 未回答

-学生確保（資料）-21-



 

Ⅴ．和歌山大学「社会インフォマティクス学環（仮称）」が設置された場合、生徒に進学を薦めた

いと思いますか。また、それを選んだ理由を記載してください。 

（主な意見） 

＜積極的に薦めたい＞ 

◆社会貢献には必須の能力だと思われるため。

◆和歌山を良くしたいと思う人材がいないと和歌山に未来がないと考えるため、和歌山出身者の方が多

少地元愛があって和歌山に残ってくれそう。

◆これからはデータサイエンスの時代であり、時代を担う人材を養成できるから。

◆これからの社会で求められる人材の育成という点において、意義があると思います。

◆地元の国立大学というのでなく、他学部との横断的に学習ができるというので具体的にメリットを通

じて指導できる。

◆これからの時代に必要な分野であると思う。

＜薦めたい＞ 

◆これからの社会で活躍するために必要な力が身につきそうだから。

◆最近人気が高いデータサイエンス的なイメージだから。

◆社会が成熟し、高校段階でも、従来型の学部への指向性について悩んでいる生徒が多い。分野を限定

せずに、社会のさまざまな課題にじっくり向き合う学びがあってもよいと思う。ただ具体的な教育内

容については未知数の部分が多い。

◆SSHやKECReといった活動に積極的に取り組む生徒にすすめたい。

◆文理融合型の考え方がこれからの社会で必要だと思うから。

◆育成したい人材像が正に現代社会に必要であると考える。

◆Society5.0における必要な資質であり、先行き不透明な時代における重要なスキルを身につけられる

と思うため。

◆分野横断的な学力を身につけ、社会で活躍できる人材となるから。

◆地元で情報系について学べる大学として、生徒や保護者にとっても魅力的だと思います。

◆情報、データ利活用を学べる大学が近くになかったので。

◆これからの社会で必要な力が身につくから。

◆地域に付いた教育を期待しているからです

9（積極的に薦
めたい）

29（薦めたい）

19（どちら
かと⾔えば薦

めたい）

4（あまり薦めない）
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＜どちらかと言えば薦めたい＞ 

◆今後、社会から必要とされる力を育てる分野だと思うため。データの利活用というのは、解決したい

課題があってはじめて意味あるものになると思うが、その課題をもつ分野に対する専門的な学びがで

きるかによると思う。（既に社会に対して何らかの課題を感じ、それを解決したいと考えている学生

にとっては、意義のある学びができると思う。）

◆これから必要とされる力を教育する場として、面白い取組であると感じているから

◆社会へ出たときにも活かせるスキルを身に付けられそう。これから特に必要な分野であるように思う。

実際具体的にどのような学びができるのかがわかりにくかったので、”どちらかと言えば”の方にチ

ェックを付けましたが、とても興味があります。

◆学部関係なしに、和歌山大学を希望する生徒にとってはよいが、今後の実績を見てみたい。

◆入試がどのようなものになるのか、（それぞれの学部を受けて入学後にこの課程に進む選択をするの

か）がわからないと生徒に薦めるかどうか判断ができない。

◆生徒の希望が優先であるが、目指すべきものがわかりやすく魅力を感じる生徒も多いと考えられる。

◆文理融合の学びはこれからの社会を生きぬいていく上で必要だと感じるから。また、一方である分野

に特化した学びを深めたいという思いを抱いている生徒もいると思うので、生徒のニーズに応じて薦

めるかどうかは判断したいと思います。

◆データ処理や活用は今後とても必要になる分野であるが、いろんな学部に手を出すことで重点的な学

習内容がわかりにくい。

◆他大学にも似ている学部があるから

◆データを分析、活用できる人材が必要だと考えるから。

◆学部を横断しなくてもこの内容はやっておくべきことではないのか？

＜あまり薦めない＞ 

◆自分の中で社会インフォマティクス学環の教育内容が、漠然としか理解できていないため。

◆社会に出て生きるには、さまざまな視点から物事をみることが大切であるが、大学の魅力は、例え、

そういった現実から離れていても、興味のある学問を追究するところにあると思う。

◆カリキュラム面で数学の分野のインパクトが強いので、和歌山大学を目指す生徒の層とは合わないよ

うに思う。

◆教育内容がはっきり見えてこないから
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Ⅵ．和歌山大学「社会インフォマティクス学環（仮称）」について、ご意見等がありましたら、お

聞かせください。 

（主な意見） 

◆入試の情報公開をよろしくお願いします。（日程や内容などについて）

◆学部と学環、学域の違いを高校生や高校教員（or保護者）に分かり易く説明してほしい。何故学部で

はないのか、等。

◆すでにある経済・システム工学・観光学部で学び卒業する学生と、社会インフォマティクス学環で学

び卒業する学生では、どのような違い（身についている力）があるのかが分かれば、どちらに進学す

るか迷う高校生にも進路指導しやすいと感じます。

◆非常に楽しみです。

◆せっかく他大学にない観光学部があるので、和歌山県の活性化など、観光学部の特性を盛り込んだり、

そのデータをどう生かすかなどが研究されることが期待される。

◆・この学環で学ぶことは、各学部で学びながら「スキル」としてデータ利活用を身につけるよりもど

れほどメリットがあるのか。 

・社会情報学の学士はそれぞれの学部で取得できる学士と比べて、遜色ないのか。

・研究科レベルに進む時には、それぞれの学部の学士を取得していないのに問題なく進学できるのか。

（卒論の段階でそれぞれの既存学部に近づいて研究することになるのか）

以上が疑問点です。 

・入試についての情報をもう少し出していただきたいです。

◆積極的広報活動をお願いします。

◆情報系のカタカナ学部、学科が近年増えてきているが、それぞれの特色や違いが明確に理解できるも

のであってほしいと思います。

◆・名称から学ぶ内容がイメージしにくい。

・構想はいいと思います。後は、その学びを実現するための教授スタッフの充実に努めてください。

大学も運営交付金等の減額により、コストカットを求められているかもしれませんが、人減らし等に

道を開くことのないようにお願いいたします。できれば、従来の経・観・シス工の入学定員は減らさ

ないでいただきたい。

Ⅶご記入いただいた方についてご記入ください。 

勤続年数 

 

22

17

20

2

１０年未満

１０年以上２０年未満

２０年以上

未回答
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【別添資料４】 

アンケート調査（企業）の概要

-学生確保（資料）-25-



 

-学生確保（資料）-26-



 

-学生確保（資料）-27-



 

-学生確保（資料）-28-



 

アンケート調査の結果（企業） 回答数 ６７

Ⅰ．貴社の業種について教えてください。 

Ⅱ．貴社の規模（従業員数）について教えてください。 

Ⅲ．和歌山大学は、多様な分野でデータを利活用して企業等で活躍できる人材育成を目的とした

「社会インフォマティクス学環（仮称）」の設置を検討しています。和歌山大学に「社会インフォ

マティクス学環（仮称）」は必要だと思われますか。

1 6

15

2

122
1
21

1

24

農林業
建設業
情報通信業
運輸業・郵便業
卸売業・⼩売業
⾦融業・保険業
学術研究・専⾨技術サービス業
教育・学習⽀援業
医療・福祉
サービス業
その他

26

22

16
3 1000⼈以上

100-499⼈

500-999⼈

50-99⼈

29
（とても必要

だと思う）

35
（どちらかと

⾔えば必要だ

と思う）

3（あまり必要だとは
思わない）
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Ⅳ．「社会インフォマティクス学環（仮称）」では、次のような特色のある教育を行う予定です。

これらの特色について、どの程度魅力を感じますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ．「社会インフォマティクス学環（仮称）」では、次の能力を身に付けた学生を輩出する予定で

す。これらについて、意義を感じますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

43.3%

49.3%

53.7%

53.7%

43.3%

44.8%

41.8%

38.8%

11.9%

6.0%

4.5%

7.5%

1.5%

和歌⼭⼤学の学部

を横断した教育

社会活動から⽣ま

れるデータそのも

のを使った教育

⾃治体や企業等と

連携した実践的な

教育

少⼈数教育による

充実したサポート

体制

とても魅⼒を感じる ある程度魅⼒を感じる どちらでもない あまり魅⼒を感じない

59.7%

61.2%

59.7%

37.3%

35.8%

32.8%

3.0%

3.0%

6.0%

1.5%

社会実装⼒（企画

⼒・実践⼒・発信

⼒）

データ利活⽤によ

る課題解決⼒

（データ利活⽤

⼒）

幅広い教養と分野

横断的な学⼒（ビ

ジネスサイエンス

⼒）

とても意義を感じる ある程度意義を感じる どちらでもない あまり意義を感じない
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Ⅵ．和歌山大学「社会インフォマティクス学環（仮称）」が設置された場合、本課程の卒業生を採

用することについて、どのようにお考えですか。 

Ⅶ．ご回答いただいた方についてお答えください。あなたが所属する部署の所在地を教えてくださ

い。 

27（積極的に採⽤したい）

24
（採⽤したい）

15
（採⽤を検討

する）

1（採⽤は考えない）

29

1
2

1

24

10

⼤阪府
京都府
兵庫県
滋賀県
和歌⼭県
上記（三重県・奈良県含む）以外の都道府県
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Ⅷ．和歌山大学「社会インフォマティクス学環（仮称）」について、ご意見やご要望等がありまし

たら、お聞かせください。特に、学生に身に付けてほしい能力や大学への要望事項等がありました

ら、ご自由に記述ください。 

（主な意見） 

◆特にございません。貴学合同企業説明会がございましたら、また参加させて頂きたいと考えておりま

すので、宜しくお願い致します。

◆正直、名称がわかりにくいです。もう少し一般の人にもわかりやすい名称がいいと思います。名前を

聞いたら何をしているのか想像できるのがよいのでは。

◆今後ＤＸ化の進む時代において、非常に重要なスキルだと思います。分析し、課題改善へ向けた取り

組みはどんな会社でも必要なスキルなので期待したいと思います。

◆パソコンスキルだけでなく、会話(対話)能力を身につけていると、就職後仕事がしやすいと思います。

◆「社会インフォマティクス学環」という名称が何を学ぶ学科かイメージがつきにくく分かりにくいと

感じました。

◆コミュニケーション力と行間を読むチカラ

◆社会、会社において求められる企画力、発信力、課題解決力が醸成される点に魅力を感じました。そ

れらの力は、文、理で区別できるものではないと思いますので、こうした複合的に学べる学部を設置

されることに大変魅力を感じます。

◆実践を増やし、経験値を上げる指導を期待しております。

◆ＩＴやA Iを活用できる幅広い知識を身につけた人材を育成いただきたい。

◆データの利活用はとても求められる力だと思いますが、同時に足を運んで人と交渉したり行動するな

どの実践も社会では重要です。ただデータの操作に終始せず、現場で動ける人材育成を希望します。

◆学生ならではの発想力や想像力、物事を正しく疑う力も培っていただければと思います。

◆課題解決のための情報技術の活用能力は、まさにシステムエンジニアに求められる能力です。貴学の

取り組みに大いに期待いたします。

◆インフォマティクスが難しい言葉なのでもっと平易で分かりやすい名称が良いと思います

◆経営学、システム工学の各知識、データ処理能力の両立は非常に魅力ですが、そこに観光学の知識は

弊社の業態においては不要であると感じます。

◆毎年御校の学生様に当社の選考を受けて頂いており、面接などを通じて非常に優秀だと思う方が多い

印象です。論理的思考、コミュニケーション能力、適応能力、自己表現力などが高い印象なのですが、

そこにデータを読み取り、解決策を検討していくという今後の社会に必要不可欠な能力を学ばれる学

生さんが今後輩出されるとのことですので、非常に楽しみです。
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フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

― 学長
イトウ　チヒロ

伊東　千尋
＜平成31年４月＞

理学博士 1,375
和歌山大学 学長

（平成31年4月～令和5年3月）

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第３号（その１）

教 員 名 簿

年齢
調書
番号

役職名
現　職

（就任年月）

学 長 の 氏 名 等

保有
学位等

月額基本給
（千円）
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 専 教授
タケウチ　テツジ

竹内　哲治
＜令和５年４月＞

博士（経済学）

統計学入門A
統計学入門B
経済統計学A【隔年】
経済統計学B
経済統計学C【隔年】
計量経済学入門A
計量経済学入門B
コーポレートファイナンスA（資金調達）
コーポレートファイナンスB（配当・M＆A）
マネー＆バンキング基礎
コモディティトレーディング
DXケーススタディ
アプライドエコノメトリクス
グローバル・エネルギー・トレンド
基礎演習
プロジェクト演習
実践セミナー
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1③
1④
2①
2③
3前
3①
3②
3①
3②
1④
3後
3後
3④
1・2③
1前
2後
3後
3前
3後
4前
4後
4通

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
0.5
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成9.4）

2 専 教授

マツダ（コバヤシ）
ノリユキ

松田(小林)　憲幸
＜令和５年４月＞

博士（工学）

人工知能の初歩
人工知能概論※
人工知能※
人工知能演習※
分析基礎演習
情報プログラミング入門
文理学術論文の読解
論理的思考法概論
基礎演習
プロジェクト演習
実践セミナー
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

2①
2②
3前
3後
1③
2前
3後
1④
1前
2後
3後
3前
3後
4前
4後
4通

1
0.9
1.5
0.8
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成12.4）

3 専 教授
タケダ　アキヒロ

竹田　明弘
＜令和５年４月＞

修士（経営学）※

ビジネス基礎
ホスピタリティ論
サービスマネジメント論
観光と医療【隔年】
社会調査法A
社会調査法B
基礎演習
プロジェクト演習
実践セミナー
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1②
1④
2③
3①
3①
3②
1前
2後
3後
3前
3後
4前
4後
4通

1
2
2
2
1
1
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部准教授
（平成19.4）

4 専 教授
アシダ　マサヤ
芦田　昌也

＜令和５年４月＞
博士（工学）

情報処理ⅠＡ
情報処理ⅠＢ
情報処理ⅡＡ
情報処理ⅡＢ
経営数学A
経営数学B
情報システムデザインⅠ
情報システムデザインⅡ【隔年】
ワーク・ライフ論※
わかやま未来学
基礎演習
プロジェクト演習
実践セミナー
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1①
1②
1③
1④
3①
3③
3②
3④
1・2・3・4①
1①
1前
2後
3後
3前
3後
4前
4後
4通

1
1
1
1
1
1
1
1
0.1
0.1
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成8.4）

5 専 教授
マキノ　シンヤ
牧野　真也

＜令和５年４月＞
工学修士

システムと情報A
システムと情報B
IT基礎【隔年】
ビジネス情報処理A
ビジネス情報処理B
ネットワーク分析【隔年】
ビジネスモデルデザイン
基礎演習
プロジェクト演習
実践セミナー
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1③
1④
2①
2①
2③
3③
3前
1前
2後
3後
3前
3後
4前
4後
4通

1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成3.4）

6 専 教授
フジナガ　ヒロシ

藤永　博
＜令和５年４月＞

Ｍ．Ｓ．（アメリカ）※

わかやま未来学
わかやま沿岸域の環境問題を考える
論理的な文章の書き方
パラグラフ・ライティング
健康とスポーツの生理学的基礎【隔年】
健康とスポーツの心理学的基礎【隔年】
スポーツ実習Ａ
スポーツ実習Ｃ
スポーツ実習Ｇ
スポーツ実習Ｉ
スポーツ実習Ｋ
スポーツ実習Ｏ
インフォマティクスのための数学
ジェンダー論※
ワーク・ライフ論※
囲碁から広がる教養の世界
現代社会におけるリーダーシップ※
基礎演習
プロジェクト演習
実践セミナー
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1①
1・2・3・4②
1③
1④
1・2・3・4③
1・2・3・4④
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1前
1・2・3・4②
1・2・3・4①
1・2・3・4前
1・2・3・4②
1前
2後
3後
3前
3後
4前
4後
4通

0.1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
0.1
0.1
0.7
0.3
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成3.4）

教 員 の 氏 名 等

（社会インフォマティクス学環）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有
学位等

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
配当
年次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等の職務
に 従 事 す る
週 当 た り 平 均 日 数
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7 専 教授
アダチ　モトヒロ

足立　基浩
＜令和５年４月＞

Ｐｈ．Ｄ．（イギリス）

政策科学（地域）※
政策統計解析A
政策統計解析B
基礎演習
プロジェクト演習
実践セミナー
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1③
3③
3④
1前
2後
3後
3前
3後
4前
4後
4通

0.3
1
1
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成8.4）

8 専 教授
ヨシノ　タカシ

吉野　孝
＜令和５年４月＞

博士（情報科学）

データサイエンスへの誘いＡ
データサイエンスへの誘いＢ
データサイエンス入門Ａ
データサイエンス入門Ｂ
情報ネットワーク入門１
情報セキュリティと情報倫理１
情報セキュリティと情報倫理２
プログラミングとアルゴリズム入門１
プログラミングとアルゴリズム入門２
発想法
ネットワークシステム開発演習
データサイエンス実践
データマイニング１
データマイニング２
モバイルシステム技術論
数理・データサイエンス・AI活用PBL
基礎演習
プロジェクト演習
実践セミナー
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1①
1②
1③
1④
1③
1①
1②
1③
1④
2④
2後
3①
2③
2④
3後
3通
1前
2後
3後
3前
3後
4前
4後
4通

0.3
0.3
0.3
0.3
1
1
1
1
1
1
2
0.7
1
1
2
0.7
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成13.3）

9 専 教授
ササキ　ソウタロウ
佐々木　壮太郎
＜令和５年４月＞

修士（経営学）

観光マーケティング論
観光と心
基礎演習
プロジェクト演習
実践セミナー
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

2④
2③
1前
2後
3後
3前
3後
4前
4後
4通

2
2
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部教授
（平成7.4）

10 専 准教授
サクマ　ヤストミ
佐久間　康富

＜令和５年４月＞
博士（工学）

都市デザインＡ
都市デザインＢ
地域協働演習A
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習Adv.
地域協働演習基礎
地域協働セミナー※
基礎演習
プロジェクト演習
実践セミナー
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

3①
3②
2②
2③
2④
3通
2①
1・2・3・4後
1前
2後
3後
3前
3後
4前
4後
4通

1
1
0.1
0.1
0.1
0.2
0.1
0.2
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成29.4）

11 専 准教授
フジタ　カズフミ

藤田　和史
＜令和５年４月＞

博士（理学）

地域学
経済地誌A【隔年】
経済地誌B【隔年】
地域分析実験演習A
地域分析実験演習B
わかやま未来学
地域協働セミナー※
わかやまを学ぶ※
地域協働演習A
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習Adv.
地域協働演習基礎
政策科学（地域）※
基礎演習
プロジェクト演習
実践セミナー
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1・2・3・4②
2①
2②
3③
3④
1①
1・2・3・4後
1・2・3・4前
2②
2③
2④
3通
2①
1③
1前
2後
3後
3前
3後
4前
4後
4通

0.5
1
1
1
1
0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
0.1
0.2
0.1
0.4
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（平成23.4）

12 専 准教授
ソガ　マサト
曽我　真人

＜令和５年４月＞
博士（工学）

HCI基礎
ビジネス英語A
ビジネス英語B
HCI応用
HCI評価法
アプリデザイン総合演習
世界の情報通信研究を知る
基礎演習
プロジェクト演習
実践セミナー
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

2①
3①
3②
2②
2③
3前
1・2・3・4後
1前
2後
3後
3前
3後
4前
4後
4通

1
1
1
1
1
2
1
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成5.4）

13 専 講師
イハラ　アキノリ

伊原　彰紀
＜令和５年４月＞

博士（工学）

データサイエンス概論１
データサイエンス概論２
計算機システム・OS
ソフトウェア工学
基礎演習
プロジェクト演習
実践セミナー
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

2①
2②
2前
3①
1前
2後
3後
3前
3後
4前
4後
4通

1
1
2
1
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部講師
（平成30.4）
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14 専 講師
ハチヤ　ヒロタカ

八谷　大岳
＜令和５年４月＞

博士（工学）

機械学習基礎
人工知能※
人工知能演習※
基礎演習
プロジェクト演習
実践セミナー
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

2後
3前
3後
1前
2後
3後
3前
3後
4前
4後
4通

2
0.5
0.7
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部講師
（平成29.4）

15 専 講師
ニシムラ　リュウイチ

西村　竜一
＜令和５年４月＞

博士（工学）

世界の情報通信研究を知る
データサイエンス応用
メディアプログラミング
自主演習A
自主演習B
自主演習C
自主演習D
自主演習E
自主演習F
自主演習G
自主演習H
データサイエンスへの誘いＡ
データサイエンスへの誘いＢ
データサイエンス入門Ａ
データサイエンス入門Ｂ
人工知能概論※
データサイエンス実践
数理・データサイエンス・AI活用PBL
データサイエンス基礎
基礎演習
プロジェクト演習
実践セミナー
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1・2・3・4後
2後
3前
1前
1後
2前
2後
3前
3後
4前
4後
1①
1②
1③
1④
2②
3①
3通
2前
1前
2後
3後
3前
3後
4前
4後
4通

1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
0.3
0.3
0.3
0.3
0.1
0.7
0.7
1
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
クロスカル教育機構
データ・インテリジェ
ンス教育研究部門講師
（平成16.4）

16 兼担 教授
ウチダ　ミドリ
内田　みどり

＜令和５年４月＞
法学修士※

教養としての政治学【隔年】
国際化時代の文化と思想※
社会科学方法論【隔年】

1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4前

2
1.3
2

1
1
1

和歌山大学
教育学部教授
（平成9.10）

17 兼担 教授
コガ　ツネノリ
古賀　庸憲

＜令和５年４月＞
理学修士 わかやまを学ぶ※ 1・2・3・4前 0.1 1

和歌山大学
教育学部教授
（平成12.4）

18 兼担 教授
コノマツ　マサヒコ

此松　昌彦
＜令和５年４月＞

博士（理学）

自然災害と防災・減災※
地球科学
災害科学※
博物館資料論
学生生活の危機管理※

1・2・3・4後
1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4後
1・2・3・4後

1.2
1
0.8
0.5
0.1

1
1
1
1
1

和歌山大学
教育学部教授
（平成11.4）

19 兼担 教授
ミシナ　ヒデノリ

三品　英憲
＜令和５年４月＞

博士（史学）
国際化時代の文化と思想※
歴史の見方・考え方※

1・2・3・4後
1・2・3・4②

0.1
0.1

1
1

和歌山大学
教育学部教授
（平成20.4）

20 兼担 教授
ヨネザワ　ヨシフミ

米澤　好史
＜令和５年４月＞

文学修士
記憶力と認知力
心理学概論

1・2・3・4後
1・2・3・4前

2
2

1
1

和歌山大学
教育学部教授
（昭和63.4）

21 兼担 教授
オカザキ　ユタカ

岡崎　裕
＜令和５年４月＞

教育学修士 消費者市民と社会 1・2・3・4後 2 1
和歌山大学大学院
教育学研究科教授
（平成27.4）

22 兼担 教授
トミタ　アキヒコ

富田　晃彦
＜令和５年４月＞

博士（理学）
わかやまを学ぶ※
天文学※

1・2・3・4前
1・2・3・4①

0.1
0.3

1
1

和歌山大学大学院
教育学研究科教授
（平成9.4）

23 兼担 教授
アベ　シュウジロウ

阿部　秀二郎
＜令和５年４月＞

修士（経済学）※ 経済学の考え方 1・2・3・4② 1 1
和歌山大学
経済学部教授
（平成11.4）

24 兼担 教授
エンドウ　フビト

遠藤　史
＜令和５年４月＞

文学修士

わかやまを学ぶ※
わかやま未来学
英語Ｂ
英語Ｃ
英語の歴史
言語学

1・2・3・4前
1①
1・2・3・4後
2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4②

0.1
0.1
2
2
2
1

1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（昭和63.4）

25 兼担 教授
カナガワ　メグミ
金川　めぐみ

＜令和５年４月＞
修士（学術）

ジェンダー論※
ワーク・ライフ論※
学生生活の危機管理※

1・2・3・4②
1・2・3・4①
1・2・3・4後

0.2
0.1
0.1

1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成13.4）

26 兼担 教授
カナザワ　タカアキ

金澤　孝彰
＜令和５年４月＞

経済学修士※
学生生活の危機管理※
国際化時代の文化と思想※

1・2・3・4後
1・2・3・4後

1.2
0.1

1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成5.4）

27 兼担 教授
サイトウ　クミコ
齊藤　久美子

＜令和５年４月＞
経済学修士 会計学A 2① 1 1

和歌山大学
経済学部教授
（昭和63.4）

28 兼担 教授
タキノ　クニオ
瀧野　邦雄

＜令和５年４月＞
文学修士

中国語入門
中国語初級

1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2

1
1

和歌山大学
経済学部教授
（昭和62.4）

29 兼担 教授
ツジモト　カツヒサ

辻本　勝久
＜令和５年４月＞

博士（学術）

政策科学（地域）※
交通システム論A
交通システム論B
交通まちづくり調査研究

1③
3①
3②
3後

0.4
1
1
2

1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成13.4）
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30 兼担 教授
ナガヒロ　トシタカ

長廣　利崇
＜令和５年４月＞

博士（経済学）
歴史の見方・考え方※
わかやまを学ぶ※

1・2・3・4②
1・2・3・4前

0.5
0.1

1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成18.4）

31 兼担 教授

マグレビ　ナビル　ベ
ン モハッメド

Maghrebi Nabil Ben
Mohamed

＜令和５年４月＞

博士（経済学）
ファイナンス基礎【隔年】
インベストメントアナリシス【隔年】
国際化時代の文化と思想※

2後
3前
1・2・3・4後

2
2
0.1

1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成8.4）

32 兼担 教授
モリグチ　ヨシキ

森口　佳樹
＜令和５年４月＞

法学修士※ 日本国憲法 1・2・3・4前 2 1
和歌山大学
経済学部教授
（平成4.4）

33 兼担 教授
ヨシダ　マサアキ

吉田　雅章
＜令和５年４月＞

法学修士 学生生活の危機管理※ 1・2・3・4後 0.1 1
和歌山大学
経済学部教授
（平成元.4）

34 兼担 教授
イマイ　トシユキ

今井　敏行
＜令和５年４月＞

博士（工学）
微積分１
微積分２

1前
1後

2
2

1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成10.10）

35 兼担 教授
エグサ　ノブユキ

江種　伸之
＜令和５年４月＞

博士（工学） 災害科学※ 1・2・3・4② 0.3 1
和歌山大学
システム工学部教授
（平成8.4）

36 兼担 教授
カザマ　カズヒロ

風間　一洋
＜令和５年４月＞

博士（情報学） データベース 2後 2 1
和歌山大学
システム工学部教授
（平成24.10）

37 兼担 教授
クズオカ　シゲアキ

葛岡　成晃
＜令和５年４月＞

博士（工学） 確率統計 1後 2 1
和歌山大学
システム工学部教授
（平成19.4）

38 兼担 教授
クボ　マサヒロ
久保　雅弘

＜令和５年４月＞
理学博士

線形代数１
線形代数２

1前
1後

2
2

1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成27.4）

39 兼担 教授
サカマ　チアキ
坂間　千秋

＜令和５年４月＞
博士（工学） 論理的思考 1・2・3・4後 2 1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成7.4）

40 兼担 教授
ツカダ　コウジ
塚田　晃司

＜令和５年４月＞
博士（工学）

情報ネットワーク入門２
自然災害と防災・減災※

1④
1・2・3・4後

1
0.1

1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成15.10）

41 兼担 教授
ナカシマ　アツシ

中島　敦司
＜令和５年４月＞

博士（学術） 自然と環境※ 1・2・3・4② 0.8 1
和歌山大学
システム工学部教授
（平成8.4）

42 兼担 教授
ハラダ　トシノブ

原田　利宣
＜令和５年４月＞

博士（工学）
情報デザイン
デザイン企画論Ａ
デザイン企画論Ｂ

2前
3①
3②

1
1
1

1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成8.12）

43 兼担 教授
ミヤガワ　トモコ

宮川　智子
＜令和５年４月＞

博士（学術）

地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
地域学
地域協働セミナー※

2②
3通
2③
2④
2①
1・2・3・4②
1・2・3・4後

0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
0.1
0.3

1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成17.4）

44 兼担 教授
ムラタ　ヨリノブ

村田　頼信
＜令和５年４月＞

博士（工学） ロボット学 1・2・3・4② 1 1
和歌山大学
システム工学部教授
（平成8.4）

45 兼担 教授
オオウラ　ユミ
大浦　由美

＜令和５年４月＞
博士（農学）

サイエンス論
食と農のこれからを考える
地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
地域学
地域協働セミナー※

1・2・3・4①
1・2・3・4後
2②
3通
2③
2④
2①
1・2・3・4②
1・2・3・4後

0.3
0.7
0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
0.1
0.2

1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部教授
（平成19.4）

46 兼担 教授
オキュウド　マサミ

尾久土　正己
＜令和５年４月＞

博士（学術）

「教養の森」ゼミナールA
「教養の森」ゼミナールB
「教養の森」ゼミナールC
「教養の森」ゼミナールD
天文学※
地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
博物館資料論
博物館経営論
博物館情報・メディア論

1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4③
1・2・3・4④
1・2・3・4①
2②
3通
2③
2④
2①
1・2・3・4後
1・2・3・4通
1・2・3・4通

0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
0.5
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部教授
（平成15.8）

47 兼担 教授
キタムラ　モトナリ

北村　元成
＜令和５年４月＞

修士（デザイン学）
観光と色彩
観光デザイン論

1・2・3・4前
2③

2
2

1
1

和歌山大学
観光学部教授
（平成10.1）

48 兼担 教授
タケバヤシ　ハジメ

竹林　明
＜令和５年４月＞

経営学修士※
現代社会におけるリーダーシップ※
観光経営論

1・2・3・4②
2①

0.8
2

1
1

和歌山大学
観光学部教授
（平成9.4）

49 兼担 教授
デグチ　タツヤ
出口　竜也

＜令和５年４月＞
経営学修士 観光行動論【隔年】 1③ 2 1

和歌山大学
観光学部教授
（平成19.4）

50 兼担 教授
ヒガシ　エツコ

東　悦子
＜令和５年４月＞

教育学修士
わかやまを学ぶ※
歴史の見方・考え方※

1・2・3・4前
1・2・3・4②

0.1
0.1

1
1

和歌山大学
観光学部教授
（平成15.8）

51 兼担 教授
ホリタ　ユミコ
堀田　祐三子

＜令和５年４月＞
博士（工学） 観光まちづくり論 3③ 2 1

和歌山大学
観光学部教授
（平成19.4）
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52 兼担 教授
ヨシダ　ミチヨ
吉田　道代

＜令和５年４月＞
Ｐｈ．Ｄ．（オーストラリア） わかやまを学ぶ※ 1・2・3・4前 0.1 1

和歌山大学
観光学部教授
（平成26.4）

53 兼担 教授
エシタ　タカシ

惠下　隆
＜令和５年４月＞

工学博士

和歌山企業トップ経営論
知的財産権※
アントレプレナーシップ基礎
アントレプレナーシップ実践
アントレプレナーシップ発展

1・2・3・4後
1・2・3・4②
1・2・3・4②
2③
2④

1
0.6
0.3
0.3
0.3

1
1
1
1
1

和歌山大学理事
（平成29.12）

54 兼担 教授
ミツダ　ナルキ
満田　成紀

＜令和５年４月＞
博士（工学）

サイエンス論
地域データ活用法
ウェブデザイン演習Ａ
ウェブデザイン演習Ｂ
ソフトウェア工学演習A
ビジネスインテリジェンスA
ビジネスインテリジェンスB
地域学

1・2・3・4①
3前
2①
2②
3②
3③
3④
1・2・3・4②

0.3
2
1
1
1
1
1
0.1

1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学戦略情報室
教授
（平成8.4）

55 兼担 教授
アキヤマ　ヒロアキ

秋山　演亮
＜令和５年４月＞

博士（理学）

地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
わかやま未来学
宇宙開発論
地域協働セミナー※
天文学※

2②
3通
2③
2④
2①
1①
1・2・3・4①
1・2・3・4後
1・2・3・4①

0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
0.1
1
0.3
0.2

1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
クロスカル教育機構教
養・協働教育部門教授
（平成27.1）

56 兼担 教授
チダ　マヤ
千田　まや

＜令和５年４月＞
文学修士

ドイツの歴史と文化
ドイツ語初級
ドイツ語中級Ａ
ドイツ語中級Ｂ
ドイツ語入門
わかやま未来学
国際化時代の文化と思想※
文学※

1・2・3・4後
1・2・3・4後
2・3・4前
2・3・4後
1・2・3・4前
1①
1・2・3・4後
1・2・3・4②

2
2
2
2
2
0.1
0.3
0.6

1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
クロスカル教育機構教
養・協働教育部門教授
（昭和62.9）

57 兼担 教授
キシガミ　ミツヨシ

岸上　光克
＜令和５年４月＞

博士（農学）

食と農のこれからを考える
地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
地域創業論
南紀熊野の地域資源研究
わかやまを学ぶ※
わかやま未来学
食農学
地域協働セミナー※

1・2・3・4後
2②
3通
2③
2④
2①
3前
1・2・3・4後
1・2・3・4前
1①
1・2・3・4②
1・2・3・4後

0.7
0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
1
1
0.1
0.1
1
0.2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
食農総合研究教育セン
ター教授
（平成28.4）

58 兼担 教授
オガワ　ケンイチ

小河　健一
＜令和５年４月＞

博士（医学）
学生生活の危機管理※
自然災害と防災・減災※
障がい学生支援概論※

1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4後

0.1
0.1
0.4

1
1
1

和歌山大学
保健センター教授
（令和3.4）

59 兼担 教授
ウチオ　フミタカ

内尾　文隆
＜令和５年４月＞

博士（工学） 学生生活の危機管理※ 1・2・3・4後 0.1 1
和歌山大学学術情報セ
ンター教授
（平成2.4）

60 兼担 教授
ナガトモ　アヤコ

長友　文子
＜令和５年４月＞

教育学修士 日本語文章の書き方 1・2・3・4② 1 1

和歌山大学
日本学教育研究セン
ター教授
（平成6.4）

61 兼担 准教授
アラキ　リョウイチ

荒木　良一
＜令和５年４月＞

博士（環境科学）
わかやまを学ぶ※
自然と環境※

1・2・3・4前
1・2・3・4②

0.1
0.1

1
1

和歌山大学
教育学部准教授
（平成28.4）

62 兼担 准教授
オゼキ　アヤコ
小関　彩子

＜令和５年４月＞
博士（人間・環境学）

哲学
生と死を考える
倫理学
宗教学

1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4②
1・2・3・4②

1
1
1
1

1
1
1
1

和歌山大学
教育学部准教授
（平成15.10）

63 兼担 准教授
カタフチ　ミホコ
片渕　美穂子

＜令和５年４月＞
博士（体育科学） スポーツ実習Ｈ 1・2・3・4前 1 1

和歌山大学
教育学部准教授
（平成11.4）

64 兼担 准教授

コシノ（ナツボリ）
シヨウジ

越野（夏堀）　章史
＜令和５年４月＞

修士（教育学）※
現代日本の教育学部課題
近代日本の教育学部課題

1・2・3・4②
1・2・3・4①

1
1

1
1

和歌山大学
教育学部准教授
（平成15.10）

65 兼担 准教授
タニグチ　トモミ

谷口　知美
＜令和５年４月＞

修士（教育学） 教育学総論 1・2・3・4後 2 1
和歌山大学
教育学部准教授
（平成22.4）

66 兼担 准教授
ノリサダ　ユリコ
則定　百合子

＜令和５年４月＞
博士（学術） 心理学総論 1・2・3・4後 2 1

和歌山大学
教育学部准教授
（平成22.4）

67 兼担 准教授
ヒコジ　ケイ
彦次　佳

＜令和５年４月＞
博士（学術）

スポーツ実習Ｅ
スポーツ実習Ｍ
スポーツ実習Ｐ

1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4後

1
1
1

1
1
1

和歌山大学
教育学部准教授
（平成24.4）

68 兼担 准教授
フルイ　カツノリ

古井　克憲
＜令和５年４月＞

博士（社会福祉学） 障がい学生支援概論※ 1・2・3・4後 0.5 1
和歌山大学
教育学部准教授
（平成21.4）

69 兼担 准教授
モトムラ　メグミ
本村　めぐみ

＜令和５年４月＞
博士（生活環境学） 生活調査法 2前 2 1

和歌山大学
教育学部准教授
（平成19.4）

70 兼担 准教授
ヤマガミ　タツヤ

山神　達也
＜令和５年４月＞

博士（文学）
人文地理学
地域人口論
わかやまを学ぶ※

1・2・3・4前
2後
1・2・3・4前

2
2
0.1

1
1
1

和歌山大学
教育学部准教授
（平成23.4）

71 兼担 准教授

オカダ（オバタ）　マ
リコ

岡田（小幡）　真理子
＜令和５年４月＞

修士（経済学）※
ワーク・ライフ論※
ジェンダー論※

1・2・3・4①
1・2・3・4②

0.4
0.4

1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（平成16.4）
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72 兼担 准教授
オカハシ　ミツアキ

岡橋　充明
＜令和５年４月＞

経営学修士

工業簿記Ⅰ
工業簿記Ⅱ
原価計算論Ⅰ
原価計算論Ⅱ

2①
2③
3①
3③

1
1
1
1

1
1
1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（平成4.4）

73 兼担 准教授
サイトウ　ヒトシ

齊藤　仁
＜令和５年４月＞

博士（応用経済学）

財政学
地方財政A
地方財政B
公共政策におけるデータ分析

3前
3③
3④
3④

2
1
1
1

1
1
1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（平成31.4）

74 兼担 准教授
サンコウジ（クボタ）　ユミコ

三光寺（久保田）　由実子
＜令和５年４月＞

博士（経営学）

商業簿記Ⅰ
商業簿記Ⅱ
商業簿記Ⅲ
商業簿記Ⅳ

1前
1後
2前
2後

2
2
2
2

1
1
1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（平成24.4）

75 兼担 准教授
ズシ　ナオユキ
厨子　直之

＜令和５年４月＞
博士（経営学） 経営学 1④ 1 1

和歌山大学
経済学部准教授
（平成19.4）

76 兼担 准教授
タムラ　マサオキ

田村　正興
＜令和５年４月＞

博士（経済学）

ミクロ経済学Ⅱ
ミクロ経済学Ⅰ
経済数学
ゲーム理論

2前
1後
1前
3後

2
2
2
2

1
1
1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（令和4.4）

77 兼担 准教授
フジイ　アツシ

藤井　淳
＜令和５年４月＞

法学士

エネルギー経済学A
エネルギー経済学B
エネルギー経済学C
エネルギービジネスA
現代商社論
エネルギービジネスB
エネルギービジネスC
グローバル・エネルギー・トレンド

1④
2①
2②
2③
2②
2④
3③
1・2③

1
1
1
1
1
1
1
0.5

1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（令和4.4）

78 兼担 准教授
ホンジョウ　マミコ

本庄　麻美子
＜令和５年４月＞

修士（経営学）

アントレプレナーシップ基礎
アントレプレナーシップ発展
アントレプレナーシップ実践
ジェンダー論※
ワーク・ライフ論※

1・2・3・4②
2④
2③
1・2・3・4②
1・2・3・4①

0.3
0.3
0.3
0.1
0.2

1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（平成16.4）

79 兼担 准教授
アキモト　イクコ

秋元　郁子
＜令和５年４月＞

博士（理学） 材料科学と技術展開※ 1・2・3・4① 0.5 1
和歌山大学
システム工学部准教授
（平成12.10）

80 兼担 准教授
ウノ　カズユキ
宇野　和行

＜令和５年４月＞
博士（工学） 材料科学と技術展開※ 1・2・3・4① 0.5 1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成9.4）

81 兼担 准教授
ヒラタ　タカユキ

平田　隆行
＜令和５年４月＞

博士（工学）
わかやまを学ぶ※
事前復興まちづくり学
自然災害と防災・減災※

1・2・3・4前
1・2・3・4④
1・2・3・4後

0.1
0.5
0.1

1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成15.4）

82 兼担 准教授
ヤマモト　ユウゴ

山本　祐吾
＜令和５年４月＞

博士（工学）
地域環境システムＡ
地域環境システムＢ
自然と環境※

2①
2②
1・2・3・4②

1
1
0.1

1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成22.4）

83 兼担 准教授
タケバヤシ　ヒロシ

竹林　浩志
＜令和５年４月＞

修士（商学）※ 観光戦略論 2① 2 1
和歌山大学
観光学部准教授
（平成19.4）

84 兼担 准教授
ナガセ　セツジ
永瀬　節治

＜令和５年４月＞
博士（工学）

観光空間計画論
地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
地域学
地域協働セミナー※

3②
2②
3通
2③
2④
2①
1・2・3・4②
1・2・3・4後

2
0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
0.1
0.2

1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部准教授
（平成24.4）

85 兼担 准教授
ニシカワ　カズヒロ

西川　一弘
＜令和５年４月＞

修士（商学）

たなべフィールド演習
地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
南紀熊野の地域資源研究
自然災害と防災・減災※
地域の課題と多様な関わりを考える
地域協働セミナー※

1・2・3・4後
2②
3通
2③
2④
2①
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4②
1・2・3・4後

1
0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
1
0.1
1
0.2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
紀伊半島価値共創基幹
准教授
（平成25.4）

86 兼担 准教授
ヨシムラ　テルキ

吉村　旭輝
＜令和５年４月＞

修士（学術）

博物館資料保存論
博物館資料論
わかやまを学ぶ※
わかやま未来学
地域学
民俗芸能論
歴史の見方・考え方※

1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4前
1①
1・2・3・4②
1・2・3・4前
1・2・3・4②

1
0.5
0.5
0.1
0.1
2
0.3

1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
紀伊半島価値共創基幹
准教授
（令和3.10）

87 兼担 准教授
ミヤサダ　アキラ

宮定　章
＜令和５年４月＞

博士（工学）

災害ボランティア学
事前復興まちづくり学
わかやま未来学
自然災害と防災・減災※

1・2・3・4③
1・2・3・4④
1①
1・2・3・4後

1
0.5
0.1
0.3

1
1
1
1

和歌山大学
災害科学・レジリエン
ス共創センター特任准
教授
（令和2.11）

88 兼担 准教授
ウメダ　レイコ
梅田　礼子

＜令和５年４月＞
修士（文学）

英語Ａ
英語Ｄ

1・2・3・4前
2・3・4後

2
2

1
1

和歌山大学
クロスカル教育機構教
養・協働教育部門准教
授
（令和2.4）

89 兼担 准教授
ハシモト　ユイコ

橋本　唯子
＜令和５年４月＞

修士（文学）

「教養の森」ゼミナールA
「教養の森」ゼミナールB
「教養の森」ゼミナールC
「教養の森」ゼミナールD
博物館実習Ⅰ
博物館実習Ⅱ
博物館資料保存論
博物館資料論
博物館展示論
わかやまの先人たち
わかやま未来学
大学論
博物館概論
博物館教育論

1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4③
1・2・3・4④
3後
4通
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4通
1・2・3・4前
1①
1・2・3・4①
1・2・3・4後
1・2・3・4前

0.3
0.3
0.3
0.3
2
1
1
0.5
2
2
0.1
1
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
クロスカル教育機構教
養・協働教育部門准教
授
（平成25.9）
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90 兼担 准教授
モリ（マツヤマ） マユコ

森（松山）　麻友子
＜令和５年４月＞

修士（教育学）
障がい学生支援概論※
ジェンダー論※

1・2・3・4後
1・2・3・4②

1.1
0.1

1
1

和歌山大学
クロスカル教育機構障
がい学生支援部門准教
授
（平成29.4）

91 兼担 准教授
フジヤマ　イチロウ

藤山　一郎
＜令和５年４月＞

修士（国際関係学）※

ASEANと日本
異文化コミュニケーション共同演習A
異文化コミュニケーション共同演習B
わかやま未来学
学生生活の危機管理※
国際協力オンライン演習
国際開発論
国際協力論
多様な視点からみる現代東南アジア

1・2・3・4後
1・2・3・4前
1・2・3・4後
1①
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4②

2
2
2
0.1
0.1
2
2
2
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
日本学教育研究セン
ター准教授
（平成27.4）

92 兼担 准教授
タシロ　ユウシュウ

田代　優秋
＜令和５年４月＞

博士（工学）
アントレプレナーシップ発展
アントレプレナーシップ基礎
アントレプレナーシップ実践

2④
1・2・3・4②
2③

0.3
0.3
0.3

1
1
1

和歌山大学
産学連携イノベーショ
ンセンター特任准教授
（令和4.4）

93 兼担 准教授
ニタナイ　エイジ

似内　映之
＜令和５年４月＞

博士（工学）
研究倫理
技術者倫理

2・3・4③
2・3・4④

1
1

1
1

和歌山大学
産学連携イノベーショ
ンセンター准教授
（平成10.4）

94 兼担 講師

ケビン　キーズ　コリ
ンズ

Kevin Keyes Collins
＜令和５年４月＞

Ｐｈ．Ｄ．（アメリカ）

Survey of Pre-Modern Japanese Poetry in
Translation
Survey of Pre-Modern Japanese Prose in
Translation

1・2・3・4前

1・2・3・4後

2

2

1

1

和歌山大学
教育学部講師
（平成6.4）

95 兼担 講師
オダ　マサト
小田　将人

＜令和５年４月＞
博士（理学）

ミクロの宇宙論
囲碁から広がる教養の世界

1・2・3・4①
1・2・3・4前

1
0.7

1
1

和歌山大学
システム工学部講師
（平成19.4）

96 兼担 講師
サトウ　ユウスケ

佐藤　祐介
＜令和５年４月＞

修士（教育学）※

「教養の森」ゼミナールA
「教養の森」ゼミナールB
「教養の森」ゼミナールC
「教養の森」ゼミナールD
サイエンス論
地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
地域創業論
わかやま未来学
地域学
地域協働セミナー※
天文学※
和歌山企業トップ経営論

1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4③
1・2・3・4④
1・2・3・4①
2②
3通
2③
2④
2①
3前
1①
1・2・3・4②
1・2・3・4後
1・2・3・4①
1・2・3・4後

0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
1
0.1
0.1
0.4
0.2
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
クロスカル教育機構教
養・協働教育部門講師
（平成28.2）

97 兼担 講師
ミウラ　ヒロカズ

三浦　浩一
＜令和５年４月＞

博士（工学）

データサイエンスへの誘いＡ
データサイエンスへの誘いＢ
データサイエンス基礎
データサイエンス入門Ａ
データサイエンス入門Ｂ
データサイエンス実践
数理・データサイエンス・AI活用PBL
データサイエンス応用
人工知能演習※

1①
1②
2前
1③
1④
3①
3通
2後
3後

0.3
0.3
1
0.3
0.3
0.7
0.7
1
0.5

1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
クロスカル教育機構
データ・インテリジェ
ンス教育研究部門講師
（平成15.4）

98 兼任 講師
アオキ　ヨシヒデ

青木　義英
＜令和５年４月＞

経済学士 観光政策 1③ 2 1
せとうち観光専門職短
期大学学長
(令和3.4)

99 兼任 講師
アライ　ノブユキ

荒井　信幸
＜令和５年４月＞

MASTEROFBUSINESSADMINISTRATION
（アメリカ）

マクロ経済学Ⅰ
マクロ経済学Ⅱ

2前
3後

2
2

1
1

和歌山大学
名誉教授
（令和3.4）

100 兼任 講師
イマムラ　トシヤ

今村　俊也
＜令和５年４月＞

中学校卒 囲碁から広がる教養の世界 1・2・3・4前 0.7 1
一般社団法人関西棋院
囲碁棋士
（昭和55.3）

101 兼任 講師
ウエダ　ジュンコ

植田　淳子
＜令和５年４月＞

修士（文学） 食と農のこれからを考える 1・2・3・4後 0.7 1
和歌山大学
非常勤講師
（令和4.4）

102 兼任 講師
シマモト　ケイコ

嶋本　圭子
＜令和５年４月＞

修士（文学） 外国語としての日本語を学ぶ 1・2・3・4後 2 1
和歌山大学
非常勤講師
（令和2.4）

103 兼任 講師
タカギ　マリ
高木　麻里

＜令和５年４月＞
高等学校卒

ハングル入門
ハングル初級

1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成22.10）

104 兼任 講師
ヒョウドウ　トシキ

兵頭　俊樹
＜令和５年４月＞

文学修士 文学※ 1・2・3・4② 0.4 1
和歌山大学
非常勤講師
（令和4.6）

105 兼任 講師
ヒロオカ　ユウイチ

廣岡　裕一
＜令和５年４月＞

博士（政策科学） 旅行産業論 2② 2 1
京都外国語大学国際貢
献学部教授
（平成30.4）

106 兼任 講師
フジモト　トモナリ

藤本　智成
＜令和５年４月＞

修士（文学）
フランス語入門
フランス語初級

1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成15.4）

107 兼任 講師
ミカワ　タクミ

三河　巧
＜令和５年４月＞

修士（工学） 知的財産権※ 1・2・3・4② 0.3 1

パナソニックセミコン
ダクターソリューショ
ンズ株式会社
主幹
（平成6.4）

108 兼任 講師
ヨシジマ　ヤスノリ

吉島　保則
＜令和５年４月＞

文学士 知的財産権※ 1・2・3・4② 0.1 1

富士通株式会社
法務知的財産権本部
グローバルビジネス法
務部　シニアディレク
ター
（昭和63.4）

（注）

１　教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。

２　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出

　を行おうとする場合又は大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３　「申請に係る学部等に従事する週当たりの平均日数」の欄は，専任教員のみ記載すること。
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 専 教授
アシダ　マサヤ

芦田　昌也
＜平成28年４月＞

博士（工学）

ワーク・ライフ論※
わかやま未来学
情報処理ⅠＡ
情報処理ⅠＡ
情報処理ⅠＢ
情報処理ⅠＢ
情報処理ⅡＡ
情報処理ⅡＢ
経営数学A
経営数学B
情報システムデザインⅠ
情報システムデザインⅡ【隔年】
発展演習
専門演習
卒業研究

1・2・3・4①
1①
1・2・3・4①
1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4②
1・2・3・4③
1・2・3・4④
2・3①
2・3③
3・4②
3・4③
2④
3通
4通

0.1
0.1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成8.4）

2 専 教授
アダチ　モトヒロ

足立　基浩
＜平成28年４月＞

P.hD Economics
（英国）

基礎演習Ⅰ
政策科学（地域）※
中心市街地活性化論A
中心市街地活性化論B
政策統計解析A
政策統計解析B
発展演習
専門演習
卒業研究

1①
1③
2・3①
2・3②
2・3③
2・3④
2④
3通
4通

1
0.3
1
1
1
1
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成8.4）

3 専 教授
アベ　シュウジロウ

阿部　秀二郎
＜平成28年４月＞

経済学修士※

経済学の考え方
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
経済学史ⅠA
経済学史ⅠB【隔年】
経済思想史A
経済思想史B
経済学史Ⅱ
発展演習
専門演習
卒業研究

1・2・3・4②
1①
1③
2・3③
2・3④
2・3①
2・3②
3・4④
2④
3通
4通

1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成11.4）

4 専 教授
エンドウ　フビト

遠藤　史
＜平成28年４月＞

文学修士

わかやまを学ぶ※
わかやま未来学
英語の歴史
言語学
英語IA
英語IA
英語IB
英語IB
英語ⅡB
英語ワークショップ

1・2・3・4前
1①
1・2・3・4後
1・2・3・4②
1前
1前
1後
1後
2・3・4後
2・3後

0.1
0.1
2
1
2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（昭和63.4）

5 専 教授
オオサワ　タケシ

大澤　健
＜平成28年４月＞

博士（経済学）

社会経済学入門
市場経済論A
市場経済論B
経済原論A
経済原論B
現代グローバル経済論A【隔年】
現代グローバル経済論B【隔年】
発展演習
専門演習
卒業研究

1前
1③
1④
2・3①
2・3②
2・3①
2・3①
2④
3通
4通

2
1
1
1
1
1
1
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成7.4）

6 専 教授
カタギリ　ケン

片桐　謙
＜平成28年４月＞

博士（経済学）

マネーの経済学
外国為替論
銀行論Ⅰ
銀行論Ⅱ【隔年】
発展演習
専門演習
卒業研究

1後
2・3後
2・3前
2・3後
2④
3通
4通

2
2
2
2
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成4.4）

7 専 教授
カタヤマ　ナオコ

片山　直子
＜平成28年４月＞

博士（経済学）

基礎演習Ⅰ
所得税法A
所得税法B
法人税法A
法人税法B
消費税法A【隔年】
消費税法B【隔年】
発展演習
専門演習
卒業研究

1①
2・3③
2・3④
2・3①
2・3②
2・3①
2・3②
2④
3通
4通

1
1
1
1
1
1
1

 1
 3
 4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

 1

和歌山大学
経済学部教授
（平成24.4）

別記様式第３号（その２の１）

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

年齢

月額
基本給
（千
円）

（経済学部経済学科）

教 員 の 氏 名 等

調書
番号

担当授業科目の名称職位
現　職

（就任年月）
専任等
区分

保有
学位等

申請に係る
大学等の職
務に従事す

る
週当たり平
均 日 数

配 当
年 次

-教員名簿-9-



8 専 教授

カナガワ（オオナカ）
メグミ

金川（大中） めぐみ
＜平成28年４月＞

博士（法学）

ワーク・ライフ論※
ジェンダー論※
学生生活の危機管理※
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
政策科学（公共）
法律学概論A
法律学概論B
社会保険法A【隔年】
社会保険法B【隔年】
社会保障法総論A
社会保障法総論B
社会福祉法A
社会福祉法B
労働法A【隔年】
労働法B【隔年】
公的扶助法
発展演習
専門演習
卒業研究

1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4後
1①
1③
1④
1①
1②
2・3①
2・3②
2・3①
2・3②
2・3③
2・3④
2・3①
2・3②
3・4④
2④
3通
4通

0.1
0.2
0.1
1
1
0.3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
4

 1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成13.4）

9 専 教授
カナザワ　タカアキ

金澤　孝彰
＜平成28年４月＞

経済学修士※

学生生活の危機管理※
国際化時代の文化と思想※
ワールドエコノミーA
ワールドエコノミーB
開発経済学A
開発経済学B
現代中国経済論A（総論）【隔年】
現代中国経済論B（各論）【隔年】
東アジア経済発展論A
東アジア経済発展論B
発展演習
専門演習
卒業研究

1・2・3・4後
1・2・3・4後
1③
1④
2・3①
2・3②
3・4③
3・4④
3・4①
3・4②
2④
3通
4通

1.2
0.1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成5.4）

10 専 教授
サイトウ　クミコ

齊藤　久美子
＜平成28年４月＞

経済学修士

会計学A
会計学B
会計学C
会計学D
企業データ分析
会計学原理Ⅰ
会計学原理Ⅱ
発展演習
専門演習
卒業研究

2・3①
2・3②
2・3③
2・3④
2・3③
3・4②
3・4③
2④
3通
4通

1
1
1
1
1
1
1
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（昭和63.4）

11 専 教授
タカオカ　ノブユキ

高岡　伸行
＜平成28年４月＞

博士（経済学）

経営管理論A
経営管理論B
イノベーションマネジメントA
イノベーションマネジメントB
ソーシャルビジネス論A
ソーシャルビジネス論B
発展演習
専門演習
卒業研究

2・3①
2・3②
3・4①
3・4②
3・4③
3・4④
2④
3通
4通

1
1
1
1
1
1
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成18.4）

12 専 教授
ダンノ　マサヒロ

團野　正浩
＜平成28年７月＞

経済学士

租税法概論A
租税法概論B
発展演習
専門演習
卒業研究

2・3①
2・3②
2④
3通
4通

1
1
1
3
4

1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（令和3.7）

13 専 教授
ツジモト　カツヒサ

辻本　勝久
＜平成28年４月＞

博士（学術）

政策科学（地域）※
交通システム論A
交通システム論B
国際物流論A【隔年】
国際物流論B【隔年】
交通政策A
交通政策B
交通まちづくり調査研究
発展演習
専門演習
卒業研究

1③
2・3①
2・3②
2・3③
2・3④
3・4③
3・4④
2・3後
2④
3通
4通

0.3
1
1
1
1
1
1
2
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成13.4）

14 専 教授
ナガヒロ　トシタカ

長廣　利崇
＜平成28年４月＞

博士（経済学）

歴史の見方・考え方※
わかやまを学ぶ※
基礎演習Ⅰ
経済史総論A
経済史総論B
日本経済史A
日本経済史B
経営史
インターンシップA
インターンシップB
インターンシップC
インターンシップD
発展演習
専門演習
卒業研究

1・2・3・4②
1・2・3・4前
1①
1③
1④
2・3③
2・3④
2・3②
2・3通
2・3通
2・3通
2・3通
2④
3通
4通

0.5
0.1
1
1
1
1
1
1
1
2
3
4
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成18.4）

-教員名簿-10-



15 専 教授
フジナガ　ヒロシ

藤永　博
＜平成28年４月＞

Master of
Science（米
国）※

わかやま未来学
わかやま沿岸域の環境問題を考える
論理的な文章の書き方
パラグラフ・ライティング
健康とスポーツの生理学的基礎【隔年】
健康とスポーツの心理学的基礎【隔年】
ジェンダー論※
ワーク・ライフ論※
囲碁から広がる教養の世界
現代社会におけるリーダーシップ※
スポーツ実習Ａ
スポーツ実習Ｃ
スポーツ実習Ｇ
スポーツ実習Ｉ
スポーツ実習Ｋ
スポーツ実習Ｏ

1①
1・2・3・4②
1・2・3・4③
1・2・3・4④
1・2・3・4③
1・2・3・4④
1・2・3・4②
1・2・3・4①
1・2・3・4前
1・2・3・4②
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4後

0.1
1
1
1
1
1
0.1
0.1
0.7
0.3
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成3.4）

16 専 教授
マキノ　シンヤ

牧野　真也
＜平成28年４月＞

工学修士

システムと情報A
システムと情報B
IT基礎【隔年】
ネットワーク分析【隔年】
ビジネス情報処理A
ビジネス情報処理B

1③
1④
2・3③
2・3④
2・3①
2・3③

1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成3.4）

17 専 教授

マグレビ ナビル ベン
モハッメド

Maghrebi Nabil Ben
Mohamed

＜平成28年４月＞

博士（経済学）

国際化時代の文化と思想※
Foundations of Finance
International Financial MarketsA
International Financial MarketsB
Japanese Finance and Economy
発展演習
専門演習
卒業研究

1・2・3・4後
2・3後
2・3①
2・3②
3・4前
2④
3通
4通

0.1
2
1
1
2
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成8.4）

18 専 教授
モリグチ　ヨシキ

森口　佳樹
＜平成28年４月＞

法学修士※

日本国憲法
人権総論
人権各論A
人権各論B
人権各論C
行政作用法A
行政作用法B
行政作用法C
行政法総論
発展演習
専門演習
卒業研究

1・2・3・4前
1③
1④
2・3①
2・3②
3・4③
3・4④
3・4②
3・4①
2④
3通
4通

2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成4.4）

19 専 教授
ヨシダ　マサアキ

吉田　雅章
＜平成28年４月＞

法学修士

学生生活の危機管理※
民法〔総則〕A
民法〔総則〕B
民法〔債権総論〕A
民法〔債権総論〕B
民法〔物権〕A
民法〔物権〕B
民法〔債権各論〕A【隔年】
民法〔債権各論〕B【隔年】
民法〔親族・相続〕A
民法〔親族・相続〕B

1・2・3・4後
1③
1④
2・3①
2・3②
2・3①
2・3②
2・3③
2・3④
2・3③
2・3④

0.1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成1.4）

20 専 教授
リュウ　ドウヒョン

柳 到亨
＜平成28年４月＞

博士（商学）

基礎演習Ⅰ
マーケティング論
商品企画論
流通システム論A
流通システム論B
コーオプ演習Ⅰ
コーオプ演習Ⅱ
コーオプ演習Ⅲ
コーオプ演習Ⅳ
発展演習
専門演習
卒業研究

1①
2・3前
2・3後
3・4③
3・4④
2・3前
2・3後
2・3前
2・3後
2④
3通
4通

1
2
2
1
1
1
1
1
1
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成21.4）

21 専 准教授
イワタ　ヒデアキ

岩田　英朗
＜平成28年４月＞

情報科学修士

プログラミング
情報マネジメントⅠ
情報マネジメントⅡ
データベース
情報処理技術問題演習
現代社会実践論－キャリアと公務－
発展演習
専門演習
卒業研究

2・3前
2・3②
2・3③
2・3①
2・3後
2・3後
2④
3通
4通

2
1
1
1
2
1
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（平成7.4）

-教員名簿-11-



22 専 准教授

オカダ（オバタ)　マリ
コ

岡田（小幡） 真理子
＜平成28年４月＞

修士（経済学）
※

ワーク・ライフ論※
ジェンダー論※
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
政策科学（公共）※
社会保障論(社会保険)【隔年】
社会保障論(社会福祉)【隔年】
労働経済論(労働市場)
労働経済論(雇用システム)
社会政策（概論）
社会政策（雇用と労働）【隔年】
社会政策(社会保障)【隔年】
ECユニット演習ⅠA
ECユニット演習ⅠB
ECユニット演習ⅡA
ECユニット演習ⅡB
発展演習
専門演習
卒業研究

1・2・3・4①
1・2・3・4②
1①
1③
1④
2・3①
2・3②
2・3①
2・3②
2・3③
2・3④
2・3④
2①
2②
2③
2④
2④
3通
4通

0.4
0.4
1
1
0.4
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（平成16.4）

23 専 准教授
オカハシ　ミツアキ

岡橋　充明
＜平成28年４月＞

経済学修士

原価計算論Ⅰ
原価計算論Ⅱ
工業簿記Ⅰ
工業簿記Ⅱ
原価計算論Ⅲ
原価計算論Ⅳ
工業簿記Ⅲ
工業簿記Ⅳ
発展演習
専門演習
卒業研究

2・3①
2・3③
2・3①
2・3③
3・4②
3・4④
3・4②
3・4④
2④
3通
4通

1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（平成4.4）

24 専 准教授
オカベ（カモト）ミサ
岡部（嘉本）　美砂
＜平成28年４月＞

博士（経済学）

経済学入門A
経済学入門B
International EconomicsA
International EconomicsB
国際貿易論A
国際貿易論B
国際金融論A
国際金融論B
発展演習
専門演習
卒業研究

1①
1②
2・3③
2・3④
2・3①
2・3②
2・3③
2・3④
2④
3通
4通

1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（平成20.4）

25 専 准教授

キヨヒロ（フジキ）
マサコ

清弘（藤木）　正子
＜平成28年４月＞

博士（国際公共
政策）

基礎演習Ⅰ
商法総則【隔年】
商行為法【隔年】
会社法各論〔株式等〕A
会社法各論〔株式等〕B
会社法各論〔機関等〕A
会社法各論〔機関等〕B【隔年】
会社法各論[設立]
会社法各論[組織再編]
会社法総論
発展演習
専門演習
卒業研究

1①
2・3①
2・3②
2・3③
2・3④
2・3②
2・3②
2・3①
2・3②
2①
2④
3通
4通

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（平成11.4）

26 専 准教授
サイトウ　ヒトシ

齊藤　仁
＜平成31年４月＞

博士（応用経済
学）

基礎演習Ⅰ
政策科学（公共）※
財政学
財政政策総論Ⅰ
財政政策総論Ⅱ
地方財政A
地方財政B
発展演習
専門演習
卒業研究

1①
1④
2・3前
2・3②
2・3③
2・3③
2・3④
2④
3通
4通

1
0.3
2
1
1
1
1
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（平成31.4）

27 専 准教授

サンコウジ（クボタ）
ユミコ

三光寺（久保田） 由実
子

＜平成28年４月＞

博士（経営学）

商業簿記Ⅰ
商業簿記Ⅱ
商業簿記Ⅲ
商業簿記Ⅳ
発展演習
専門演習
卒業研究

1前
1後
2・3前
2・3後
2④
3通
4通

2
2
2
2
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（平成24.4）

28 専 准教授
ズシ　ナオユキ

厨子　直之
＜平成28年４月＞

博士（経営学）

基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
経営学
組織行動論A
組織行動論B
人的資源管理論A
人的資源管理論B【隔年】
経営学問題演習A
経営学問題演習B
発展演習
専門演習
卒業研究

1①
1③
1④
2・3①
2・3②
2・3①
2・3②
2③
2④
2④
3通
4通

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（平成19.4）

-教員名簿-12-



29 専 准教授
タカタ　コウ

高田　公
＜平成28年４月＞

博士（経済学）

基礎演習Ⅰ
EU経済論A
EU経済論B
比較経済体制論A
比較経済体制論B
ロシア・東欧経済論A
ロシア・東欧経済論B
発展演習
専門演習
卒業研究

1①
2・3①
2・3②
3・4③
3・4④
3・4①
3・4③
2④
3通
4通

1
1
1
1
1
1
1
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（平成24.4）

30 専 准教授
タカミ　ナオキ

高見　直樹
＜平成28年４月＞

博士（経営学）

基礎演習Ⅰ
日本的経営論A
日本的経営論B
企業倫理論A
企業倫理論B
経営学史
発展演習
専門演習
卒業研究

1①
2・3①
2・3②
3・4①
3・4②
3・4後
2④
3通
4通

1
1
1
1
1
2
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（平成17.4）

31 専 准教授
タムラ　マサオキ

田村　正興
＜令和４年４月＞

博士（経済学）

経済数学
ミクロ経済学Ⅰ
ミクロ経済学Ⅱ
ゲーム理論
発展演習
専門演習
卒業研究

1前
1後
2前
2・3後
2④
3通
4通

2
2
2
2
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（令和3.4）

32 専 准教授

ホンジョウ（カイト
ウ） マミコ

本庄（皆藤）　麻美子
＜平成28年４月＞

修士（経営学）

ワーク・ライフ論※
ジェンダー論※
アントレプレナーシップ基礎
アントレプレナーシップ発展
アントレプレナーシップ実践
キャリア・デザイン入門Ⅰ
キャリア・デザイン入門Ⅱ
現代社会実践論－キャリアと公務－
ビジネス・キャリア演習Ⅰ
ビジネス・キャリア演習Ⅱ
発展演習
専門演習
卒業研究

1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4②
1・2・3・4④
1・2・3・4③
1②
1④
2・3後
3①
3③
2④
3通
4通

0.2
0.1
0.3
0.3
0.3
1
1
1
1
1
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（平成16.4）

33 専 准教授
フジイ　アツシ

藤井　淳
＜令和４年４月＞

法学士

グローバル・エネルギー・トレンド※
エネルギー経済学A
エネルギー経済学B
エネルギー経済学C
エネルギービジネスA
エネルギービジネスB
エネルギービジネスC
エネルギービジネスD
発展演習
専門演習
卒業研究

1・2③
2・3④
2・3①
2・3②
2・3③
2・3④
2・3③
2・3④
2④
3通
4通

0.5
1
1
1
1
1
1
1
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（令和4.4）

34 専 准教授
フジキ　タケヤス

藤木　剛康
＜平成28年４月＞

経済学修士

基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
国際関係論A
国際関係論B
経済政策総論A
経済政策総論B
現代のアメリカ経済政策A【隔年】
現代のアメリカ経済政策B【隔年】
通商政策A【隔年】
通商政策B【隔年】
発展演習
専門演習
卒業研究

1①
1③
2・3③
2・3④
2・3①
2・3②
2・3①
2・3②
2・3①
2・3②
2④
3通
4通

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（平成8.4）

35 専 准教授
フジタ　カズフミ

藤田　和史
＜平成28年４月＞

博士（理学）

わかやま未来学
地域学
わかやまを学ぶ※
地域協働セミナー※
地域協働演習基礎
地域協働演習A
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習Adv.
政策科学（地域）※
経済地誌A【隔年】
経済地誌B【隔年】
地域環境論A【隔年】
地域環境論B【隔年】
アグリビジネス論A
地域産業論A
地域産業論B
地域調査研究(留学)
地域分析実験演習A
地域分析実験演習B
発展演習
専門演習
卒業研究

1①
1・2・3・4②
1・2・3・4前
1・2・3・4後
2①
2②
2③
2④
3通
1③
2・3③
2・3④
2・3①
2・3①
2・3①
3・4①
3・4②
2後
2・3③
2・3④
2④
3通
4通

0.1
0.5
0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
0.1
0.2
0.4
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（平成23.4）
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36 専 准教授
フジワラ　ノブヤ

藤原　靖也
＜平成31年４月＞

博士（経営学）

基礎演習Ⅰ
管理会計論A
管理会計論B
管理会計論C
管理会計論D
監査論Ⅰ
監査論Ⅱ
発展演習
専門演習
卒業研究

1①
2・3①
2・3②
2・3③
2・3④
3・4②
3・4③
2④
3通
4通

1
1
1
1
1
1
1
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（平成31.4）

37 専 准教授
ヤマダ　ケイイチ

山田　恵一
＜平成28年４月＞

博士（工学）

基礎演習Ⅰ
財務会計論A
財務会計論B
財務会計論C
財務会計論D
財務会計論E
財務会計論F
発展演習
専門演習
卒業研究

1①
2・3①
2・3②
2・3③
2・3④
2・3③
2・3④
2④
3通
4通

1
1
1
1
1
1
1
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（平成22.4）

38 専 講師

ウエノ（トミナガ） ミ
サキ

上野（冨永）　美咲
＜平成28年４月＞

博士（経済学）

基礎演習Ⅰ
都市政策
地域政策A
地域政策B
公益事業論A
公益事業論B

1①
2・3前
2・3③
2・3④
3・4①
3・4②

1
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部講師
（平成31.4）

39 兼担 教授
アキヤマ　ヒロアキ

秋山　演亮
＜平成28年４月＞

博士（理学）

地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
わかやま未来学
宇宙開発論
地域協働セミナー※
天文学※

2②
3通
2③
2④
2①
1①
1・2・3・4①
1・2・3・4後
1・2・3・4①

0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
0.1
1
0.3
0.2

1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
クロスカル教育機構教
養・協働教育部門教授
（平成27.1）

40 兼担 教授
ウチオ　フミタカ

内尾　文隆
＜平成28年４月＞

博士（工学） 学生生活の危機管理※ 1・2・3・4後 0.1 1
和歌山大学学術情報セ
ンター教授
（平成2.4）

41 兼担 教授
ウチダ　ミドリ
内田　みどり

＜平成28年４月＞
法学修士※

教養としての政治学【隔年】
国際化時代の文化と思想※
社会科学方法論【隔年】

1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4前

2
1.3
2

1
1
1

和歌山大学
教育学部教授
（平成9.10）

42 兼担 教授
エグサ　ノブユキ

江種　伸之
＜平成28年４月＞

博士（工学） 災害科学※ 1・2・3・4② 0.3 1
和歌山大学
システム工学部教授
（平成8.4）

43 兼担 教授
エシタ　タカシ

惠下　隆
＜平成30年４月＞

工学博士

和歌山企業トップ経営論
知的財産権※
アントレプレナーシップ基礎
アントレプレナーシップ実践
アントレプレナーシップ発展

1・2・3・4後
1・2・3・4②
1・2・3・4②
1・2・3・4③
1・2・3・4④

1
0.6
0.3
0.3
0.3

1
1
1
1
1

和歌山大学理事
（平成29.12）

44 兼担 教授
オオウラ　ユミ

大浦　由美
＜平成28年４月＞

博士（農学）

サイエンス論
食と農のこれからを考える
地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
地域学
地域協働セミナー※

1・2・3・4①
1・2・3・4後
2②
3通
2③
2④
2①
1・2・3・4②
1・2・3・4後

0.3
0.7
0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
0.1
0.2

1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部教授
（平成19.4）

45 兼担 教授
オカザキ　ユタカ

岡崎　裕
＜平成28年４月＞

教育学修士 消費者市民と社会 1・2・3・4後 2 1
和歌山大学大学院
教育学研究科教授
（平成27.4）

46 兼担 教授
オガワ　ケンイチ

小河　健一
＜令和３年４月＞

博士（医学）
学生生活の危機管理※
自然災害と防災・減災※
障がい学生支援概論※

1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4後

0.1
0.1
0.4

1
1
1

和歌山大学
保健センター教授
（令和3.4）

47 兼担 教授
オキュウド　マサミ

尾久土　正己
＜平成28年４月＞

博士（学術）

「教養の森」ゼミナールA
「教養の森」ゼミナールB
「教養の森」ゼミナールC
「教養の森」ゼミナールD
天文学※
地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
博物館資料論
博物館経営論
博物館情報・メディア論

1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4③
1・2・3・4④
1・2・3・4①
2②
3通
2③
2④
2①
1・2・3・4後
1・2・3・4通
1・2・3・4通

0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
0.5
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部教授
（平成15.8）
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48 兼担 教授
キシガミ　ミツヨシ

岸上　光克
＜平成28年４月＞

博士（農学）

食と農のこれからを考える
地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
地域創業論
南紀熊野の地域資源研究
わかやまを学ぶ※
わかやま未来学
食農学
地域協働セミナー※
食料経済A（需給動向）
食料経済B（流通実態）
農業政策A（農業政策の展開）
農業政策B（品目別農業政策）
アグリビジネス論B
発展演習
専門演習
卒業研究

1・2・3・4後
2②
3通
2③
2④
2①
3前
1・2・3・4後
1・2・3・4前
1①
1・2・3・4②
1・2・3・4後
2・3①
2・3②
2・3③
2・3④
2・3②
2④
3通
4通

0.7
0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
1
1
0.1
0.1
1
0.2
1
1
1
1
1
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
食農総合研究教育セン
ター教授
（平成28.4）

49 兼担 教授
キタムラ　モトナリ

北村　元成
＜平成28年４月＞

修士（デザイン
学）

観光と色彩 1・2・3・4前 2 1
和歌山大学
観光学部教授
（平成10.1）

50 兼担 教授
コガ　ツネノリ

古賀　庸憲
＜平成28年４月＞

理学修士 わかやまを学ぶ※ 1・2・3・4前 0.1 1
和歌山大学
教育学部教授
（平成12.4）

51 兼担 教授
コノマツ　マサヒコ

此松　昌彦
＜平成28年４月＞

博士（理学）

自然災害と防災・減災※
地球科学
災害科学※
博物館資料論
学生生活の危機管理※

1・2・3・4後
1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4後
1・2・3・4後

1.2
1
0.8
0.5
0.1

1
1
1
1
1

和歌山大学
教育学部教授
（平成11.4）

52 兼担 教授
サカマ　チアキ

坂間　千秋
＜平成28年４月＞

博士（工学） 論理的思考 1・2・3・4後 2 1
和歌山大学
システム工学部教授
（平成7.4）

53 兼担 教授
タケウチ　テツジ

竹内　哲治
＜令和３年４月＞

博士（経済学）

グローバル・エネルギー・トレンド
統計学入門A
統計学入門B
経済統計学A
経済統計学B
経済統計学C
計量経済学入門A
計量経済学入門B
コーポレートファイナンスA（資金調達）
コーポレートファイナンスB（配当・M＆A）
発展演習
専門演習
卒業研究

1・2③
1③
1④
2・3①
2・3③
2・3④
2・3③
2・3④
3・4①
3・4②
2④
3通
4通

0.5
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成9.4）

54 兼担 教授
タケダ　アキヒロ

竹田　明弘
＜平成28年４月＞

修士（経営学）
※

サービスマネジメント論
ホスピタリティ論

2③
2④

2
2

1
1

和歌山大学
観光学部准教授
（平成19.4）

55 兼担 教授
タケバヤシ　ハジメ

竹林　明
＜平成28年４月＞

経営学修士※ 現代社会におけるリーダーシップ※ 1・2・3・4② 0.8 1
和歌山大学
観光学部教授
（平成9.4）

56 兼担 教授
チダ　マヤ
千田　まや

＜平成28年４月＞
文学修士

ドイツの歴史と文化
ドイツ語初級
ドイツ語中級Ａ
ドイツ語中級Ｂ
ドイツ語入門
わかやま未来学
国際化時代の文化と思想※
文学※

1・2・3・4後
1・2・3・4後
2・3・4前
2・3・4後
1・2・3・4前
1①
1・2・3・4後
1・2・3・4②

2
2
2
2
2
0.1
0.3
0.6

1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
クロスカル教育機構教
養・協働教育部門教授
（昭和62.9）

57 兼担 教授
ツカダ　コウジ

塚田　晃司
＜平成28年４月＞

博士（工学） 自然災害と防災・減災※ 1・2・3・4後 0.1 1
和歌山大学
システム工学部教授
（平成15.10）

58 兼担 教授
トミタ　アキヒコ

富田　晃彦
＜平成28年４月＞

博士（理学）
わかやまを学ぶ※
天文学※

1・2・3・4前
1・2・3・4①

0.1
0.3

1
1

和歌山大学大学院
教育学研究科教授
（平成9.4）

59 兼担 教授
ナカシマ　アツシ

中島　敦司
＜平成28年４月＞

博士（学術）
自然と環境※
森林環境学

1・2・3・4②
2③

0.8
2

1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成8.4）
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60 兼担 教授
ナガトモ　アヤコ

長友　文子
＜平成28年４月＞

教育学修士

日本語文章の書き方
日本語中級C
日本語中級L
日本語中級M
日本語上級Ａ
日本語上級K
日本事情
日本語日本文化研究A
日本語日本文化研究K

1・2・3・4②
1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4後

1
2
2
2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
日本学教育研究セン
ター教授
（平成6.4）

61 兼担 教授
ヒガシ　エツコ

東　悦子
＜平成28年４月＞

教育学修士
わかやまを学ぶ※
歴史の見方・考え方※

1・2・3・4前
1・2・3・4②

0.1
0.1

1
1

和歌山大学
観光学部教授
（平成15.8）

62 兼担 教授

マツダ（コバヤシ）
ノリユキ

松田(小林)　憲幸
＜平成28年４月＞

博士（工学）
人工知能の初歩
人工知能概論※

2①
2②

1
0.9

1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成12.4）

63 兼担 教授
ミシナ　ヒデノリ

三品　英憲
＜平成28年４月＞

博士（史学）
国際化時代の文化と思想※
歴史の見方・考え方※
近現代のアジア史

1・2・3・4後
1・2・3・4②
2・3後

0.1
0.1
2

1
1
1

和歌山大学
教育学部教授
（平成20.4）

64 兼担 教授
ミツダ　ナルキ

満田　成紀
＜平成28年４月＞

博士（工学）
サイエンス論
地域学

1・2・3・4①
1・2・3・4②

0.3
0.1

1
1

和歌山大学戦略情報室
教授
（平成8.4）

65 兼担 教授
ミヤガワ　トモコ

宮川　智子
＜平成28年４月＞

博士（学術）

地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
地域学
地域協働セミナー※

2②
3通
2③
2④
2①
1・2・3・4②
1・2・3・4後

0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
0.1
0.3

1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成17.4）

66 兼担 教授
ムラタ　ヨリノブ

村田　頼信
＜平成28年４月＞

博士（工学） ロボット学 1・2・3・4② 1 1
和歌山大学
システム工学部教授
（平成8.4）

67 兼担 教授
ヨシダ　ミチヨ

吉田　道代
＜平成28年４月＞

Ｐｈ．Ｄ．
（オーストラリ
ア）

わかやまを学ぶ※ 1・2・3・4前 0.1 1
和歌山大学
観光学部教授
（平成26.4）

68 兼担 教授
ヨシノ　タカシ

吉野　孝
＜平成28年４月＞

博士（情報科
学）

データサイエンスへの誘いＡ
データサイエンスへの誘いＢ
データサイエンス入門Ａ
データサイエンス入門Ｂ
データサイエンス実践
数理・データサイエンス・AI活用PBL

1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4③
1・2・3・4④
3①
2・3・4通

0.3
0.3
0.3
0.3
0.7
0.7

1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成13.3）

69 兼担 教授
ヨネザワ　ヨシフミ

米澤　好史
＜平成28年４月＞

文学修士
記憶力と認知力
心理学概論

1・2・3・4後
1・2・3・4前

2
2

1
1

和歌山大学
教育学部教授
（昭和63.4）

70 兼担 准教授
アキモト　イクコ

秋元　郁子
＜平成28年４月＞

博士（理学） 材料科学と技術展開※ 1・2・3・4① 0.5 1
和歌山大学
システム工学部准教授
（平成12.10）

71 兼担 准教授
アラキ　リョウイチ

荒木　良一
＜平成28年４月＞

博士（環境科
学）

わかやまを学ぶ※
自然と環境※

1・2・3・4前
1・2・3・4②

0.1
0.1

1
1

和歌山大学
教育学部准教授
（平成28.4）

72 兼担 准教授
ウノ　カズユキ

宇野　和行
＜平成28年４月＞

博士（工学） 材料科学と技術展開※ 1・2・3・4① 0.5 1
和歌山大学
システム工学部准教授
（平成9.4）

73 兼担 准教授
オゼキ　アヤコ

小関　彩子
＜平成28年４月＞

博士（人間・環
境学）

哲学
生と死を考える
倫理学
宗教学

1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4②
1・2・3・4②

1
1
1
1

1
1
1
1

和歌山大学
教育学部准教授
（平成15.10）

74 兼担 准教授
カタフチ　ミホコ

片渕　美穂子
＜平成28年４月＞

博士（体育科
学）

スポーツ実習Ｈ 1・2・3・4前 1 1
和歌山大学
教育学部准教授
（平成11.4）

75 兼担 准教授

コシノ（ナツボリ）
シヨウジ

越野（夏堀）　章史
＜平成28年４月＞

修士（教育学）
※

現代日本の教育課題
近代日本の教育課題

1・2・3・4②
1・2・3・4①

1
1

1
1

和歌山大学
教育学部准教授
（平成15.10）
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76 兼担 准教授
サクマ　ヤストミ

佐久間　康富
＜平成29年４月＞

博士（工学）

地域協働演習A
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習Adv.
地域協働演習基礎
地域協働セミナー※

2②
2③
2④
3通
2①
1・2・3・4後

0.1
0.1
0.1
0.2
0.1
0.2

1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成29.4）

77 兼担 准教授
ソガ　マサト
曽我　真人

＜平成28年４月＞
博士（工学） 世界の情報通信研究を知る 1・2・3・4後 1 1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成5.4）

78 兼担 准教授
タシロ　ユウシュウ

田代　優秋
＜令和４年４月＞

博士（工学）
アントレプレナーシップ発展
アントレプレナーシップ基礎
アントレプレナーシップ実践

1・2・3・4④
1・2・3・4②
1・2・3・4③

0.3
0.3
0.3

1
1
1

和歌山大学
産学連携イノベーショ
ンセンター特任准教授
（令和4.4）

79 兼担 准教授
タニグチ　トモミ

谷口　知美
＜平成28年４月＞

修士（教育学） 教育学総論 1・2・3・4後 2 1
和歌山大学
教育学部准教授
（平成22.4）

80 兼担 准教授
ナガセ　セツジ

永瀬　節治
＜平成28年４月＞

博士（工学）

地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
地域学
地域協働セミナー※

2②
3通
2③
2④
2①
1・2・3・4②
1・2・3・4後

0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
0.1
0.2

1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部准教授
（平成24.4）

81 兼担 准教授
ニシカワ　カズヒロ

西川　一弘
＜平成28年４月＞

修士（商学）

たなべフィールド演習
地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
南紀熊野の地域資源研究
自然災害と防災・減災※
地域の課題と多様な関わりを考える
地域協働セミナー※
コミュニティ交通論【隔年】
地域防災論

1・2・3・4後
2②
3通
2③
2④
2①
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4②
1・2・3・4後
3・4前
3・4後

1
0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
1
0.1
1
0.2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
紀伊半島価値共創基幹
准教授
（平成25.4）

82 兼担 准教授
ニタナイ　エイジ

似内　映之
＜平成28年４月＞

博士（工学）
研究倫理
技術者倫理

2・3・4③
2・3・4④

1
1

1
1

和歌山大学
産学連携イノベーショ
ンセンター准教授
（平成10.4）

83 兼担 准教授
ノリサダ　ユリコ

則定　百合子
＜平成28年４月＞

博士（学術） 心理学総論 1・2・3・4後 2 1
和歌山大学
教育学部准教授
（平成22.4）

84 兼担 准教授
ハシモト　ユイコ

橋本　唯子
＜平成28年４月＞

修士（文学）

「教養の森」ゼミナールA
「教養の森」ゼミナールB
「教養の森」ゼミナールC
「教養の森」ゼミナールD
博物館実習Ⅰ
博物館実習Ⅱ
博物館資料保存論
博物館資料論
博物館展示論
わかやまの先人たち
わかやま未来学
大学論
博物館概論
博物館教育論

1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4③
1・2・3・4④
3後
4通
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4通
1・2・3・4前
1①
1・2・3・4①
1・2・3・4後
1・2・3・4前

0.3
0.3
0.3
0.3
2
1
1
0.5
2
2
0.1
1
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
クロスカル教育機構教
養・協働教育部門准教
授
（平成25.9）

85 兼担 准教授
ヒコジ　ケイ

彦次　佳
＜平成28年４月＞

博士（学術）
スポーツ実習Ｅ
スポーツ実習Ｍ
スポーツ実習Ｐ

1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4後

1
1
1

1
1
1

和歌山大学
教育学部准教授
（平成24.4）

86 兼担 准教授
ヒラタ　タカユキ

平田　隆行
＜平成28年４月＞

博士（工学）
わかやまを学ぶ※
事前復興まちづくり学
自然災害と防災・減災※

1・2・3・4前
1・2・3・4④
1・2・3・4後

0.1
0.5
0.1

1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成15.4）

87 兼担 准教授
フジヤマ　イチロウ

藤山　一郎
＜平成28年４月＞

修士（国際関係
学）※

ASEANと日本
異文化コミュニケーション共同演習A
異文化コミュニケーション共同演習B
わかやま未来学
学生生活の危機管理※
国際協力オンライン演習
国際開発論
国際協力論
多様な視点からみる現代東南アジア

1・2・3・4後
1・2・3・4前
1・2・3・4後
1①
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4②

2
2
2
0.1
0.1
2
2
2
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
日本学教育研究セン
ター准教授
（平成27.4）

88 兼担 准教授
フルイ　カツノリ

古井　克憲
＜平成28年４月＞

博士（社会福祉
学）

障がい学生支援概論※ 1・2・3・4後 0.5 1
和歌山大学
教育学部准教授
（平成21.4）
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89 兼担 准教授
ミヤサダ　アキラ

宮定　章
＜令和２年４月＞

博士（工学）

災害ボランティア学
事前復興まちづくり学
わかやま未来学
自然災害と防災・減災※

1・2・3・4③
1・2・3・4④
1①
1・2・3・4後

1
0.5
0.1
0.3

1
1
1
1

和歌山大学
災害科学・レジリエン
ス共創センター特任准
教授
（令和2.11）

90 兼担 准教授
モリ（マツヤマ） マユコ

森（松山）　麻友子
＜平成29年４月＞

修士（教育学）
障がい学生支援概論※
ジェンダー論※

1・2・3・4後
1・2・3・4②

1.1
0.1

1
1

和歌山大学
クロスカル教育機構障
がい学生支援部門准教
授
（平成29.4）

91 兼担 准教授
ヤマガミ　タツヤ

山神　達也
＜平成28年４月＞

博士（文学）
人文地理学
わかやまを学ぶ※
地域人口論

1・2・3・4前
1・2・3・4前
2・3後

2
0.1
2

1
1
1

和歌山大学
教育学部准教授
（平成23.4）

92 兼担 准教授
ヤマモト　ユウゴ

山本　祐吾
＜平成28年４月＞

博士（工学） 自然と環境※ 1・2・3・4② 0.1 1
和歌山大学
システム工学部准教授
（平成22.4）

93 兼担 准教授
ヨシムラ　テルキ

吉村　旭輝
＜令和４年４月＞

修士（学術）

博物館資料保存論
博物館資料論
わかやまを学ぶ※
わかやま未来学
地域学
民俗芸能論
歴史の見方・考え方※

1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4前
1①
1・2・3・4②
1・2・3・4前
1・2・3・4②

1
0.5
0.5
0.1
0.1
2
0.3

1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
紀伊半島価値共創基幹
准教授
（令和3.10）

94 兼担 講師
オダ　マサト
小田　将人

＜平成28年４月＞
博士（理学）

ミクロの宇宙論
囲碁から広がる教養の世界

1・2・3・4①
1・2・3・4前

1
0.7

1
1

和歌山大学
システム工学部講師
（平成19.4）

95 兼担 講師

ケビン　キーズ　コリ
ンズ

Kevin Keyes Collins
＜平成28年４月＞

Ｐｈ．Ｄ．（ア
メリカ）

Survey of Pre-Modern Japanese Poetry in
Translation
Survey of Pre-Modern Japanese Prose in
Translation
英語IC
英語ID
英語ID
英語ID

1・2・3・4前

1・2・3・4後

1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4後

2

2

2
2
2
2

1

1

1
1
1
1

和歌山大学
教育学部講師
（平成6.4）

96 兼担 講師
サトウ　ユウスケ

佐藤　祐介
＜平成28年４月＞

修士（教育学）
※

「教養の森」ゼミナールA
「教養の森」ゼミナールB
「教養の森」ゼミナールC
「教養の森」ゼミナールD
サイエンス論
地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
地域創業論
わかやま未来学
地域学
地域協働セミナー※
天文学※
和歌山企業トップ経営論

1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4③
1・2・3・4④
1・2・3・4①
2②
3通
2③
2④
2①
3前
1①
1・2・3・4②
1・2・3・4後
1・2・3・4①
1・2・3・4後

0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
1
0.1
0.1
0.4
0.2
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
クロスカル教育機構教
養・協働教育部門講師
（平成28.2）

97 兼担 講師
ニシムラ　リュウイチ

西村　竜一
＜平成28年４月＞

博士（工学）

世界の情報通信研究を知る
データサイエンス応用
自主演習A
自主演習B
自主演習C
自主演習D
自主演習E
自主演習F
自主演習G
自主演習H
データサイエンスへの誘いＡ
データサイエンスへの誘いＢ
データサイエンス入門Ａ
データサイエンス入門Ｂ
人工知能概論※
データサイエンス実践
数理・データサイエンス・AI活用PBL
データサイエンス基礎

1・2・3・4後
2後
1前
1後
2前
2後
3前
3後
4前
4後
1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4③
1・2・3・4④
2②
3①
2・3・4通
2前

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
0.3
0.3
0.3
0.3
0.1
0.7
0.7
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
クロスカル教育機構
データ・インテリジェ
ンス教育研究部門講師
（平成16.4）

98 兼担 講師
ミウラ　ヒロカズ

三浦　浩一
＜平成28年４月＞

博士（工学）

データサイエンスへの誘いＡ
データサイエンスへの誘いＢ
データサイエンス基礎
データサイエンス入門Ａ
データサイエンス入門Ｂ
データサイエンス実践
数理・データサイエンス・AI活用PBL
データサイエンス応用

1・2・3・4①
1・2・3・4②
2前
1・2・3・4③
1・2・3・4④
3①
2・3・4通
2後

0.3
0.3
1
0.3
0.3
0.7
0.7
1

1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
クロスカル教育機構
データ・インテリジェ
ンス教育研究部門講師
（平成15.4）
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99 兼担 助教
マツシタ　ケイコ

松下　恵子
＜令和２年４月＞

修士（文学）

日本文化入門Ａ
日本文化入門Ｋ
日本語中級B
日本語中級Ａ
日本語中級D
日本語中級K
日本語中級N
日本語上級L

1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4後

2
2
2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
日本学教育研究セン
ター助教
（令和2.4）

100 兼任 講師
アライ　ノブユキ

荒井　信幸
＜令和３年４月＞

MASTEROFBUSINE
SSADMINISTRATI
ON（アメリカ）

マクロ経済学Ⅰ
マクロ経済学Ⅱ

2前
2・3後

2
2

1
1

和歌山大学
名誉教授
（令和3.4）

101 兼任 講師
イマダ　シュウサク

今田　秀作
＜令和４年４月＞

博士（経済学）
国際金融史Ⅰ
西洋経済史

2・3前
2・3前

2
2

1
1

和歌山大学
名誉教授
（令和4.4）

102 兼任 講師
イマムラ　トシヤ

今村　俊也
＜平成４年４月＞

中学校卒 囲碁から広がる教養の世界 1・2・3・4前 0.7 1
一般社団法人関西棋院
囲碁棋士
（昭和55.3）

103 兼任 講師
ウエダ　ジュンコ

植田　淳子
＜令和４年４月＞

修士（文学） 食と農のこれからを考える 1・2・3・4後 0.7 1
和歌山大学
非常勤講師
（令和4.4）

104 兼任 講師

エドモンド　ゴンザレ
スジュニア

EdmundoGonzalezJr.
＜平成28年４月＞

Bachelor of
Political
Science（アメ
リカ）

英語IC
英語IC
英語ID
英語ID

1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4後

2
2
2
2

1
1
1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成7.10）

105 兼任 講師
カド　ユカコ
加戸　友佳子

＜令和２年４月＞
博士（学術） 社会思想史 2・3③ 2 1

和歌山大学
非常勤講師
（令和2.4）

106 兼任 講師
カメヤマ　ユキエ

亀山　幸枝
＜令和２年４月＞

文学修士

英語IA
英語IA
英語IB
英語IB

1・2・3・4前
2・3・4前
1・2・3・4後
2・3・4後

2
2
2
2

1
1
1
1

和歌山大学
非常勤講師
（令和2.4）

107 兼任 講師
カワムラ　ヨシオ

河村　能夫
＜平成29年４月＞

社会学博士
アグリビジネス実践論A
アグリビジネス実践論B

2③
2④

1
1

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成27.4）

108 兼任 講師
クパニ　ルンビディ
Kupanhy Lumbidi
＜令和３年４月＞

博士（経営学） International Management 2・3後 2 1
和歌山大学
名誉教授
（令和3.4）

109 兼任 講師
コバヤシ　ヒロシ

小林　裕史
＜平成29年４月＞

修士（文学）
フランス語入門
フランス語初級

1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成10.4）

110 兼任 講師
シマモト　ケイコ

嶋本　圭子
＜令和２年４月＞

修士（文学）
外国語としての日本語を学ぶ
日本語上級D
日本語上級N

1・2・3・4後
1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2
2

1
1
1

和歌山大学
非常勤講師
（令和2.4）

111 兼任 講師
ソネ　ヒデカズ

曽根　秀一
＜平成28年４月＞

博士（経営学） 中小企業論（ファミリービジネス論） 2・3前 2 1
和歌山大学
非常勤講師
（平成26.4）

112 兼任 講師
ソメヤ　ミツヒロ

染屋　光宏
＜平成28年４月＞

修士（経営学） ラーニング・スキル演習Ⅰ 1前 2 1
和歌山大学
非常勤講師
（平成24.4）

113 兼任 講師
タカギ　マリ
高木　麻里

＜平成28年４月＞
高等学校卒

ハングル入門
ハングル初級

1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成22.10）

114 兼任 講師
タキグチ　トモコ

滝口　智子
＜平成28年４月＞

文学博士

英語IA
英語IA
英語IB
英語IB
英語IC
英語ID

1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成14.4）

115 兼任 講師
タキノ　クニオ

瀧野　邦雄
＜令和５年４月＞

文学修士
中国語入門
中国語初級

1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2

1
1

和歌山大学
経済学部教授
（昭和62.4）

116 兼任 講師
ツダ　ミキコ
津田　美起子

＜平成29年４月＞
修士（文学）

中国語入門
中国語初級

1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成22.10）

117 兼任 講師
トバ　カズヤ
鳥羽　加寿也

＜令和４年４月＞
博士（文学）

中国語入門
中国語初級

1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（令和4.4.12）
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118 兼任 講師
ナカジマ　アヤカ

中嶋　彩佳
＜平成28年４月＞

文学修士

英語IA
英語IA
英語IB
英語IB

1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4後

2
2
2
2

1
1
1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成28.4）

119 兼任 講師
ナカノ　リツ

中野　律
＜平成28年４月＞

修士（教育学） 日本語上級B 1・2・3・4前 2 1
和歌山大学
非常勤講師
（平成14.4）

120 兼任 講師
ノマクチ　タカオ

野間口　隆郎
＜平成31年４月＞

博士（経営シス
テム）

経営情報システム論 3・4後 2 1
和歌山大学
非常勤講師
（平成31.4）

121 兼任 講師
パク　サンジュン

朴　相俊
＜令和２年４月＞

博士（法学） 行政学 2・3④ 2 1
和歌山大学
非常勤講師
（令和2.4）

122 兼任 講師
ハタ　ヨウジ

秦　洋二
＜平成31年４月＞

博士（文学）
博士（商学）

マーケティング戦略論 2・3前 2 1
和歌山大学
非常勤講師
（平成31.4）

123 兼任 講師
ハヤシ　ユウキ

林　侑輝
＜令和４年４月＞

博士（経営学） 経営戦略論 2・3後 2 1
和歌山大学
経済学部講師
（平成31.4）

124 兼任 講師
ハヤツ　トシヒデ

早津　俊秀
＜平成28年４月＞

修士（工学） ラーニング・スキル演習Ⅱ 1後 2 1
和歌山大学
非常勤講師
（平成24.4）

125 兼任 講師
ハラマキ　コウイチ

腹巻　宏一
＜平成28年４月＞

体育学修士
スポーツ実習F
スポーツ実習N

1・2・3・4前
1・2・3・4後

1
1

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成8.4）

126 兼任 講師
ヒョウドウ　トシキ

兵頭　俊樹
＜令和５年４月＞

文学修士 文学※ 1・2・3・4② 0.4 1
和歌山大学
非常勤講師
（令和4.6）

127 兼任 講師
フジナガ　マリコ

藤永　真理子
＜平成28年４月＞

Master　of
Arts(アメリカ)

日本語上級C
日本語上級M

1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成5.4）

128 兼任 講師
フジモト　トモナリ

藤本　智成
＜平成28年４月＞

修士（文学）
フランス語入門
フランス語初級

1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成15.4）

129 兼任 講師
マツダ　カナ
松田　佳奈

＜平成28年４月＞
修士（教育学）

英語IA
英語IA
英語IB
英語IB

1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4後

2
2
2
2

1
1
1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成26.4）

130 兼任 講師
マツダ　デイビッド
松田　デイビッド
＜令和２年４月＞

Bachelor of
Arts　(アメリ
カ)

英語IC
英語IC
英語ID
英語ⅡA

1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4後
2・3・4前

2
2
2
2

1
1
1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成28.4）

131 兼任 講師
ミカワ　タクミ

三河　巧
＜令和２年４月＞

修士（工学） 知的財産権※ 1・2・3・4② 0.3 1

パナソニックセミコン
ダクターソリューショ
ンズ株式会社
主幹
（平成6.4）

132 兼任 講師
ミナカタ　リエコ

南方　里衣子
＜平成31年４月＞

修士（外国語教
育学）

日本文化とビジネス日本語A
日本文化とビジネス日本語K

1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成31.4）

133 兼任 講師
ムラシマ　ヨシコ

村島　佳子
＜平成28年４月＞

文学修士

英語IA
英語IA
英語IB
英語IB

1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4後

2
2
2
2

1
1
1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成6.4）

134 兼任 講師
モリトウ　チヒロ

森藤　ちひろ
＜平成28年４月＞

博士（先端マネ
ジメント）

消費者心理学 2・3前 2 1
和歌山大学
非常勤講師
（平成27.4）

135 兼任 講師
ヤナタ　スグル

簗田　優
＜令和３年４月＞

博士（経済学）

金融論入門
応用金融論
現代の金融市場【隔年】
現代の証券市場【隔年】
金融政策論【隔年】
現代の金融政策論【隔年】

2・3①
2・3②
2・3③
2・3④
3・4①
3・4②

1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1

和歌山大学
非常勤講師
（令和3.4）

136 兼任 講師
ヨシジマ　ヤスノリ

吉島　保則
＜令和２年４月＞

文学士 知的財産権※ 1・2・3・4② 0.1 1

富士通株式会社
法務知的財産権本部
グローバルビジネス法
務部　シニアディレク
ター
（昭和63.4）

137 兼任 講師
ヨシムラ　ノリヒサ

吉村　典久
＜平成29年４月＞

博士（経営学） コーポレート・ガバナンス論 3・4前 2 1
和歌山大学
名誉教授
（平成29.4）
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138 兼任 講師
ワダ　タケシ

和田　武
＜平成28年４月＞

工学博士
環境政策論
自然エネルギー戦略

3・4③
3・4①

2
2

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成27.4）

２　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出

　を行おうとする場合又は大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３　「申請に係る学部等に従事する週当たりの平均日数」の欄は，専任教員のみ記載すること。

（注）

１　教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 専 教授
アマノ　トシユキ

天野　敏之
<平成２７年４月>

博士（工学）

ビジュアル情報論
ビジュアル情報演習
知能情報学演習
情報システム実験
システム工学入門セミナー

2 後
3 前
3 後
3 前
1 前

2
1
0.2
2
1

1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成24.10）

2 専 教授
イイ　ヒロユキ

井伊　博行
<平成２７年４月>

博士(理学)

環境計測評価法Ⅱ
生態環境実験実習Ⅰ
生態環境実験実習Ⅱ
地球環境化学
環境科学演習
地球科学Ⅰ
地球科学Ⅱ
水土環境実験実習Ａ
水土環境実験実習Ｂ
システム工学入門セミナー
水土環境工学A

3 ③
3 ①
3 ②
2 ③
3 後
2 ①
2 ②
2 ①
2 ②
1 前
3 ①

0.6
1
1
2
0.6
1
1
1
1
1
0.5

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成8.4）

3 専 教授
イマイ　トシユキ

今井　敏行
<平成２７年４月>

博士（工学）

微積分１
微積分２
図形数理Ａ
図形数理Ｂ
メディアデザインセミナー１Ａ
メディアデザインセミナー１Ｂ
メディアデザインセミナー２Ａ
システム工学入門セミナー

1 前
1 後
2 ③
2 ④
3 ①
3 ②
3 ③
1 前

2
2
1
1
0.1
0.1
0.1
1

1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成10.10）

4 専 教授
イリノ　トシオ

入野　俊夫
<平成２７年４月>

博士（工学）

音響設計論
メディア情報数理
メディアデザインセミナー１Ａ
メディアデザインセミナー１Ｂ
メディアデザインセミナー２Ａ
システム工学入門セミナー

3 ②
2 ①
3 ①
3 ②
3 ③
1 前

2
2
0.1
0.1
0.1
1

1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成14.8）

5 専 教授
エグサ　ノブユキ

江種　伸之
<平成２７年４月>

博士（工学）

災害科学※
地盤工学
環境科学演習
災害情報学
システム工学入門セミナー
卒業研究（ES)
水土環境工学B

1・2・3・4②
3 ④
3 後
3 前
1 前
4 通
3 ②

0.3
2
0.2
0.1
1
8
2

1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成8.4）

6 専 教授
オザキ　ノブヒコ

尾崎　信彦
<平成２７年４月>

博士（理学）

物理学演習
科学技術英語Ｂ
物理学実験Ａ
物理学実験Ｂ
物性力学Ａ
物性力学Ｂ
固体物理学Ａ
ナノ結晶工学概論
ナノ物性概論
材料工学セミナー
材料工学実験Ａ
材料工学実験Ｂ
材料工学実験Ｃ
システム工学入門セミナー

2 後
4 前
2 ①
2 ②
2 ①
2 ②
2 ④
3 ③
3 ④
3 後
3 ①
3 ②
3 後
1 前

0.2
0.1
1
1
1
1
1
1
1
0.3
1
1
2
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成21.10）

7 専 教授
カザマ　カズヒロ

風間　一洋
<平成２７年４月>

博士（情報学）

データベースアーキテクチャ
ネットワーク情報学演習
アルゴリズム演習
現代システム工学概論Ｂ
システム工学入門セミナー

2 後
3 後
2 前
3 前
1 前

2
0.2
0.5
0.3
1

1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成24.10）

別記様式第３号（その２の１）

教 員 の 氏 名 等

（システム工学部システム工学科）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担  当
単位数

年  間
開講数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従 事 す る
週当たり平均
日 数
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8 専 教授
キダ　ヒロツグ

木田　浩嗣
<平成２７年４月>

博士(工学)

科学技術英語Ｂ
物理学実験Ａ
物理学実験Ｂ
機能デバイス概論
機能デバイス材料学
材料工学セミナー
材料工学実験Ａ
材料工学実験Ｂ
材料工学実験Ｃ
電磁気学Ⅱ
システム工学入門セミナー
卒業研究（ME)

4 前
2 ①
2 ②
3 ③
3 ④
3 後
3 ①
3 ②
3 後
2 ③
1 前
4 通

0.7
1
1
1
1
0.5
1
1
2
2
1
8

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成9.4）

9 専 教授
クズオカ　シゲアキ

葛岡　成晃
<平成２７年４月>

博士（工学）

情報処理ⅠＡ
情報処理ⅠＢ
情報処理ⅡＡ
情報処理ⅡＢ
確率統計
情報理論
ネットワーク情報学演習
システム工学入門セミナー

1・2・3・4 ①
1・2・3・4 ②
1・2・3・4 ③
1・2・3・4 ④
1 後
2 ①
3 後
1 前

1
1
2
2
2
2
0.2
1

1
1
2
2
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成19.4）

10 専 教授
クボ　マサヒロ

久保　雅弘
<平成２７年４月>

博士（理学）

応用解析
線形代数１
線形代数２
システム工学入門セミナー

2 前
1 前
1 後
1 前

2
2
2
2

1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成27.4）

11 専 教授
サカマ　チアキ

坂間　千秋
<平成２７年４月>

博士（工学）

論理的思考
知能情報学演習
離散数学１
離散数学２
システム工学入門セミナー

1・2・3・4後
3 後
2 ①
2 ②
1 前

2
0.2
1
1
1

1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成7.4）

12 専 教授
サカモト　ヒデフミ

坂本　英文
<平成２７年４月>

博士（工学）

高分子化学
化学特論
応用化学実験
科学技術英語Ｂ
生物有機化学Ⅰ
生物有機化学Ⅱ
有機材料化学Ｂ
システム工学入門セミナー

3 後
3 後
3 後
4 前
3 ①
3 ②
3 ④
1 前

2
0.2
2
0.1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成9.4）

13 専 教授
ツカダ　コウジ

塚田　晃司
<平成２７年４月>

博士（工学）

自然災害と防災・減災※
ネットワーク情報学演習
災害情報学
計算機システムＡ
計算機システムＢ
情報ネットワークＢ
情報ネットワーク演習Ｂ
卒業研究（NI)

1・2・3・4後
3 後
3 前
2 ①
2 ②
2 ②
2 ④
4 通

0.1
0.2
1
1
1
1
0.4
8

1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成15.10）

14 専 教授
ナカシマ　アツシ

中島　敦司
<平成２７年４月>

博士（学術）

自然と環境※
森林環境学
生態環境実験実習Ⅰ
生態環境実験実習Ⅱ
環境デザイン演習Ａ
環境デザイン演習Ｂ

1・2・3・4②
2 ③
3 ①
3 ②
3 後
4 前

0.8
2
1
1
0.3
0.3

1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成8.4）

15 専 教授
ナカジマ　シュウロウ

中嶋　秀朗
<平成２７年４月>

博士（情報科
学）

システム工学
アクチュエータ工学
組込みシステム
機械電子制御研究実習
複素解析

2・3 ①
3①
2・3 前
3 後
2①

1
2
1
2
2

1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成27.4）

16 専 教授
ナガセ　ケンジ

長瀬　賢二
<平成２７年４月>

博士（工学）

制御工学
機械力学
機械電子制御研究実習
卒業研究（MT）

2④
2③
3 後
4 通

2
2
2
8

1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成17.4）

17 専 教授
ナカムラ　タカユキ

中村　恭之
<平成２７年４月>

博士（工学）
論理回路
知能ロボット概論
知能情報学演習

2 後
3 ①
3 後

2
2
0.2

1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成14.4）

18 専 教授
ノムラ　タカノリ

野村　孝徳
<平成２７年４月>

博士（工学）

基礎電磁気学
光学
ディジタル信号処理
電気電子工学研究実習
電気電子工学実験Ａ

1 後
2 ③
3 ①
3 後
3 前

1
1
2
2
2

1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成7.4）

-教員名簿-23-



19 専 教授
ハシモト　マサト

橋本　正人
<平成２７年４月>

博士（理学）

無機化学Ⅰ
無機化学Ⅱ
構造化学
化学特論
応用化学実験
科学技術英語Ｂ
化学実験Ⅲ
化学実験Ⅳ

2 ②
3 ①
2 ④
3 後
3 後
4 前
2 ④
3 ①

2
2
2
0.2
2
0.1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成9.4）

20 専 教授
ハラダ　トシノブ

原田　利宣
<平成２７年４月>

博士（工学）

デザイン基礎概論
モデリングデザイン
ＵＸデザイン演習
デザイン企画論Ａ
デザイン企画論Ｂ
メディアデザインセミナー１Ａ
メディアデザインセミナー１Ｂ
メディアデザインセミナー２Ａ
卒業研究（MD)

2 ①
2 ②
3 ③
2 ③
2 ④
3 ①
3 ②
3 ③
4 通

0.6
0.5
0.5
1
1
0.4
0.4
0.4
8

1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成8.12）

21 専 教授
マツモト　マサユキ

松本　正行
<平成２７年４月>

博士（工学）

基礎電磁気学
電磁波工学
電気回路
電気電子工学研究実習
電気電子工学実験Ａ
卒業研究（EE）

1 後
3 ②
2③
3 後
3 前
4 通

2
2
2
2
2
8

1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成24.4）

22 専 教授
ミヤガワ　トモコ

宮川　智子
<平成２７年４月>

博士（学術）

地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
地域学
地域協働セミナー※
環境デザイン演習Ａ
環境デザイン演習Ｂ
生活環境システムＡ
環境デザイン論Ａ
住環境設計演習
環境システム基礎製図Ⅱ
都市デザイン演習
生活環境設計製図Ⅰ
卒業研究（ED)

2②
3通
2③
2④
2①
1・2・3・4②
1・2・3・4後
3 後
4 前
2 ③
2 ①
2 ④
2 ③
2 ③
3 前
4 通

0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
0.1
0.3
0.3
0.3
1
1
0.2
0.2
0.5
0.5
8

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成17.4）

23 専 教授
ミヤモト　シンイチ

宮本　伸一
<平成２７年４月>

博士(工学)
無線通信システム
ネットワーク情報学演習
信号とシステム

3 前
3 後
2 後

2
0.2
2

1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成27.4）

24 専 教授
ムラタ　ヨリノブ

村田　頼信
<平成２７年４月>

博士（工学）

ロボット学
ディジタル回路
機械電子制御研究実習
計測システム
災害情報学
電気電子工学実験Ｂ

1・2・3・4②
2①
3 後
3 ③
3 前
3 後

1
2
2
2
0.1
2

1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成8.4）

25 専 教授
ヤジマ　セツコ

矢嶋　摂子
<平成２７年４月>

博士(理学)

分析化学Ⅱ
分析化学Ⅰ
化学特論
応用化学実験
科学技術英語Ｂ
化学実験Ⅰ
化学実験Ⅱ
卒業研究（CH)

2 ③
2 前
3 後
3 後
4 前
2 ①
2 ③
4 通

2
2
0.6
2
0.1
1
1
8

1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成10.4）

26 専 教授
ヤブ　シノブ
養父　志乃夫

<平成２７年４月>
博士(農学)

生態環境実験実習Ⅰ
生態環境実験実習Ⅱ
緑地環境学
環境デザイン演習Ａ
環境デザイン演習Ｂ

3 ①
3 ②
3 前
3 後
4 前

1
1
2
0.3
0.3

1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成8.4）

-教員名簿-24-



27 専 教授
ヨシダ　ノボル

吉田　登
<平成２７年４月>

博士（工学）  

環境科学演習
災害情報学
都市環境計画Ａ
都市環境計画Ｂ
産業エコロジー工学Ａ
産業エコロジー工学Ｂ
環境数理Ａ２
地域環境解析演習Ａ
地域環境解析演習Ｂ
現代システム工学概論Ａ

3 後
3 前
2 ③
2 ④
3 ①
3 ④
2 ②
3 ①
3 ②
3 前

0.2
0.1
1
1
1
1
0.5
0.4
0.3
0.4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成11.4）

28 専 教授
ヨシノ　タカシ

吉野　孝
<平成２７年４月>

博士（情報科
学）

データサイエンスへの誘いＡ
データサイエンスへの誘いＢ
データサイエンス入門Ａ
データサイエンス入門Ｂ
データサイエンス実践
数理・データサイエンス・AI活用PBL
メジャー紹介講義１
メジャー紹介講義２
メジャー体験演習Ａ
メジャー体験演習Ｂ
メジャー体験演習Ｃ
メジャー体験演習Ｄ
メジャー体験演習Ｅ
社会情報学セミナーⅠ
社会情報学セミナーⅡ
災害情報学
情報ネットワークＡ
データマイニング１
データマイニング２
モバイルシステム技術論１
モバイルシステム技術論２
発想法
情報システム開発演習１
情報システム開発演習２
システム工学入門セミナー
卒業研究（SI)

1・2・3・4 ①
1・2・3・4②
1・2・3・4 ③
1・2・3・4 ④
3 ①
2・3・4 通
1 前
1 前
1 後
1 後
1 後
1 後
1 後
3 前
3 ④
3前
2 ①
3 ①
3 ②
3 ②
3 ③
2 ④
2 ③
2 ④
1 前
4 通

0.3
0.3
0.3
0.3
0.7
0.7
2
2
1
1
1
1
1
0.4
0.4
0.1
1
0.5
0.5
1
1
0.5
0.4
0.4
1
8

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成13.3）

29 専 教授
ワダ　トシカズ

和田　俊和
<平成２７年４月>

博士（工学）  

パターン認識演習
知能情報学演習
データ構造とアルゴリズム
プログラミング言語処理系
計算機システムＣ
アルゴリズム演習
現代システム工学概論Ｂ
システム工学入門セミナー
卒業研究（II)

3 前
3 後
2 ②
2 ④
2 ③
2 前
3 前
1 前
4 通

2
0.6
2
1
1
0.5
0.1
1
8

1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成14.9）

30 専 准教授
アキモト　イクコ

秋元　郁子
<平成２７年４月>

博士（理学）

材料科学と技術展開※
物理学演習
物理数学
科学技術英語Ｂ
物理学実験Ａ
物理学実験Ｂ
量子力学ⅡＡ
量子力学ⅡＢ
光電子工学
光電子物性学
固体物理学Ｂ
材料工学実験Ｃ
材料工学セミナー
材料工学実験Ａ
材料工学実験Ｂ
システム工学入門セミナー

1・2・3・4①
2 後
2 ①
4 前
2 ①
2 ②
3 ①
3 ②
3 ③
3 ④
3 ①
3 後
3 後
3 ①
3 ②
1 前

0.5
0.2
2
0.1
1
1
0.5
0.5
1
1
1
2
0.3
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成12.10）

31 専 准教授
イワサキ　ケイ

岩崎　慶
<平成２７年４月>

博士（科学）

ビジュアル情報演習
知能情報学演習
数値計算アルゴリズム演習
システム工学入門セミナー

3 前
3 後
2 後
1 前

1
0.2
2
1

1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成16.4）

-教員名簿-25-



32 専 准教授
ウノ　カズユキ

宇野　和行
<平成２７年４月>

博士（工学）

材料科学と技術展開※
物理学演習
科学技術英語Ｂ
災害情報学
物理学実験Ａ
物理学実験Ｂ
材料工学セミナー
材料工学実験Ａ
材料工学実験Ｂ
材料工学実験Ｃ
数値解析Ⅰ
数値解析Ⅱ
電磁気学Ⅰ
現代システム工学概論Ａ
システム工学入門セミナー
半導体工学Ⅱ
半導体工学Ⅰ

1・2・3・4①
2 後
4 前
3 前
2 ①
2 ②
3 後
3 ①
3 ②
3 後
2 ③
2 ④
2 ②
3 前
1 前
3 ③
3 ②

0.5
0.2
0.1
0.1
1
1
0.3
1
1
2
1
1
2
0.3
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成9.4）

33 専 准教授
オオスガ　ヒデジ

大須賀　秀次
<平成２７年４月>

博士（理学）

有機化学Ⅰ
化学演習
化学特論
応用化学実験
科学技術英語Ｂ
化学実験Ⅲ
情報化学演習
有機合成化学Ⅰ
有機合成化学Ⅱ
化学実験Ⅳ
システム工学入門セミナー

2 ②
2 後
3 後
3 後
4 前
2 ④
2 前
3 ③
3 ④
3 ①
1 前

2
0.2
0.2
2
0.1
1
0.2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成10.4）

34 専 准教授
オオヒラ　マサオ

大平　雅雄
<平成２７年４月>

博士（工学）

オブジェクト指向プログラミング演
習
ネットワーク情報学演習
ソフトウェアエンジニアリング演習
Ａ
ソフトウェア工学概論
現代システム工学概論Ｂ
システム工学入門セミナー

2 後
3 後
3 ③
3 ②
3 前
1 前

2
0.2
0.3
0.5
0.3
1

1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成24.4）

35 専 准教授
オガワラ　コウイチ

小川原　光一
<平成２７年４月>

博士（工学）  

電子回路Ⅰ
機械電子制御研究実習
フーリエ解析
システム工学入門セミナー

3 ①
3 後
2 ②
1 前

2
2
2
1

1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成23.4）

36 専 准教授
オクノ　ツネヒサ

奥野　恒久
<平成２７年４月>

博士（学術）

基礎化学Ａ
基礎化学Ｂ
化学演習
構造解析
化学特論
応用化学実験
科学技術英語Ｂ
化学実験Ⅲ
情報化学演習
化学実験Ⅳ
システム工学入門セミナー

1 ②
1 ③
2 後
2 ③
3 後
3 後
4 前
2 ④
2 前
3 ①
1 前

1
1
0.2
2
0.2
2
0.1
1
0.2
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成9.4）

37 専 准教授
カワサキ　マサユキ

河崎　昌之
<平成２７年４月>

修士（工学）

構造力学
環境デザイン演習Ａ
環境デザイン演習Ｂ
建設マネジメント
建築概説１
建築概説２
建築設備Ⅰ
建築設備Ⅱ
住環境設計演習
環境システム基礎製図Ⅱ
環境システム基礎製図Ⅰ
都市環境設計製図Ａ
都市環境設計製図Ｂ
生活環境設計製図Ⅰ
システム工学入門セミナー

2 後
3 後
4 前
3 前
2 ①
2 ②
4 ②
4 ①
2 ④
2 ③
2 前
3 ③
3 ④
3 前
1 前

1
0.3
0.3
2
1
1
0.5
0.5
0.2
0.2
0.8
0.3
0.3
0.5
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成10.4）

-教員名簿-26-



38 専 准教授
サカモト　タカシ

坂本　隆
<平成２８年１０月>

博士（学術）

化学演習
化学特論
応用化学実験
科学技術英語Ｂ
基礎生命科学
生命科学
化学実験Ⅲ
情報化学演習
化学実験Ⅳ
システム工学入門セミナー

2 後
3 後
3 後
4 前
2 ①
2 ④
2 ④
2 前
3 ①
1 前

0.2
0.2
2
0.1
2
2
1
0.2
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成28.10）

39 専 准教授
サクマ　ヤストミ

佐久間　康富
<平成２９年４月>

博士（工学）

地域協働演習A
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習Adv.
地域協働演習基礎
地域協働セミナー※
環境デザイン演習Ａ
環境デザイン演習Ｂ
都市デザインＡ
都市デザインＢ
住環境設計演習
環境システム基礎製図Ⅱ
環境システム基礎製図Ⅰ
都市環境設計製図Ａ
都市環境設計製図Ｂ
都市デザイン演習
生活環境設計製図Ⅰ
システム工学入門セミナー

2②
2③
2④
3通
2①
1・2・3・4後
3 後
4 前
3 ①
3 ②
2 ④
2 ③
2 前
3 ③
3 ④
2 ③
3 前
1 前

0.1
0.1
0.1
0.2
0.1
0.2
0.2
0.2
1
1
0.2
0.2
0.8
0.3
0.3
0.5
0.5
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成29.4）

40 専 准教授
ソガ　マサト
曽我　真人

<平成２７年４月>
博士（工学）

世界の情報通信研究を知る
社会情報学セミナーⅠ
社会情報学セミナーⅡ
デザイン情報総合演習１
デザイン情報総合演習２
ウェブデザイン演習Ａ
ウェブデザイン演習Ｂ
システム評価法
ＨＣＩ基礎論
ヒューマンインタフェースデザイン
科学技術英語Ａ１
科学技術英語Ａ２
基礎プログラミング演習

1・2・3・4後
3 前
3 ④
3 ①
3 ②
2 ①
2 ②
2 ④
2 ②
2 ③
3 ①
3 ②
2 ①

1
0.4
0.4
0.2
0.2
0.3
0.3
1
1
1
1
1
0.3

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成5.4）

41 専 准教授
トコイ　コウヘイ

床井　浩平
<平成２７年４月>

博士（工学）

コンピュータグラフィックス
ＣＧ制作演習
デザイン情報総合演習１
デザイン情報総合演習２
メディアプログラミング演習
イメージ情報処理Ａ
イメージ情報処理Ｂ
メディアデザインセミナー１Ａ
メディアデザインセミナー１Ｂ
メディアデザインセミナー２Ａ

3 ③
2 ④
3 ①
3 ②
2 ②
3 ①
3 ②
3 ①
3 ②
3 ③

2
1
0.2
0.2
1
0.5
0.5
0.1
0.1
0.1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（昭和61.4）

42 専 准教授
ナカハラ　ヨシオ

中原　佳夫
<平成２７年４月>

博士（工学）

基礎化学Ａ
化学演習
工業分析化学
化学特論
応用化学実験
科学技術英語Ｂ
情報化学演習
化学実験Ⅰ
化学実験Ⅱ
有機材料化学Ａ

1 ②
2 後
3 ③
3 後
3 後
4 前
2 前
2 ①
2 ③
2 ④

1
0.2
2
0.2
2
0.1
0.2
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成18.4）

-教員名簿-27-



43 専 准教授
ハヤシ　サトコ

林　聡子
<平成２７年４月>

博士(理学)

有機化学Ⅱ
化学演習
化学特論
応用化学実験
科学技術英語Ｂ
情報化学演習
化学実験Ⅰ
化学実験Ⅱ
有機理論化学Ⅰ
有機理論化学Ⅱ

2 ③
2 後
3 後
3 後
4 前
2 前
2 ①
2 ③
3 ①
3 ②

2
0.2
0.2
2
0.1
0.2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成9.9）

44 専 准教授
ハラ　ユウジ

原　祐二
<平成２７年４月>

博士（農学）

環境科学演習
ランドスケープ・エコロジー
水土環境実験実習Ｂ
環境情報演習Ａ
環境情報演習Ｂ

3 後
2 前
2 ②
2 ③
2 ④

0.2
2
1
0.5
1

1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成21.4）

45 専 准教授
ヒラタ　タカユキ

平田　隆行
<平成２７年４月>

博士（工学）

わかやまを学ぶ※
事前復興まちづくり学
自然災害と防災・減災※
環境デザイン演習Ａ
環境デザイン演習Ｂ
建築計画Ａ
建築計画Ｂ
建築・環境法規Ａ
建築環境工学Ａ
建築環境工学Ｂ
住環境設計演習
環境システム基礎製図Ⅱ
環境システム基礎製図Ⅰ
都市環境設計製図Ａ
都市環境設計製図Ｂ
生活環境設計製図Ⅰ

1・2・3・4前
1・2・3・4④
1・2・3・4後
3 後
4 前
2 ③
2 ④
3 ③
3 ①
3 ②
2 ④
2 ③
2 前
3 ③
3 ④
3 前

0.1
0.5
0.1
0.3
0.3
1
1
0.5
1
1
0.2
0.2
0.6
0.3
0.3
0.5

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成15.4）

46 専 准教授
マル　ノリアキ

丸　典明
<平成２７年４月>

博士（工学）

ロボット工学
機械電子制御実験
ロボットビジョン
機械電子制御研究実習

3 ③
3 前
3 ④
3 後

2
2
2
2

1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成7.4）

47 専 准教授
ムラカワ　タケヒコ

村川　猛彦
<平成２７年４月>

博士(工学)  

情報処理ⅠＡ
情報処理ⅠＢ
情報処理ⅡＡ
情報処理ⅡＢ
ネットワークセキュリティ
Ｗｅｂアプリケーション構築演習
ネットワーク情報学演習
災害情報学
情報ネットワーク演習Ａ

1・2・3・4 ①
1・2・3・4 ②
1・2・3・4 ③
1・2・3・4 ④
3 ②
3 前
3 後
3 前
2 ③

1
1
2
2
2
2
0.2
0.1
0.4

1
1
2
2
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成11.4）

48 専 准教授
ヤマカド　ヒデオ

山門　英雄
<平成２７年４月>

博士(理学)

物理学演習
科学技術英語Ｂ
物理学実験Ａ
物理学実験Ｂ
物理化学ⅠＡ
物理化学ⅠＢ
物理化学ⅡＡ
物理化学ⅡＢ
材料工学セミナー
材料工学実験Ａ
材料工学実験Ｂ
材料工学実験Ｃ

2 後
4 前
2 ①
2 ②
2 ①
2 ②
2 ③
2 ④
3 後
3 ①
3 ②
3 後

0.2
0.1
1
1
1
1
1
1
0.3
1
1
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成9.4）

49 専 准教授
ヤマモト　シュウイチ

山本　秀一
<平成２７年４月>

博士（経済学）
環境科学演習
環境数理Ａ１
環境情報演習Ａ

3 後
2 ①
2 ③

0.2
1
0.5

1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成4.4）

-教員名簿-28-



50 専 准教授
ヤマモト　ユウゴ

山本　祐吾
<平成２７年４月>

博士（工学）

自然と環境※
環境計測評価法Ⅰ
環境科学演習
地域環境システムＡ
地域環境システムＢ
環境経済・政策学Ａ
環境経済・政策学Ｂ
環境数理Ａ２
地域環境解析演習Ａ
地域環境解析演習Ｂ
現代システム工学概論Ａ

1・2・3・4②
3 前
3 後
2 ①
2 ②
3 ③
3 ④
2 ②
3 ①
3 ②
3 前

0.1
1
0.2
1
1
1
1
0.5
0.3
0.4
0.3

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成22.4）

51 専 准教授
ヨシヒロ　タクヤ

吉廣　卓哉
<平成２７年４月>

博士(情報学)

ネットワーク情報学演習
情報システム実験
災害情報学
情報ネットワークＣ
情報ネットワークＤ
アルゴリズム演習

3 後
3 前
3 前
2 ③
2 ④
2 前

0.2
2
0.1
1
1
0.5

1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成15.4）

52 専 講師
イハラ　アキノリ

伊原　彰紀
<平成３０年４月>

博士（工学）

社会情報学セミナーⅠ
社会情報学セミナーⅡ
オペレーティングシステム
データマイニング１
データマイニング２
ソフトウェアエンジニアリング演習
Ａ
ソフトウェア工学概論
データサイエンス概論１
データサイエンス概論２
情報システム開発演習１
情報システム開発演習２
基礎プログラミング演習
現代システム工学概論Ｂ
システム工学入門セミナー
プログラミング言語１
プログラミング言語２

3 前
3 ④
2 ③
3 ①
3 ②
3 ③
3 ②
2 ③
2 ④
2 ③
2 ④
2 ①
3 前
1 前
3 ①
3 ②

0.4
0.4
1
0.5
0.5
0.3
0.5
1
1
0.3
0.3
0.1
0.3
1
0.5
0.5

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部講師
（平成30.4）

53 専 講師
オダ　マサト
小田　将人

<平成２７年４月>
博士（理学）

ミクロの宇宙論
囲碁から広がる教養の世界
基礎力学Ⅰ
基礎力学Ⅱ
物理学演習
科学技術英語Ｂ
量子力学ⅠＡ
量子力学ⅠＢ
材料工学セミナー
材料工学実験Ａ
材料工学実験Ｂ
材料工学実験Ｃ
統計力学Ⅰ
統計力学Ⅱ
システム工学入門セミナー

1・2・3・4①
1・2・3・4前
1 ①
1 ②
2 後
4前
2 ③
2 ④
3 後
3 ①
3 ②
3 後
3 ①
3 ②
1 前

1
0.7
1
1
0.2
0.1
1
1
0.3
1
1
2
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部講師
（平成19.4）

54 専 講師
カワスミ　ノリヒロ

川角　典弘
<平成２７年４月>

博士（工学）

デザイン基礎概論
インテリアデザイン論
デザイン表現演習
ファシリティ計画概論
メディアデザインセミナー１Ａ
メディアデザインセミナー１Ｂ
メディアデザインセミナー２Ａ
システム工学入門セミナー

2 ①
3 前
2 ③
3 ③
3 ①
3 ②
3 ③
1 前

0.7
2
0.5
1
0.1
0.1
0.1
1

1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部講師
（平成13.4）

55 専 講師
サイタ　ユウスケ

最田　裕介
<平成２７年４月>

博士（工学）

微分・ベクトル解析演習
電気電子工学研究実習
電気電子工学実験Ａ
システム工学入門セミナー

2 前
3 後
3 前
1 前

0.5
2
2
1

1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部講師
（平成25.3）

-教員名簿-29-



56 専 講師
タノウチ　ヒロト

田内　裕人
<平成２８年４月>

博士（工学）

防災工学
環境数理Ｂ
水理学
環境科学演習
災害情報学
地域環境解析演習Ａ
地域環境解析演習Ｂ

2 後
2 ①
3 ①
3 後
3 前
3 ①
3 ②

2
2
2
0.2
0.1
0.3
0.3

1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部講師
（平成28.4）

57 専 講師
ドバシ　ヒロキ

土橋　宏規
<平成２９年４月>

修士(工学)

情報処理応用
機械設計
制御系設計
機械電子制御研究実習

2 ④
2 ①
3 ③
3 後

2
2
2
2

1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部講師
（平成29.4）

58 専 講師
ハチヤ　ヒロタカ

八谷　大岳
<平成２９年４月>

博士（工学）

人工知能
知能情報学演習
データ解析
人工知能演習

2 ②
3 後
2 前
2 後

1
0.2
2
0.7

1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部講師
（平成29.4）

59 専 講師
ミキ　ヒロフミ

幹　浩文
<平成２７年４月>

博士（工学）

微分・ベクトル解析
微分・ベクトル解析演習
電気回路演習
電気電子工学研究実習
電気電子工学実験Ｂ

2 前
2 前
2 ③
3 後
3 後

2
0.5
1
2
2

1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部講師
（平成17.4）

60 専 講師
ミヤザキ　ジュン

宮崎　淳
<平成２８年４月>

博士（学術）

電子回路Ⅱ
レーザー工学
電気電子工学研究実習
電気電子工学実験Ｂ

3 ②
3 ④
3 後
3 後

2
1
2
2

1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部講師
（平成28.4）

61 専 助教
イトウ　ジュンコ

伊藤　淳子
<平成２７年４月>

博士（工学）

社会情報学セミナーⅠ
社会情報学セミナーⅡ
デザイン情報総合演習１
デザイン情報総合演習２
発想法
情報システム開発演習１
情報システム開発演習２
基礎プログラミング演習
システム工学入門セミナー

3 前
3 ④
3 ①
3 ②
2 ④
2 ③
2 ④
2 ①
1 前

0.4
0.4
0.2
0.2
0.5
0.3
0.3
0.3
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部助教
（平成17.4）

62 専 助教
カド　シンペイ

門　晋平
<平成２７年４月>

博士（工学） システム工学入門セミナー 1 前 1 1
和歌山大学
システム工学部助教
（平成10.4）

63 専 助教
キクチ　クニトモ

菊地　邦友
<平成２７年４月>

博士(工学)
基礎電磁気学
電気電子工学研究実習
電気電子工学実験Ａ

1 後
3 後
3 前

1
2
2

1
1
1

和歌山大学
システム工学部助教
（平成22.4）

64 専 助教
タニグチ　マサノブ

谷口　正伸
<平成２７年４月>

博士（工学）

環境計測評価法Ⅱ
生態環境実験実習Ⅰ
生態環境実験実習Ⅱ
環境科学演習
水土環境実験実習Ａ
水土環境実験実習Ｂ
水土環境工学A

3 ③
3 ①
3 ②
3 後
2 ①
2 ②
3 ①

0.7
1
1
0.2
1
1
0.5

1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部助教
（平成18.4）

65 専 助教
マツノベ　タクオ

松延　拓生
<平成２７年４月>

修士(芸術工学)

人間工学
デザイン基礎概論
デザイン表現演習
デザイン情報総合演習１
デザイン情報総合演習２
モデリングデザイン
ＵＸデザイン演習
メディアデザインセミナー１Ａ
メディアデザインセミナー１Ｂ
メディアデザインセミナー２Ａ
ウェブデザイン演習Ａ
ウェブデザイン演習Ｂ

3 ③
2 ①
2 ③
3 ①
3 ②
2 ②
3 ③
3 ①
3 ②
3 ③
2 ①
2 ②

1
0.7
0.5
0.2
0.2
0.5
0.5
0.1
0.1
0.1
0.3
0.3

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部助教
（平成11.10）
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66 兼担 教授
アキヤマ　ヒロアキ

秋山　演亮
＜平成２8年４月＞

博士（理学）

災害情報学
地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
わかやま未来学
宇宙開発論
地域協働セミナー※
天文学※

3前
2②
3通
2③
2④
2①
1①
1・2・3・4①
1・2・3・4後
1・2・3・4①

0.1
0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
0.1
1
0.3
0.2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
クロスカル教育機構教
養・協働教育部門教授
（平成27.1）

67 兼担 教授
アシダ　マサヤ

芦田　昌也
＜平成２７年４月＞

博士（工学）
ワーク・ライフ論※
わかやま未来学

1・2・3・4①
1①

0.1
0.1

1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成8.4）

68 兼担 教授
アベ　シュウジロウ

阿部　秀二郎
＜平成２７年４月＞

修士（経済学）
※

経済学の考え方 1・2・3・4② 1 1

和歌山大学
経済学部教授
（平成11.4）

69 兼担 教授
イマムラ　タカオ

今村　隆男
＜平成２７年４月＞

博士（文学） 英語III 2・3・4前 2 1

和歌山大学
教育学部教授
（昭和62.4）

70 兼担 教授
ウチオ　フミタカ

内尾　文隆
<平成２７年４月>

博士（工学）
学生生活の危機管理※
ネットワーク情報学演習
システム工学入門セミナー

1・2・3・4後
3 後
1 前

0.1
0.2
1

1
1
1

和歌山大学
学術情報センター教授
（平成2.4）

71 兼担 教授
ウチダ　ミドリ
内田　みどり

＜平成２７年４月＞
法学修士※

教養としての政治学【隔年】
国際化時代の文化と思想※
社会科学方法論【隔年】

1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4前

2
1.3
2

1
1
1

和歌山大学
教育学部教授
（平成9.10）

72 兼担 教授
エシタ　タカシ

惠下　隆
＜平成３０年４月＞

工学博士

和歌山企業トップ経営論
知的財産権※
アントレプレナーシップ基礎
アントレプレナーシップ実践
アントレプレナーシップ発展

1・2・3・4後
1・2・3・4②
1・2・3・4②
1・2・3・4③
1・2・3・4④

1
0.6
0.3
0.3
0.3

1
1
1
1
1

和歌山大学理事
（平成29.12）

73 兼担 教授
エンドウ　フビト

遠藤　史
＜平成２７年４月＞

文学修士

わかやまを学ぶ※
わかやま未来学
英語の歴史
言語学
英語Ⅲ
英語IV

1・2・3・4前
1①
1・2・3・4後
1・2・3・4②
2・3・4前
2・3・4後

0.1
0.1
2
1
2
2

1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（昭和63.4）

74 兼担 教授
オオウラ　ユミ

大浦　由美
＜平成２７年４月＞

博士（農学）

サイエンス論
食と農のこれからを考える
地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
地域学
地域協働セミナー※

1・2・3・4①
1・2・3・4後
2②
3通
2③
2④
2①
1・2・3・4②
1・2・3・4後

0.3
0.7
0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
0.1
0.2

1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部教授
（平成19.4）

75 兼担 教授
オカザキ　ユタカ

岡崎　裕
＜平成２７年４月＞

教育学修士 消費者市民と社会 1・2・3・4後 2 1

和歌山大学大学院
教育学研究科教授
（平成27.4）

76 兼担 教授
オガワ　ケンイチ

小河　健一
＜令和３年４月＞

博士（医学）
学生生活の危機管理※
自然災害と防災・減災※
障がい学生支援概論※

1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4後

0.1
0.1
0.4

1
1
1

和歌山大学
保健センター教授
（令和3.4）

77 兼担 教授
オキュウド　マサミ

尾久土　正己
＜平成２７年４月＞

博士（学術）

「教養の森」ゼミナールA
「教養の森」ゼミナールB
「教養の森」ゼミナールC
「教養の森」ゼミナールD
天文学※
地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
博物館資料論
博物館経営論
博物館情報・メディア論

1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4③
1・2・3・4④
1・2・3・4①
2②
3通
2③
2④
2①
1・2・3・4後
1・2・3・4通
1・2・3・4通

0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
0.5
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部教授
（平成15.8）

78 兼担 教授
カナガワ　メグミ

金川　めぐみ
＜平成２７年４月＞

修士（学術）
ジェンダー論※
ワーク・ライフ論※
学生生活の危機管理※

1・2・3・4②
1・2・3・4①
1・2・3・4後

0.2
0.1
0.1

1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成13.4）

79 兼担 教授
カナザワ　タカアキ

金澤　孝彰
＜平成２７年４月＞

経済学修士※
学生生活の危機管理※
国際化時代の文化と思想※

1・2・3・4後
1・2・3・4後

1.2
0.1

1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成5.4）
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80 兼担 教授
キシガミ　ミツヨシ

岸上　光克
＜平成２８年４月＞

博士（農学）

食と農のこれからを考える
地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
地域創業論
南紀熊野の地域資源研究
わかやまを学ぶ※
わかやま未来学
食農学
地域協働セミナー※

1・2・3・4後
2②
3通
2③
2④
2①
3前
1・2・3・4後
1・2・3・4前
1①
1・2・3・4②
1・2・3・4後

0.7
0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
1
1
0.1
0.1
1
0.2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
食農総合研究教育セン
ター教授
（平成28.4）

81 兼担 教授
キタムラ　モトナリ

北村　元成
＜平成２７年４月＞

修士（デザイン
学）

観光と色彩 1・2・3・4前 2 1

和歌山大学
観光学部教授
（平成10.1）

82 兼担 教授
コガ　ツネノリ

古賀　庸憲
＜平成２７年４月＞

理学修士 わかやまを学ぶ※ 1・2・3・4前 0.1 1

和歌山大学
教育学部教授
（平成12.4）

83 兼担 教授
コノマツ　マサヒコ

此松　昌彦
＜平成２７年４月＞

博士（理学）

自然災害と防災・減災※
地球科学
災害科学※
博物館資料論
学生生活の危機管理※

1・2・3・4後
1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4後
1・2・3・4後

1.2
1
0.8
0.5
0.1

1
1
1
1
1

和歌山大学
教育学部教授
（平成11.4）

84 兼担 教授
タキノ　クニオ

瀧野　邦雄
＜平成２７年４月＞

文学修士
中国語入門
中国語初級

1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2

1
1

和歌山大学
経済学部教授
（昭和62.4）

85 兼担 教授
タケウチ　テツジ

竹内　哲治
＜平成２７年４月＞

博士（経済学） グローバル・エネルギー・トレンド 1・2③ 0.5 1

和歌山大学
経済学部教授
（平成9.4）

86 兼担 教授
タケバヤシ　ハジメ

竹林　明
＜平成２７年４月＞

経営学修士※ 現代社会におけるリーダーシップ※ 1・2・3・4② 0.8 1

和歌山大学
観光学部教授
（平成9.4）

87 兼担 教授
チダ　マヤ
千田　まや

＜平成２７年４月＞
文学修士

ドイツの歴史と文化
ドイツ語初級
ドイツ語初級
ドイツ語中級Ａ
ドイツ語中級Ｂ
ドイツ語入門
ドイツ語入門
わかやま未来学
国際化時代の文化と思想※
文学※

1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4後
2・3・4前
2・3・4後
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1①
1・2・3・4後
1・2・3・4②

2
2
2
2
2
2
2
0.1
0.3
0.6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
クロスカル教育機構教
養・協働教育部門教授
（昭和62.9）

88 兼担 教授
トミタ　アキヒコ

富田　晃彦
＜平成２７年４月＞

博士（理学）
わかやまを学ぶ※
天文学※

1・2・3・4前
1・2・3・4①

0.1
0.3

1
1

和歌山大学大学院
教育学研究科教授
（平成9.4）

89 兼担 教授
ナガトモ　アヤコ

長友　文子
＜平成２７年４月＞

教育学修士

日本語文章の書き方
日本語中級C
日本語中級L
日本語中級M
日本語上級Ａ
日本語上級K
日本事情
日本語日本文化研究A
日本語日本文化研究K

1・2・3・4②
1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4後

1
2
2
2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
日本学教育研究セン
ター教授
（平成6.4）

90 兼担 教授
ナガヒロ　トシタカ

長廣　利崇
＜平成２７年４月＞

博士（経済学）
歴史の見方・考え方※
わかやまを学ぶ※

1・2・3・4②
1・2・3・4前

0.5
0.1

1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成18.4）

91 兼担 教授
ヒガシ　エツコ

東　悦子
＜平成２７年４月＞

教育学修士
わかやまを学ぶ※
歴史の見方・考え方※

1・2・3・4前
1・2・3・4②

0.1
0.1

1
1

和歌山大学
観光学部教授
（平成15.8）
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92 兼担 教授
フジナガ　ヒロシ

藤永　博
＜平成２７年４月＞

Ｍ．Ｓ．（アメ
リカ）※

わかやま未来学
わかやま沿岸域の環境問題を考える
論理的な文章の書き方
パラグラフ・ライティング
健康とスポーツの生理学的基礎【隔
年】
健康とスポーツの心理学的基礎【隔
年】
スポーツ実習Ａ
スポーツ実習Ｃ
スポーツ実習Ｇ
スポーツ実習Ｉ
スポーツ実習Ｋ
スポーツ実習Ｏ
ジェンダー論※
ワーク・ライフ論※
囲碁から広がる教養の世界
現代社会におけるリーダーシップ※
驚異の小宇宙・人体
驚異の小宇宙・遺伝子

1①
1・2・3・4②
1・2・3・4③
1・2・3・4④
1・2・3・4③
1・2・3・4④
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4②
1・2・3・4①
1・2・3・4前
1・2・3・4②
1・2・3・4③
1・2・3・4④

0.1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
0.1
0.1
0.7
0.3
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成3.4）

93 兼担 教授

マグレビ　ナビル　ベン
モハッメド

Maghrebi Nabil Ben
Mohamed

＜平成２７年４月＞

博士（経済学） 国際化時代の文化と思想※ 1・2・3・4後 0.1 1

和歌山大学
経済学部教授
（平成8.4）

94 兼担 教授

マツダ（コバヤシ）　ノ
リユキ

松田（小林）　憲幸
<平成２７年４月>

博士（工学）

人工知能の初歩
人工知能概論※
人工知能
知能情報学演習
人工知能演習

2 ①
2 ②
2 ②
3 後
2 後

1
0.9
1
0.2
0.6

1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成12.4）

95 兼担 教授
マツヤマ　テツヤ

松山　哲也
＜平成２７年４月＞

文学修士 英語II 1・2・3・4後 2 1

和歌山大学
教育学部教授
（平成22.4）

96 兼担 教授
ミシナ　ヒデノリ

三品　英憲
＜平成２７年４月＞

博士（史学）
国際化時代の文化と思想※
歴史の見方・考え方※

1・2・3・4後
1・2・3・4②

0.1
0.1

1
1

和歌山大学
教育学部教授
（平成20.4）

97 兼担 教授
ミツダ　ナルキ

満田　成紀
<平成２７年４月>

博士（工学）

サイエンス論
地域学
社会情報学セミナーⅠ
社会情報学セミナーⅡ
災害情報学
地域データ活用法
実践的システム開発演習
アルゴリズム設計Ａ
アルゴリズム設計Ｂ
プログラム設計技法Ａ
プログラム設計技法Ｂ
ウェブデザイン演習Ａ
ウェブデザイン演習Ｂ
ソフトウェアエンジニアリング演習
Ａ
ソフトウェアエンジニアリング演習
Ｂ
ソフトウェアエンジニアリング演習
Ｃ
基礎プログラミング演習
ビジネスインテリジェンス

1・2・3・4①
1・2・3・4②
3 前
3 ④
3 前
2 前
3 後
2 ④
3 ④
2 ②
2 ③
2 ①
2 ②
3 ③
4 ①
4 ②
2 ①
3 ③

0.3
0.1
0.4
0.4
0.1
2
2
1
1
1
1
0.4
0.4
0.4
1
1
0.3
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
戦略情報室教授
（平成8.4）

98 兼担 教授
モリグチ　ヨシキ

森口　佳樹
＜平成２７年４月＞

法学修士※ 日本国憲法 1・2・3・4前 2 1

和歌山大学
経済学部教授
（平成4.4）

99 兼担 教授
ヨシダ　マサアキ

吉田　雅章
＜平成２７年４月＞

法学修士 学生生活の危機管理※ 1・2・3・4後 0.1 1

和歌山大学
経済学部教授
（平成元.4）

100 兼担 教授
ヨシダ　ミチヨ

吉田　道代
＜平成２７年４月＞

Ph.D（オースト
ラリア）

わかやまを学ぶ※ 1・2・3・4前 0.1 1

和歌山大学
観光学部教授
（平成26.4）

101 兼担 教授
ヨネザワ　ヨシフミ

米澤　好史
＜平成２７年４月＞

文学修士
記憶力と認知力
心理学概論

1・2・3・4後
1・2・3・4前

2
2

1
1

和歌山大学
教育学部教授
（昭和63.4）

102 兼担 准教授
アラキ　リョウイチ

荒木　良一
＜平成２８年４月＞

博士（環境科
学）

わかやまを学ぶ※
自然と環境※

1・2・3・4前
1・2・3・4②

0.1
0.1

1
1

和歌山大学
教育学部准教授
（平成28.4）
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103 兼担 准教授
ウメダ　レイコ

梅田　礼子
＜令和２年４月＞

修士（文学）

英語I
英語I
英語II
英語III
英語III
英語IV
英語IV

1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4後
2・3・4前
2・3・4前
2・3・4後
2・3・4後

2
2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
クロスカル教育機構教
養・協働教育部門准教
授
（令和2.4）

104 兼担 准教授

オカダ（オバタ）　マリ
コ

岡田（小幡）　真理子
＜平成２７年４月＞

修士（経済学）
※

ワーク・ライフ論※
ジェンダー論※

1・2・3・4①
1・2・3・4②

0.4
0.4

1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（平成16.4）

105 兼担 准教授
オゼキ　アヤコ

小関　彩子
＜平成２７年４月＞

博士（人間・環
境学）

哲学
生と死を考える
倫理学
宗教学

1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4②
1・2・3・4②

1
1
1
1

1
1
1
1

和歌山大学
教育学部准教授
（平成15.10）

106 兼担 准教授
カタフチ　ミホコ

片渕　美穂子
＜平成２７年４月＞

博士（体育科
学）

スポーツ実習Ｈ 1・2・3・4前 1 1

和歌山大学
教育学部准教授
（平成11.4）

107 兼担 准教授

コシノ（ナツボリ）　シ
ヨウジ

越野（夏堀）　章史
＜平成２７年４月＞

修士（教育学）
※

現代日本の教育課題
近代日本の教育課題

1・2・3・4②
1・2・3・4①

1
1

1
1

和歌山大学
教育学部准教授
（平成15.10）

108 兼担 准教授
タシロ　ユウシュウ

田代　優秋
＜令和４年４月＞

博士（工学）
アントレプレナーシップ発展
アントレプレナーシップ基礎
アントレプレナーシップ実践

1・2・3・4④
1・2・3・4②
1・2・3・4③

0.3
0.3
0.3

1
1
1

和歌山大学
産学連携イノベーショ
ンセンター特任准教授
（令和4.4）

109 兼担 准教授
タニグチ　トモミ

谷口　知美
＜平成２７年４月＞

修士（教育学） 教育学総論 1・2・3・4後 2 1

和歌山大学
教育学部准教授
（平成22.4）

110 兼担 准教授
ナガセ　セツジ

永瀬　節治
＜平成２７年４月＞

博士（工学）

地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
地域学
地域協働セミナー※

2②
3通
2③
2④
2①
1・2・3・4②
1・2・3・4後

0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
0.1
0.2

1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部准教授
（平成24.4）

111 兼担 准教授
ニシカワ　カズヒロ

西川　一弘
＜平成２７年４月＞

修士（商学）

たなべフィールド演習
地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
南紀熊野の地域資源研究
自然災害と防災・減災※
地域の課題と多様な関わりを考える
地域協働セミナー※

1・2・3・4後
2②
3通
2③
2④
2①
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4②
1・2・3・4後

1
0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
1
0.1
1
0.2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
紀伊半島価値共創基幹
准教授
（平成25.4）

112 兼担 准教授
ニシヤマ　アツコ

西山　淳子
＜平成２７年４月＞

Ph.D
（Linguistics
）

英語Ⅲ 2・3・4前 2 1

和歌山大学
教育学部准教授
（平成23.4）

113 兼担 准教授
ニタナイ　エイジ

似内　映之
<平成２７年４月>

博士（工学）
研究倫理
技術者倫理
電気電子工学研究実習

2・3・4③
2・3・4④
3 後

1
1
2

1
1
1

和歌山大学
産学連携イノベーショ
ンセンター准教授
（平成10.4）

114 兼担 准教授
ノリサダ　ユリコ

則定　百合子
＜平成２７年４月＞

博士（学術） 心理学総論 1・2・3・4後 2 1

和歌山大学
教育学部准教授
（平成22.4）

115 兼担 准教授
ハシモト　ユイコ

橋本　唯子
＜平成２７年４月＞

修士（文学）

「教養の森」ゼミナールA
「教養の森」ゼミナールB
「教養の森」ゼミナールC
「教養の森」ゼミナールD
博物館実習Ⅰ
博物館実習Ⅱ
博物館資料保存論
博物館資料論
博物館展示論
わかやまの先人たち
わかやま未来学
大学論
博物館概論
博物館教育論

1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4③
1・2・3・4④
3後
4通
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4通
1・2・3・4前
1①
1・2・3・4①
1・2・3・4後
1・2・3・4前

0.3
0.3
0.3
0.3
2
1
1
0.5
2
2
0.1
1
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
クロスカル教育機構教
養・協働教育部門准教
授
（平成25.9）

-教員名簿-34-



116 兼担 准教授
ヒコジ　ケイ

彦次　佳
＜平成２７年４月＞

博士（学術）
スポーツ実習Ｅ
スポーツ実習Ｍ
スポーツ実習Ｐ

1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4後

1
1
1

1
1
1

和歌山大学
教育学部准教授
（平成24.4）

117 兼担 准教授
フジイ　アツシ

藤井　淳
＜令和４年４月＞

法学士 グローバル・エネルギー・トレンド 1・2③ 0.5 1

和歌山大学
経済学部准教授
（令和4.4）

118 兼担 准教授
フジタ　カズフミ

藤田　和史
＜平成２７年４月＞

博士（理学）

地域学
わかやま未来学
地域協働セミナー※
わかやまを学ぶ※
地域協働演習A
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習Adv.
地域協働演習基礎

1・2・3・4②
1①
1・2・3・4後
1・2・3・4前
2②
2③
2④
3通
2①

0.5
0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
0.1
0.2
0.1

1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（平成23.4）

119 兼担 准教授
フジヤマ　イチロウ

藤山　一郎
＜平成２７年４月＞

修士（国際関係
学）※

ASEANと日本
異文化コミュニケーション共同演習A
異文化コミュニケーション共同演習B
わかやま未来学
学生生活の危機管理※
国際協力オンライン演習
国際開発論
国際協力論
多様な視点からみる現代東南アジア

1・2・3・4後
1・2・3・4前
1・2・3・4後
1①
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4②

2
2
2
0.1
0.1
2
2
2
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
日本学教育研究セン
ター准教授
（平成27.4）

120 兼担 准教授
フルイ　カツノリ

古井　克憲
＜平成２７年４月＞

博士（社会福祉
学）

障がい学生支援概論※ 1・2・3・4後 0.5 1

和歌山大学
教育学部准教授
（平成21.4）

121 兼担 准教授
ホンジョウ　マミコ

本庄　麻美子
＜平成２７年４月＞

修士（経営学）

アントレプレナーシップ基礎
アントレプレナーシップ発展
アントレプレナーシップ実践
ジェンダー論※
ワーク・ライフ論※

1・2・3・4②
1・2・3・4④
1・2・3・4③
1・2・3・4②
1・2・3・4①

0.3
0.3
0.3
0.1
0.2

1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（平成16.4）

122 兼担 准教授
ミヤサダ　アキラ

宮定　章
＜令和３年４月＞

博士（工学）

災害ボランティア学
事前復興まちづくり学
わかやま未来学
自然災害と防災・減災※

1・2・3・4③
1・2・3・4④
1①
1・2・3・4後

1
0.5
0.1
0.3

1
1
1
1

和歌山大学
災害科学・レジリエン
ス共創センター特任准
教授
（令和2.11）

123 兼担 准教授
モリ（マツヤマ） マユコ

森（松山）　麻友子
＜平成２９年４月＞

修士（教育学）
障がい学生支援概論※
ジェンダー論※

1・2・3・4後
1・2・3・4②

1.1
0.1

1
1

和歌山大学
クロスカル教育機構障
がい学生支援部門准教
授
（平成29.4）

124 兼担 准教授
ヤマガミ　タツヤ

山神　達也
＜平成２７年４月＞

博士（文学）
人文地理学
わかやまを学ぶ※

1・2・3・4前
1・2・3・4前

2
0.1

1
1

和歌山大学
教育学部准教授
（平成23.4）

125 兼担 准教授
ヨシムラ　テルキ

吉村　旭輝
＜令和４年４月＞

修士（学術）

博物館資料保存論
博物館資料論
わかやまを学ぶ※
わかやま未来学
地域学
民俗芸能論
歴史の見方・考え方※

1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4前
1①
1・2・3・4②
1・2・3・4前
1・2・3・4②

1
0.5
0.5
0.1
0.1
2
0.3

1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
紀伊半島価値共創基幹
准教授
（令和3.10）

126 兼担 講師
カワハシ　ユタカ

川橋　裕
<平成２７年４月>

博士（工学）

ネットワーク情報学演習
インシデントレスポンス演習
情報ネットワーク演習Ａ
情報ネットワーク演習Ｂ

3 後
3 前
2 ③
2 ④

0.2
0.5
0.3
0.3

1
1
1
1

和歌山大学学術情報セ
ンター講師
（平成10.4）

127 兼担 講師
サトウ　ユウスケ

佐藤　祐介
＜平成２８年４月＞

修士（教育学）
※

「教養の森」ゼミナールA
「教養の森」ゼミナールB
「教養の森」ゼミナールC
「教養の森」ゼミナールD
サイエンス論
地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
地域創業論
わかやま未来学
地域学
地域協働セミナー※
天文学※
和歌山企業トップ経営論

1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4③
1・2・3・4④
1・2・3・4①
2②
3通
2③
2④
2①
3前
1①
1・2・3・4②
1・2・3・4後
1・2・3・4①
1・2・3・4後

0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
1
0.1
0.1
0.4
0.2
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
クロスカル教育機構教
養・協働教育部門講師
（平成28.2）

-教員名簿-35-



128 兼担 講師
ニシムラ　リュウイチ

西村　竜一
<平成２７年４月>

博士（工学）

世界の情報通信研究を知る
データサイエンス応用
自主演習A
自主演習B
自主演習C
自主演習D
自主演習E
自主演習F
自主演習G
自主演習H
データサイエンスへの誘いＡ
データサイエンスへの誘いＢ
データサイエンス入門Ａ
データサイエンス入門Ｂ
人工知能概論※
データサイエンス実践
数理・データサイエンス・AI活用PBL
データサイエンス基礎
サウンドプログラミング演習
デザイン情報総合演習１
デザイン情報総合演習２
メディアデザインセミナー１Ａ
メディアデザインセミナー１Ｂ
メディアデザインセミナー２Ａ

1・2・3・4後
2後
1前
1後
2前
2後
3前
3後
4前
4後
1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4③
1・2・3・4④
2②
3①
2・3・4通
2 前
2 ③
3 ①
3 ②
3 ①
3 ②
3 ③

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
0.3
0.3
0.3
0.3
0.1
0.7
0.7
1
1
0.2
0.2
0.1
0.1
0.1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
データ・インテリジェ
ンス教育研究部門講師
（平成16.4）

129 兼担 講師
ミウラ　ヒロカズ

三浦　浩一
<平成２７年４月>

博士（工学）

データサイエンスへの誘いＡ
データサイエンスへの誘いＢ
データサイエンス基礎
データサイエンス入門Ａ
データサイエンス入門Ｂ
データサイエンス実践
数理・データサイエンス・AI活用PBL
データサイエンス応用
知能情報学演習
情報システム実験
人工知能演習

1・2・3・4①
1・2・3・4②
2前
1・2・3・4③
1・2・3・4④
3①
2・3・4通
2後
3 後
3 前
2 後

0.3
0.3
1
0.3
0.3
0.7
0.7
1
0.2
2
0.7

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
データ・インテリジェ
ンス教育研究部門講師
（平成15.4）

130 兼担 助教
フジモト　アキヒロ

藤本　章宏
<平成２７年４月>

博士（情報科
学）

ネットワーク情報学演習
インシデントレスポンス演習
情報ネットワーク演習Ａ
情報ネットワーク演習Ｂ
アルゴリズム演習

3 後
3 前
2 ③
2 ④
2 前

0.2
0.5
0.3
0.3
0.5

1
1
1
1
1

和歌山大学学術情報セ
ンター助教
（平成25.4）

131 兼担 助教
マツシタ　ケイコ

松下　恵子
＜令和２年４月＞

修士（文学）

日本文化入門Ａ
日本文化入門Ｋ
日本語中級B
日本語中級Ａ
日本語中級D
日本語中級K
日本語中級N
日本語上級L

1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4後

2
2
2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
日本学教育研究セン
ター助教
（令和2.4）

132 兼任 講師
アリモト　オサム

有本　收
<令和４年４月>

博士（博士）
量子力学ⅡＡ
量子力学ⅡＢ

3 ①
3 ②

0.5
0.5

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（令和4.4）

133 兼任 講師
イシイ　ユウスケ

石井　裕介
<平成２７年４月>

修士（工学） 環境計測評価法Ⅰ 3 前 1 1

学校法人創真総合技術
学園
 近畿測量専門学校教
授
（平成22.4）

134 兼任 講師
イシダ　マサユキ

石田　正之
<平成２７年４月>

大学卒 建築設備Ⅰ 4 ② 0.5 1

株式会社東畑建築事務
所
設備設計室長
（昭和62.4）

135 兼任 講師
イナダ　タツヤ

稲田　竜也
<平成２７年４月>

学士（芸術工
学）

構造力学
構造材料実験実習

2 後
3 後

1
2

1
1

Ｉ・Ｏ建築構造研究所
代表
（平成21.12）

136 兼任 講師
イマエ　ジョウ

井前　譲
<平成２８年４月>

工学博士
微積分１
微積分２

1 前
1 後

2
2

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成28.4）

137 兼任 講師
イマムラ　トシヤ

今村　俊也
＜平成２７年４月＞

中学校卒 囲碁から広がる教養の世界 1・2・3・4前 0.7 1

一般社団法人関西棋院
囲碁棋士
（昭和55.3）

-教員名簿-36-



138 兼任 講師
ウエダ　ジュンコ

植田　淳子
＜令和４年４月＞

修士（文学） 食と農のこれからを考える 1・2・3・4後 0.7 1

和歌山大学
非常勤講師
（令和4.4）

139 兼任 講師

エドモンド　ゴンザレス
ジュニア

EdmundoGonzalezJr.
＜平成２７年４月＞

Bachelor of
Arts in
Political
Science（アメ
リカ）

英語I
英語II
英語III
英語IV

1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2
2
2

1
1
1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成7.10）

140 兼任 講師
エリカワ　ハルオ

江利川　春雄
＜令和３年４月＞

博士（教育学） 英語IV 2・3・4後 2 1

和歌山大学
非常勤講師
（令和3.4）

141 兼任 講師
オオヒガシ　マサユキ

大東　雅幸
<平成２７年４月>

大学卒
線形代数１
線形代数２

1 前
1 後

2
2

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成25.4）

142 兼任 講師
カナエ　リョウ

金江　亮
<平成３０年４月>

博士（経済学）
確率統計
微積分１
微積分２

1 後
1 前
1 後

2
2
2

1
1
1

桃山学院大学
経済学部准教授
（平成30.4）

143 兼任 講師

ケビン　キーズ　コリン
ズ

Kevin Keyes Collins
＜平成２７年４月＞

Ｐｈ．Ｄ．（ア
メリカ）

Survey of Pre-Modern Japanese
Poetry in Translation
Survey of Pre-Modern Japanese
Prose in Translation
英語I

1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4前

2
2
2

1
1
1

和歌山大学
教育学部講師
（平成6.4）

144 兼任 講師
サカモト　キヨミ

阪本　清美
<令和２年１０月>

博士（学術） 人間工学 3 ③ 1 1
和歌山大学
非常勤講師
（令和2.10）

145 兼任 講師
サワベ　コウヘイ

澤邊　興平
＜平成２７年４月＞

修士（文学）
英語I
英語II
英語II

1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4後

2
2
2

1
1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成19.4）

146 兼任 講師
シマモト　ケイコ

嶋本　圭子
＜令和２年４月＞

修士（文学）
外国語としての日本語を学ぶ
日本語上級D
日本語上級N

1・2・3・4後
1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2
2

1
1
1

和歌山大学
非常勤講師
（令和2.4）

147 兼任 講師
スズキ　アラタ

鈴木　新
<令和３年４月>

博士（工学）
システム工学
組込みシステム

2・3 ①
2・3 前

1
1

1
1

奈良県立大学
地域創造学部教授
（令和3.4）

148 兼任 講師
タカギ　マリ
高木　麻里

＜平成２７年４月＞
高等学校卒

ハングル入門
ハングル初級

1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成22.10）

149 兼任 講師
タカサゴ　マサヒロ

高砂　正弘
<令和４年４月>

博士（工学）

環境デザイン演習Ａ
環境デザイン演習Ｂ
構造学Ａ
構造学Ｂ
構造計画Ａ
構造計画Ｂ
住環境設計演習
環境システム基礎製図Ⅱ
環境システム基礎製図Ⅰ
都市環境設計製図Ａ
都市環境設計製図Ｂ

3 後
4 前
2 ③
2 ④
2 ③
2 ④
2 ④
2 ③
2 前
3 ③
3 ④

0.3
0.3
1
1
1
1
0.2
0.2
0.8
0.1
0.1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

髙砂建築事務所
（令和4.4）

150 兼任 講師
タカハシ　アキオ

高橋　章夫
＜平成２７年４月＞

修士（文学）
英語I
英語II
英語II

1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4後

2
2
2

1
1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成14.4）

151 兼任 講師
タカハシ　ノブタカ

高橋　信隆
＜平成２７年４月＞

博士（文学）
英語I
英語II

1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成15.4）

152 兼任 講師
タナベ　ヒロユキ

田辺　弘幸
<平成２７年４月>

修士（工学） 建築・環境法規Ａ 3 ③ 0.5 1

I Live 田辺弘幸建築
設計事務所
代表
（平成25.4）

153 兼任 講師

ダルビー　ニコラス
パトリック

DALBY　NICHOLAS
PATRICK

＜平成２７年４月＞

MA Cognitive
Science（アイ
ルランド）

英語I
英語I
英語II
英語II

1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4後

2
2
2
2

1
1
1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成21.4）

154 兼任 講師
トバ　カズヤ
鳥羽　加寿也

＜令和４年４月＞
博士（文学）

中国語入門
中国語初級

1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（令和4.4）
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155 兼任 講師
ナカノ　イタル

中野　格
<平成２７年４月>

学士（工学） 建築設備Ⅱ 4 ① 0.5 1

株式会社東畑建築事務
所
シニアエンジニア
（昭和57.4）

156 兼任 講師
ナカノ　リツ

中野　律
＜平成２７年４月＞

修士（教育学） 日本語上級B 1・2・3・4前 2 1

和歌山大学
非常勤講師
（平成14.4）

157 兼任 講師
ハジヅメ　ノリカズ

橋爪　紀和
<平成２７年４月>

高等学校卒 環境計測評価法Ⅱ 3 ③ 0.7 1

橋爪紀和司法書士事務
所
代表
（昭和62.2）

158 兼任 講師
ハヤシ　トモユキ

林　智之
＜平成２９年４月＞

修士（文学）
英語III
英語IV

2・3・4前
2・3・4後

2
2

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成29.4）

159 兼任 講師
ハラマキ　コウイチ

腹巻　宏一
＜平成２７年４月＞

体育学修士
スポーツ実習F
スポーツ実習N

1・2・3・4前
1・2・3・4後

1
1

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成8.4）

160 兼任 講師
ヒキタ　トモミ

疋田　知美
＜平成２８年４月＞

文学博士
英語III
英語IV

2・3・4前
2・3・4後

2
2

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成28.4）

161 兼任 講師
ヒョウドウ　トシキ

兵頭　俊樹
＜令和５年４月＞

文学修士 文学※ 1・2・3・4② 0.4 1

和歌山大学
非常勤講師
（令和4.6）

162 兼任 講師
フクヤス　ナオキ

福安　直樹
<令和３年４月>

博士（工学）
プログラミング言語１
プログラミング言語２

3 ①
3 ②

0.5
0.5

1
1

大阪工業大学
情報科学部特任教授
（令和3.4）

163 兼任 講師
フジナガ　マリコ

藤永　真理子
＜平成２７年４月＞

Master　of
Arts(アメリカ)

英語III
英語IV
日本語上級C
日本語上級M

2・3・4前
2・3・4後
1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2
2
2

1
1
1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成5.4）

164 兼任 講師
フジモト　トモナリ

藤本　智成
＜平成２７年４月＞

修士（文学）
フランス語入門
フランス語初級

1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成15.4）

165 兼任 講師

 ブラウン ダニエル
ジョセフチャールズ

BROWN　DANIEL　JOSEPH
CHARLES

＜平成２７年４月＞

Bachelor of
Science(カナ
ダ）

英語IV 2・3・4後 2 1

Dan’ｓ English
オーナー
（平成18.4）

166 兼任 講師
マサヤ　アキヒロ

柾谷　明大
＜平成２７年４月＞

博士（工学）
イメージ情報処理Ａ
イメージ情報処理Ｂ

3 ①
3 ②

0.5
0.5

1
1

４Ｄセンサー株式会社
代表取締役
（平成24.2）

167 兼任 講師
マツイ　トオル

松井　徹
<令和５年４月>

修士(工学)

熱力学
流体力学
材料力学
機械電子制御研究実習

2 ②
2 ③
2 ②
3 後

2
2
2
2

1
1
1
1

和歌山大学
非常勤講師
（令和5.4）

168 兼任 講師
マツダ　デイビッド
松田　デイビッド

＜平成２８年４月＞

Bachelor of
Arts(アメリ
カ）

英語III
英語IV

2・3・4前
2・3・4後

2
2

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成28.４）

169 兼任 講師
ミカワ　タクミ

三河　巧
＜平成２７年４月＞

修士（工学） 知的財産権※ 1・2・3・4② 0.3 1

パナソニックセミコンダ
クターソリューションズ
株式会社
主幹
（平成6.4）

170 兼任 講師
ミナカタ　リエコ

南方　里衣子
＜平成３１年４月＞

修士（外国語教
育学）

日本文化とビジネス日本語A
日本文化とビジネス日本語K

1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成31.4）

171 兼任 講師
モリ　ユタカ

森　裕
＜平成３１年4月＞

博士(工学)   光学 2 ③ 1 1
有限会社小門紙店
（平成31.4）

172 兼任 講師
ヨシジマ　ヤスノリ

吉島　保則
＜平成３１年４月＞

文学士 知的財産権※ 1・2・3・4② 0.1 1

富士通株式会社
法務知的財産権本部
グローバルビジネス法
務部　シニアディレク
ター
（昭和63.4）
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 専 教授
オキュウド　マサミ

尾久土　正己
＜平成28年4月＞

博士（学術）

「教養の森」ゼミナールA
「教養の森」ゼミナールB
「教養の森」ゼミナールC
「教養の森」ゼミナールD
天文学※
地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
博物館資料論
博物館経営論
博物館情報・メディア論
基礎演習
観光と視覚
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
Global Seminar
卒業論文
Dissertation
プロジェクト自主演習A
プロジェクト自主演習B
プロジェクト自主演習C
プロジェクト自主演習D
プロジェクト自主演習E
プロジェクト自主演習F
プロジェクト自主演習G
プロジェクト自主演習H
プロジェクト自主演習J
プロジェクト自主演習K
プロジェクト自主演習L
プロジェクト自主演習M

1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4③
1・2・3・4④
1・2・3・4①
2②
3通
2③
2④
2①
1・2・3・4後
1・2・3・4通
1・2・3・4通
1前
2・3・4①
3通
4通
4通
4通
4通
2通
2通
2通
2通
3通
3通
3通
3通
4通
4通
4通
4通

0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
0.5
2
2
2
2
4
4
4
4
4
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部教授
（平成15.8）

2 専 教授
オオウラ　ユミ

大浦　由美
＜平成28年4月＞

博士（農学）

サイエンス論
食と農のこれからを考える
地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
地域学
地域協働セミナー※
南信州・飯田フィールドスタディG
南信州・飯田フィールドスタディH
南信州・飯田フィールドスタディI
南信州・飯田フィールドスタディJ
観光資源論
地域再生論
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
Global Seminar
卒業論文
Dissertation
プロジェクト自主演習A
プロジェクト自主演習B
プロジェクト自主演習C
プロジェクト自主演習D
プロジェクト自主演習E
プロジェクト自主演習F
プロジェクト自主演習G
プロジェクト自主演習H
プロジェクト自主演習J
プロジェクト自主演習K
プロジェクト自主演習L
プロジェクト自主演習M

1・2・3・4①
1・2・3・4後
2②
3通
2③
2④
2①
1・2・3・4②
1・2・3・4後
1通
2通
3通
4通
2・3・4①
2・3・4①
3通
4通
4通
4通
4通
2通
2通
2通
2通
3通
3通
3通
3通
4通
4通
4通
4通

0.3
0.7
0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
0.1
0.2
1
1
2
2
2
2
4
4
4
4
4
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部教授
（平成19.4）

3 専 教授
カトウ　クミ
加藤　久美

＜平成28年4月＞

 Ph.D.
Humanities(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

Strategic Tourism Management
Tourism and Hospitality Marketing
Customer Relationship Management
Principles of Tourism D
Sustainable Destination Management
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
Global Seminar
卒業論文
Dissertation
プロジェクト自主演習A
プロジェクト自主演習B
プロジェクト自主演習C
プロジェクト自主演習D
プロジェクト自主演習E
プロジェクト自主演習F
プロジェクト自主演習G
プロジェクト自主演習H
プロジェクト自主演習J
プロジェクト自主演習K
プロジェクト自主演習L
プロジェクト自主演習M

2①
2①

2①
2①
2通

3通
4通
4通
4通
4通
2通
2通
2通
2通
3通
3通
3通
3通
4通
4通
4通
4通

2
2

2
2
2

4
4
4
4
4
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7

1
1

1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部教授
（平成20.4）

別記様式第３号（その２の１）

担当
単位数

年間
開講数

年齢
月額

基本給
（千円）

（観光学部観光学科）

教 員 の 氏 名 等

申請に係る
大学等の職
務に従事す

る
週当たり平
均 日 数

配当
年次

職位
現　職

（就任年月）
専任等
区分

保有
学位等

調書
番号

担当授業科目の名称
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4 専 教授
キガワ　ツヨシ

木川　剛志
＜平成28年4月＞

博士（工学）

基礎演習
観光・地域づくり講座
観光映像論
Local/Rural Tourism
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
Global Seminar
卒業論文
Dissertation
プロジェクト自主演習A
プロジェクト自主演習B
プロジェクト自主演習C
プロジェクト自主演習D
プロジェクト自主演習E
プロジェクト自主演習F
プロジェクト自主演習G
プロジェクト自主演習H
プロジェクト自主演習J
プロジェクト自主演習K
プロジェクト自主演習L
プロジェクト自主演習M

1前
1後
2・3・4①
2①
3通
4通
4通
4通
4通
2通
2通
2通
2通
3通
3通
3通
3通
4通
4通
4通
4通

2
1
2
2
4
4
4
4
4
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部教授
（平成27.4）

5 専 教授
キタムラ　モトナリ

北村　元成
＜平成28年4月＞

修士(デザイン学)

基礎演習
観光と色彩
観光デザイン論（ｔ）
観光表現論
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
Global Seminar
卒業論文
Dissertation
プロジェクト自主演習A
プロジェクト自主演習B
プロジェクト自主演習C
プロジェクト自主演習D
プロジェクト自主演習E
プロジェクト自主演習F
プロジェクト自主演習G
プロジェクト自主演習H
プロジェクト自主演習J
プロジェクト自主演習K
プロジェクト自主演習L
プロジェクト自主演習M

1前
1・2・3・4前
2・3・4①
2・3・4前
3通
4通
4通
4通
4通
2通
2通
2通
2通
3通
3通
3通
3通
4通
4通
4通
4通

2
2
2
2
4
4
4
4
4
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部教授
（平成10.1）

6 専 教授
ササキ　ソウタロウ

佐々木　壮太郎
＜平成28年4月＞

修士（経営学）

情報処理ⅠＡ
情報処理ⅠＢ
観光学概論
観光マーケティング論
観光と心
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
Global Seminar
卒業論文
Dissertation
プロジェクト自主演習A
プロジェクト自主演習B
プロジェクト自主演習C
プロジェクト自主演習D
プロジェクト自主演習E
プロジェクト自主演習F
プロジェクト自主演習G
プロジェクト自主演習H
プロジェクト自主演習J
プロジェクト自主演習K
プロジェクト自主演習L
プロジェクト自主演習M

1・2・3・4①
1・2・3・4②
1①
2・3・4①
2・3・4①
3通
4通
4通
4通
4通
2通
2通
2通
2通
3通
3通
3通
3通
4通
4通
4通
4通

1
1
2
2
2
4
4
4
4
4
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部教授
（平成7.4）

7 専 教授
タケバヤシ　ハジメ

竹林　明
＜平成28年4月＞

修士（経営学）※

現代社会におけるリーダーシップ※
観光キャリアデザインⅠ
観光キャリアデザインⅡ
観光人材論
観光経営論
観光地マネジメント論（ｔ）
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
Global Seminar
卒業論文
Dissertation
プロジェクト自主演習A
プロジェクト自主演習B
プロジェクト自主演習C
プロジェクト自主演習D
プロジェクト自主演習E
プロジェクト自主演習F
プロジェクト自主演習G
プロジェクト自主演習H
プロジェクト自主演習J
プロジェクト自主演習K
プロジェクト自主演習L
プロジェクト自主演習M

1・2・3・4②
1①
2①
2・3・4①
2・3・4①
2・3・4①
3通
4通
4通
4通
4通
2通
2通
2通
2通
3通
3通
3通
3通
4通
4通
4通
4通

0.8
1
1
2
2
2
4
4
4
4
4
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部教授
（平成9.4）

-教員名簿-40-



8 専 教授
デグチ　タツヤ

出口　竜也
＜平成２８年4月＞

修士（経営学）

基礎演習
観光地プロデュース論
国際観光論
観光経営特殊講義Ａ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
Global Seminar
卒業論文
Dissertation
プロジェクト自主演習A
プロジェクト自主演習B
プロジェクト自主演習C
プロジェクト自主演習D
プロジェクト自主演習E
プロジェクト自主演習F
プロジェクト自主演習G
プロジェクト自主演習H
プロジェクト自主演習J
プロジェクト自主演習K
プロジェクト自主演習L
プロジェクト自主演習M

1前
1通
1①
2・3・4①
3通
4通
4通
4通
4通
2通
2通
2通
2通
3通
3通
3通
3通
4通
4通
4通
4通

2
1
2
2
4
4
4
4
4
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部教授
（平成19.4）

10 専 教授
ホリタ　ユミコ
堀田　祐三子

＜平成28年4月＞
博士（工学）

基礎演習
観光学概論
English Lab ⅠA
English Lab ⅠB
観光まちづくり論
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
Global Seminar
卒業論文
Dissertation
プロジェクト自主演習A
プロジェクト自主演習B
プロジェクト自主演習C
プロジェクト自主演習D
プロジェクト自主演習E
プロジェクト自主演習F
プロジェクト自主演習G
プロジェクト自主演習H
プロジェクト自主演習J
プロジェクト自主演習K
プロジェクト自主演習L
プロジェクト自主演習M

1前
1①
1後
2後
2・3・4①
3通
4通
4通
4通
4通
2通
2通
2通
2通
3通
3通
3通
3通
4通
4通
4通
4通

2
2
1
1
2
4
4
4
4
4
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部教授
（平成19.4）

和歌山大学
観光学部教授
（平成15.8）

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

0.1
0.1
2
1
1
2
4
4
4
4
4
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
3
4
1
2
3
4
1
2
3
4
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7

1・2・3・4前
1・2・3・4②
1前
1後
2後
2・3・4①
3通
4通
4通
4通
4通
2通
2通
2通
2通
3通
3通
3通
3通
4通
4通
4通
4通
2通
2通
2通
2通
3通
3通
3通
3通
4通
4通
4通
4通
2通
2通
2通
2通
3通
3通
3通
3通
4通
4通
4通
4通

9 専 教授

ヒガシ　エツコ
東　悦子

＜平成28年4月＞

わかやまを学ぶ※
歴史の見方・考え方※
基礎演習
English Lab ⅠA
English Lab ⅠB
観光と異文化理解
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
Global Seminar
卒業論文
Dissertation
Self-Directed Project A
Self-Directed Project B
Self-Directed Project C
Self-Directed Project D
Self-Directed Project E
Self-Directed Project F
Self-Directed Project G
Self-Directed Project H
Self-Directed Project J
Self-Directed Project K
Self-Directed Project L
Self-Directed Project M
Gloval Learning Advanced A
Gloval Learning Advanced B
Gloval Learning Advanced C
Gloval Learning Advanced D
Gloval Learning Advanced E
Gloval Learning Advanced F
Gloval Learning Advanced G
Gloval Learning Advanced H
Gloval Learning Advanced J
Gloval Learning Advanced K
Gloval Learning Advanced L
Gloval Learning Advanced M
プロジェクト自主演習A
プロジェクト自主演習B
プロジェクト自主演習C
プロジェクト自主演習D
プロジェクト自主演習E
プロジェクト自主演習F
プロジェクト自主演習G
プロジェクト自主演習H
プロジェクト自主演習J
プロジェクト自主演習K
プロジェクト自主演習L
プロジェクト自主演習M

修士（教育学）※

-教員名簿-41-



12 専 教授
ヨシダ　ミチヨ

吉田　道代
＜平成28年4月＞

 Ph.D.(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

わかやまを学ぶ※
観光とダイバーシティ
Urban Tourism
Tourism and Culture
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
Global Seminar
卒業論文
Dissertation
プロジェクト自主演習A
プロジェクト自主演習B
プロジェクト自主演習C
プロジェクト自主演習D
プロジェクト自主演習E
プロジェクト自主演習F
プロジェクト自主演習G
プロジェクト自主演習H
プロジェクト自主演習J
プロジェクト自主演習K
プロジェクト自主演習L
プロジェクト自主演習M

1・2・3・4前
2・3・4①
2・3・4①
2①
3通
4通
4通
4通
4通
2通
2通
2通
2通
3通
3通
3通
3通
4通
4通
4通
4通

0.1
2
2
2
4
4
4
4
4
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部教授
（平成26.4）

会計学
観光キャリアデザインⅠ
観光キャリアデザインⅡ
観光調査法Ａ
観光経営特殊講義Ｂ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
Global Seminar
卒業論文
Dissertation
Global Corporate Internship A
Global Corporate Internship B
Global Corporate Internship C
Global Corporate Internship D
Global Corporate Internship E
Global Corporate Internship F
Global Corporate Internship G
Global Corporate Internship H
Global Corporate Internship J
Global Corporate Internship K
Global Corporate Internship L
Global Corporate Internship M
Global Corporate Internship N
Global Corporate Internship O
Global Corporate Internship P
Global Corporate Internship Q
Global Learning Activity A
Global Learning Activity B
Global Learning Activity C
Global Learning Activity D
Global Learning Activity E
Global Learning Activity F
Global Learning Activity G
Global Learning Activity H
Global Learning Activity J
Global Learning Activity K
Global Learning Activity L
Global Learning Activity M
Global Learning Activity N
Global Learning Activity O
Global Learning Activity P
Global Learning Activity Q
プロジェクト自主演習A
プロジェクト自主演習B
プロジェクト自主演習C
プロジェクト自主演習D
プロジェクト自主演習E
プロジェクト自主演習F
プロジェクト自主演習G
プロジェクト自主演習H
プロジェクト自主演習J
プロジェクト自主演習K
プロジェクト自主演習L
プロジェクト自主演習M
観光学部インターシップA
観光学部インターシップB
観光学部インターシップC
観光学部インターシップD
観光学部インターシップE
観光学部インターシップF
観光学部インターシップG
観光学部インターシップH
観光学部インターシップJ
観光学部インターシップK
観光学部インターシップL
観光学部インターシップM
観光学部インターシップN
観光学部インターシップO
観光学部インターシップP
観光学部インターシップQ

11 専 教授
ヤシマ　ユウジ

八島　雄士
＜平成28年4月＞

 博士（マネジメン
ト）

2①
1①
2①
1①
2・3・4①
3通
4通
4通
4通
4通
1通
1通
1通
1通
2通
2通
2通
2通
3通
3通
3通
3通
4通
4通
4通
4通
1通
1通
1通
1通
2通
2通
2通
2通
3通
3通
3通
3通
4通
4通
4通
4通
2通
2通
2通
2通
3通
3通
3通
3通
4通
4通
4通
4通
1通
1通
1通
1通
2通
2通
2通
2通
3通
3通
3通
3通
4通
4通
4通
4通

2
1
1
2
2
4
4
4
4
4
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部教授
（平成28.4）

-教員名簿-42-



13 専 准教授
サノ　カエデ

佐野　楓
＜平成28年4月＞

博士（商学）

Critical Tourism Issues B
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
Global Seminar
卒業論文
Dissertation
プロジェクト自主演習A
プロジェクト自主演習B
プロジェクト自主演習C
プロジェクト自主演習D
プロジェクト自主演習E
プロジェクト自主演習F
プロジェクト自主演習G
プロジェクト自主演習H
プロジェクト自主演習J
プロジェクト自主演習K
プロジェクト自主演習L
プロジェクト自主演習M

2前
3通
4通
4通
4通
4通
2通
2通
2通
2通
3通
3通
3通
3通
4通
4通
4通
4通

2
4
4
4
4
4
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部准教授
（平成27.4）

14 専 准教授
サワダ　トモキ

澤田　知樹
＜平成28年4月＞

博士（法学）

基礎演習
観光関連法規B
地域再生と関連法規
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
Global Seminar
卒業論文
Dissertation
プロジェクト自主演習A
プロジェクト自主演習B
プロジェクト自主演習C
プロジェクト自主演習D
プロジェクト自主演習E
プロジェクト自主演習F
プロジェクト自主演習G
プロジェクト自主演習H
プロジェクト自主演習J
プロジェクト自主演習K
プロジェクト自主演習L
プロジェクト自主演習M

1前
1①
2・3・4①
3通
4通
4通
4通
4通
2通
2通
2通
2通
3通
3通
3通
3通
4通
4通
4通
4通

2
2
2
4
4
4
4
4
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部准教授
（平成19.4）

15 専 准教授
タケバヤシ　ヒロシ

竹林　浩志
＜平成28年4月＞

修士（商学）※

基礎演習
観光組織論
観光戦略論（ｔ）
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
Global Seminar
卒業論文
Dissertation
プロジェクト自主演習A
プロジェクト自主演習B
プロジェクト自主演習C
プロジェクト自主演習D
プロジェクト自主演習E
プロジェクト自主演習F
プロジェクト自主演習G
プロジェクト自主演習H
プロジェクト自主演習J
プロジェクト自主演習K
プロジェクト自主演習L
プロジェクト自主演習M

1前
2・3・4①
2・3・4①
3通
4通
4通
4通
4通
2通
2通
2通
2通
3通
3通
3通
3通
4通
4通
4通
4通

2
2
2
4
4
4
4
4
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部准教授
（平成19.4）

16 専 准教授

アビック　チャクラバ
ルティ

Abhik Chakraborty
＜平成31年4月＞

博士（アジア大平洋
学）

Principles of Tourism B
Nature Tourism
Academic　SkillsⅡ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
Global Seminar
卒業論文
Dissertation
プロジェクト自主演習A
プロジェクト自主演習B
プロジェクト自主演習C
プロジェクト自主演習D
プロジェクト自主演習E
プロジェクト自主演習F
プロジェクト自主演習G
プロジェクト自主演習H
プロジェクト自主演習J
プロジェクト自主演習K
プロジェクト自主演習L
プロジェクト自主演習M

1①
2①
2
3通
4通
4通
4通
4通
2通
2通
2通
2通
3通
3通
3通
3通
4通
4通
4通
4通

2
2
2
4
4
4
4
4
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部准教授
（平成28.4）

-教員名簿-43-



17 専 准教授
アダム　ドーリング

Adam Doering
＜平成31年4月＞

 Ph.D.
in Tourism(ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝ
ﾄﾞ)

プロジェクト演習
Principles of Tourism C
Ethics of Tourism
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
Global Seminar
卒業論文
Dissertation
プロジェクト自主演習A
プロジェクト自主演習B
プロジェクト自主演習C
プロジェクト自主演習D
プロジェクト自主演習E
プロジェクト自主演習F
プロジェクト自主演習G
プロジェクト自主演習H
プロジェクト自主演習J
プロジェクト自主演習K
プロジェクト自主演習L
プロジェクト自主演習M

2前
2①
2①
3通
4通
4通
4通
4通
2通
2通
2通
2通
3通
3通
3通
3通
4通
4通
4通
4通

2
2
2
4
4
4
4
4
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部准教授
（平成28.4）

18 専 准教授
ナガイ　ハヤト

永井　隼人
＜平成29年4月＞

 Ph.D.(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

Principles of Tourism A
Tourist Behavior
Event Management
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
Global Seminar
卒業論文
Dissertation
プロジェクト自主演習A
プロジェクト自主演習B
プロジェクト自主演習C
プロジェクト自主演習D
プロジェクト自主演習E
プロジェクト自主演習F
プロジェクト自主演習G
プロジェクト自主演習H
プロジェクト自主演習J
プロジェクト自主演習K
プロジェクト自主演習L
プロジェクト自主演習M

1①
2・3・4①
2①
3通
4通
4通
4通
4通
2通
2通
2通
2通
3通
3通
3通
3通
4通
4通
4通
4通

2
2
2
4
4
4
4
4
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部准教授
（平成28.4）

19 専 准教授
ナガセ　セツジ

永瀬　節治
＜平成28年4月＞

博士（工学）

地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
地域学
地域協働セミナー※
基礎演習
観光空間計画論
地域形成史
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
Global Seminar
卒業論文
Dissertation
プロジェクト自主演習A
プロジェクト自主演習B
プロジェクト自主演習C
プロジェクト自主演習D
プロジェクト自主演習E
プロジェクト自主演習F
プロジェクト自主演習G
プロジェクト自主演習H
プロジェクト自主演習J
プロジェクト自主演習K
プロジェクト自主演習L
プロジェクト自主演習M

2②
3通
2③
2④
2①
1・2・3・4②
1・2・3・4後
1前
2・3・4①
2・3・4①
3通
4通
4通
4通
4通
2通
2通
2通
2通
3通
3通
3通
3通
4通
4通
4通
4通

0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
0.1
0.2
2
2
2
4
4
4
4
4
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部准教授
（平成24.4）

20 兼担 教授
アキヤマ　ヒロアキ

秋山　演亮
＜平成28年4月＞

博士（理学）

地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
わかやま未来学
宇宙開発論
地域協働セミナー※
天文学※

2②
3通
2③
2④
2①
1①
1・2・3・4①
1・2・3・4後
1・2・3・4①

0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
0.1
1
0.3
0.2

1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
クロスカル教育機構教
養・協働教育部門教授
（平成27.1）

21 兼担 教授
アシダ　マサヤ

芦田　昌也
＜平成28年4月＞

博士（工学）
ワーク・ライフ論※
わかやま未来学

1・2・3・4①
1①

0.1
0.1

1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成8.4）

22 兼担 教授
アベ　シュウジロウ

阿部　秀二郎
＜平成28年4月＞

修士（経済学）※ 経済学の考え方 1・2・3・4② 1 1
和歌山大学
経済学部教授
（平成11.4）

23 兼担 教授
ウチオ　フミタカ

内尾　文隆
＜平成28年4月＞

博士（工学） 学生生活の危機管理※ 1・2・3・4後 0.1 1
和歌山大学学術情報セ
ンター教授
（平成2.4）

24 兼担 教授
ウチダ　ミドリ
内田　みどり

＜平成28年4月＞
法学修士※

教養としての政治学【隔年】
国際化時代の文化と思想※
社会科学方法論【隔年】
途上国の政治と環境問題

1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
1.3
2
2

1
1
1
1

和歌山大学
教育学部教授
（平成9.10）

25 兼担 教授
エグサ　ノブユキ

江種　伸之
＜平成28年4月＞

博士（工学）
災害科学※
防災工学

1・2・3・4②
1・2・3・4後

0.3
2

1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成8.4）

-教員名簿-44-



26 兼担 教授
エシタ　タカシ

惠下　隆
＜平成28年4月＞

工学博士

和歌山企業トップ経営論
知的財産権※
アントレプレナーシップ基礎
アントレプレナーシップ実践
アントレプレナーシップ発展

1・2・3・4後
1・2・3・4②
1・2・3・4②
1・2・3・4③
1・2・3・4④

1
0.6
0.3
0.3
0.3

1
1
1
1
1

和歌山大学理事
（平成29.12）

27 兼担 教授
エンドウ　フビト

遠藤　史
＜平成28年4月＞

文学修士

わかやまを学ぶ※
わかやま未来学
英語の歴史
言語学

1・2・3・4前
1①
1・2・3・4後
1・2・3・4②

0.1
0.1
2
1

1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（昭和63.4）

28 兼担 教授
オカザキ　ユタカ

岡崎　裕
＜平成28年4月＞

教育学修士 消費者市民と社会 1・2・3・4後 2 1
和歌山大学大学院
教育学研究科教授
（平成27.4）

29 兼担 教授 博士（医学）
学生生活の危機管理※
自然災害と防災・減災※
障がい学生支援概論※

1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4後

0.1
0.1
0.4

1
1
1

和歌山大学
保健センター教授
（令和3.4）

30 兼担 教授

オガワ　ケンイチ
小河　健一

＜令和3年4月＞

カナガワ　メグミ
金川　めぐみ

＜平成28年4月＞
修士（学術）

ジェンダー論※
ワーク・ライフ論※
学生生活の危機管理※

1・2・3・4②
1・2・3・4①
1・2・3・4後

0.2
0.1
0.1

1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成13.4）

31 兼担 教授
カナザワ　タカアキ

金澤　孝彰
＜平成28年4月＞

経済学修士※
学生生活の危機管理※
国際化時代の文化と思想※

1・2・3・4後
1・2・3・4後

1.2
0.1

1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成5.4）

32 兼担 教授
キシガミ　ミツヨシ

岸上　光克
＜平成28年4月＞

博士（農学）

食と農のこれからを考える
地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
地域創業論
南紀熊野の地域資源研究
わかやまを学ぶ※
わかやま未来学
食農学
地域協働セミナー※

1・2・3・4後
2②
3通
2③
2④
2①
3前
1・2・3・4後
1・2・3・4前
1①
1・2・3・4②
1・2・3・4後

0.7
0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
1
1
0.1
0.1
1
0.2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
食農総合研究教育セン
ター教授
（平成28.4）

33 兼担 教授
コガ　ツネノリ

古賀　庸憲
＜平成28年4月＞

理学修士
わかやまを学ぶ※
和歌山の自然

1・2・3・4前
1・2・3・4前後

0.1
1

1
1

和歌山大学
教育学部教授
（平成12.4）

34 兼担 教授
コノマツ　マサヒコ

此松　昌彦
＜平成28年4月＞

博士（理学）

自然災害と防災・減災※
地球科学
災害科学※
博物館資料論
学生生活の危機管理※
防災教育論
和歌山の自然

1・2・3・4後
1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4前後

1.2
1
0.8
0.5
0.1
2
1

1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
教育学部教授
（平成11.4）

35 兼担 教授
サイトウ　クミコ

齊藤　久美子
＜平成28年4月＞

経済学修士
会計学A
会計学B
会計学D

1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4④

1
1
1

1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（昭和63.4）

36 兼担 教授
サカマ　チアキ

坂間　千秋
＜平成28年4月＞

博士（工学） 論理的思考 1・2・3・4後 2 1
和歌山大学
システム工学部教授
（平成7.4）

37 兼担 教授
タキノ　クニオ

瀧野　邦雄
＜平成28年4月＞

文学修士
中国語入門
中国語初級

1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2

1
1

和歌山大学
経済学部教授
（昭和62.4）

38 兼担 教授
タケウチ　テツジ

竹内　哲治
＜平成28年4月＞

博士（経済学） グローバル・エネルギー・トレンド 1・2③ 0.5 1
和歌山大学
経済学部教授
（平成9.4）

39 兼担 教授
タケダ　アキヒロ

竹田　明弘
＜平成28年4月＞

修士（経営学）※

基礎演習
ホスピタリティ論
サービスマネジメント論
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
Global Seminar
卒業論文
Dissertation
プロジェクト自主演習A
プロジェクト自主演習B
プロジェクト自主演習C
プロジェクト自主演習D
プロジェクト自主演習E
プロジェクト自主演習F
プロジェクト自主演習G
プロジェクト自主演習H
プロジェクト自主演習J
プロジェクト自主演習K
プロジェクト自主演習L
プロジェクト自主演習M

1前
1①
2・3・4①
3通
4通
4通
4通
4通
2通
2通
2通
2通
3通
3通
3通
3通
4通
4通
4通
4通

2
2
2
4
4
4
4
4
1
2
4
7
1
2
4
7
1
2
4
7

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
観光学部准教授
（平成19.4）

40 兼担 教授
チダ　マヤ
千田　まや

＜平成28年4月＞
文学修士

ドイツの歴史と文化
ドイツ語初級
ドイツ語初級
ドイツ語中級Ａ
ドイツ語中級Ｂ
ドイツ語入門
ドイツ語入門
わかやま未来学
国際化時代の文化と思想※
文学※

1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4後
2・3・4前
2・3・4後
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1①
1・2・3・4後
1・2・3・4②

2
2
2
2
2
2
2
0.1
0.3
0.6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
クロスカル教育機構教
養・協働教育部門教授
（昭和62.9）
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41 兼担 教授
ツカダ　コウジ

塚田　晃司
＜平成28年4月＞

博士（工学） 自然災害と防災・減災※ 1・2・3・4後 0.1 1
和歌山大学
システム工学部教授
（平成15.10）

42 兼担 教授
ツジモト　カツヒサ

辻本　勝久
＜平成２８年4月＞

博士（学術）
交通システム論A
交通システム論B

1・2・3・4①
1・2・3・4②

1
1

1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成13.4）

43 兼担 教授
トミタ　アキヒコ

富田　晃彦
＜平成28年4月＞

博士（理学）
わかやまを学ぶ※
天文学※

1・2・3・4前
1・2・3・4①

0.1
0.3

1
1

和歌山大学大学院
教育学研究科教授
（平成9.4）

44 兼担 教授
ナカシマ　アツシ

中島　敦司
＜平成28年4月＞

博士（学術） 自然と環境※ 1・2・3・4② 0.8 1
和歌山大学
システム工学部教授
（平成8.4）

45 兼担 教授
ナガトモ　アヤコ

長友　文子
＜平成28年4月＞

教育学修士

日本語文章の書き方
日本語中級C
日本語中級L
日本語中級M
日本語上級Ａ
日本語上級K
日本事情
日本語日本文化研究A
日本語日本文化研究K

1・2・3・4②
1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4後

1
2
2
2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
日本学教育研究セン
ター教授
（平成6.4）

46 兼担 教授
ナガヒロ　トシタカ

長廣　利崇
＜平成28年4月＞

博士（経済学）
歴史の見方・考え方※
わかやまを学ぶ※

1・2・3・4②
1・2・3・4前

0.5
0.1

1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成18.4）

47 兼担 教授
フジナガ　ヒロシ

藤永　博
＜平成28年4月＞

Ｍ．Ｓ．（アメリカ）
※

わかやま未来学
わかやま沿岸域の環境問題を考える
論理的な文章の書き方
パラグラフ・ライティング
健康とスポーツの生理学的基礎【隔
年】
健康とスポーツの心理学的基礎【隔
年】
スポーツ実習Ａ
スポーツ実習Ｃ
スポーツ実習Ｇ
スポーツ実習Ｉ
スポーツ実習Ｋ
スポーツ実習Ｏ
ジェンダー論※
ワーク・ライフ論※
囲碁から広がる教養の世界
現代社会におけるリーダーシップ※

1①
1・2・3・4②
1・2・3・4③
1・2・3・4④
1・2・3・4③

1・2・3・4④

1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4②
1・2・3・4①
1・2・3・4前
1・2・3・4②

0.1
1
1
1
1

1

1
1
1
1
1
1
0.1
0.1
0.7
0.3

1
1
1
1
1

1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部教授
（平成3.4）

48 兼担 教授

マツダ（コバヤシ）
ノリユキ

松田(小林)　憲幸
＜平成28年4月＞

博士（工学）
人工知能の初歩
人工知能概論※

2①
2②

1
0.9

1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成12.4）

49 兼担 教授

マグレビ　ナビル　ベ
ン モハッメド

Maghrebi Nabil Ben
Mohamed

＜平成28年4月＞

博士（経済学） 国際化時代の文化と思想※ 1・2・3・4後 0.1 1
和歌山大学
経済学部教授
（平成8.4）

50 兼担 教授
ミシナ　ヒデノリ

三品　英憲
＜平成28年4月＞

博士（史学）
国際化時代の文化と思想※
歴史の見方・考え方※

1・2・3・4後
1・2・3・4②

0.1
0.1

1
1

和歌山大学
教育学部教授
（平成20.4）

51 兼担 教授
ミツダ　ナルキ

満田　成紀
＜平成28年4月＞

博士（工学）
サイエンス論
地域学
ビジネスインテリジェンス

1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4➂

0.3
0.1
1

1
1
1

和歌山大学戦略情報室
教授
（平成8.4）

52 兼担 教授
ミヤガワ　トモコ

宮川　智子
＜平成28年4月＞

博士（学術）

地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
地域学
地域協働セミナー※

2②
3通
2③
2④
2①
1・2・3・4②
1・2・3・4後

0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
0.1
0.3

1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成17.4）

53 兼担 教授
ムラタ　カズコ

村田　和子
＜平成28年4月＞

学士
社会教育概説A
社会教育概説B

1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2

1
1

和歌山大学
紀伊半島価値共創基幹
教授
（平成20.4）

54 兼担 教授
ムラタ　ヨリノブ

村田　頼信
＜平成28年4月＞

博士（工学） ロボット学 1・2・3・4② 1 1
和歌山大学
システム工学部教授
（平成8.4）

55 兼担 教授
モリグチ　ヨシキ

森口　佳樹
＜平成28年4月＞

法学修士※ 日本国憲法 1・2・3・4前 2 1
和歌山大学
経済学部教授
（平成4.4）

56 兼担 教授
ヨシダ　マサアキ

吉田　雅章
＜平成28年4月＞

法学修士 学生生活の危機管理※ 1・2・3・4後 0.1 1
和歌山大学
経済学部教授
（平成元.4）

-教員名簿-46-



57 兼担 教授
ヨシノ　タカシ

吉野　孝
＜平成28年4月＞

博士（情報科学）

データサイエンスへの誘いＡ
データサイエンスへの誘いＢ
データサイエンス入門Ａ
データサイエンス入門Ｂ
データサイエンス実践
数理・データサイエンス・AI活用PBL
モバイルシステム技術論1
モバイルシステム技術論2
情報ネットワークA
発想法

1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4③
1・2・3・4④
3①
2・3・4通

1・2・3・4②
1・2・3・4➂
1・2・3・4①
1・2・3・4④

0.3
0.3
0.3
0.3
0.7
0.7

1
1
1
1

1
1
1
1
1
1

1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部教授
（平成13.3）

58 兼担 教授
ヨネザワ　ヨシフミ

米澤　好史
＜平成28年4月＞

文学修士
記憶力と認知力
心理学概論

1・2・3・4後
1・2・3・4前

2
2

1
1

和歌山大学
教育学部教授
（昭和63.4）

59 兼担 准教授
アキモト　イクコ

秋元　郁子
＜平成28年4月＞

博士（理学） 材料科学と技術展開※ 1・2・3・4① 0.5 1
和歌山大学
システム工学部准教授
（平成12.10）

60 兼担 准教授
アラキ　リョウイチ

荒木　良一
＜平成28年4月＞

博士（環境科学）

わかやまを学ぶ※
自然と環境※
栽培学および実習A
栽培学および実習B

1・2・3・4前
1・2・3・4②
1・2・3・4前
1・2・3・4後

0.1
0.1
3
3

1
1
1
1

和歌山大学
教育学部准教授
（平成28.4）

61 兼担 准教授
ウノ　カズユキ

宇野　和行
＜平成28年4月＞

博士（工学） 材料科学と技術展開※ 1・2・3・4① 0.5 1
和歌山大学
システム工学部准教授
（平成9.4）

62 兼担 准教授

オカダ（オバタ）　マ
リコ

岡田（小幡）　真理子
＜平成28年4月＞

修士（経済学）※
ワーク・ライフ論※
ジェンダー論※

1・2・3・4①
1・2・3・4②

0.4
0.4

1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（平成16.4）

63 兼担 准教授
オゼキ　アヤコ

小関　彩子
＜平成28年4月＞

博士（人間・環境学）

哲学
生と死を考える
倫理学
宗教学

1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4②
1・2・3・4②

1
1
1
1

1
1
1
1

和歌山大学
教育学部准教授
（平成15.10）

64 兼担 准教授
カタフチ　ミホコ

片渕　美穂子
＜平成28年4月＞

博士（体育科学） スポーツ実習Ｈ 1・2・3・4前 1 1
和歌山大学
教育学部准教授
（平成11.4）

65 兼担 准教授

コシノ（ナツボリ）
シヨウジ

越野（夏堀）　章史
＜平成28年4月＞

修士（教育学）※
現代日本の教育課題
近代日本の教育課題

1・2・3・4②
1・2・3・4①

1
1

1
1

和歌山大学
教育学部准教授
（平成15.10）

66 兼担 准教授
サクマ　ヤストミ

佐久間　康富
＜平成28年4月＞

博士（工学）

地域協働演習A
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習Adv.
地域協働演習基礎
地域協働セミナー※
都市デザインＡ
都市デザインＢ

2②
2③
2④
3通
2①
1・2・3・4後
1・2・3・4①
1・2・3・4②

0.1
0.1
0.1
0.2
0.1
0.2
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成29.4）

67 兼担 准教授
ソガ　マサト
曽我　真人

＜平成28年4月＞
博士（工学） 世界の情報通信研究を知る 1・2・3・4後 1 1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成5.4）

68 兼担 准教授
タシロ　ユウシュウ

田代　優秋
＜平成28年4月＞

博士（工学）
アントレプレナーシップ発展
アントレプレナーシップ基礎
アントレプレナーシップ実践

1・2・3・4④
1・2・3・4②
1・2・3・4③

0.3
0.3
0.3

1
1
1

和歌山大学
産学連携イノベーショ
ンセンター特任准教授
（令和4.4）

69 兼担 准教授
タニグチ　トモミ

谷口　知美
＜平成28年4月＞

修士（教育学） 教育学総論 1・2・3・4後 2 1
和歌山大学
教育学部准教授
（平成22.4）

70 兼担 准教授
ニシカワ　カズヒロ

西川　一弘
＜平成28年4月＞

修士（商学）

たなべフィールド演習
地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
南紀熊野の地域資源研究
自然災害と防災・減災※
地域の課題と多様な関わりを考える
地域協働セミナー※

1・2・3・4後
2②
3通
2③
2④
2①
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4②
1・2・3・4後

1
0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
1
0.1
1
0.2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
紀伊半島価値共創基幹
准教授
（平成25.4）

71 兼担 准教授
ニタナイ　エイジ

似内　映之
＜平成28年4月＞

博士（工学）
研究倫理
技術者倫理

2・3・4③
2・3・4④

1
1

1
1

和歌山大学
産学連携イノベーショ
ンセンター准教授
（平成10.4）

72 兼担 准教授
ノリサダ　ユリコ

則定　百合子
＜平成28年4月＞

博士（学術） 心理学総論 1・2・3・4後 2 1
和歌山大学
教育学部准教授
（平成22.4）

-教員名簿-47-



73 兼担 准教授
ハシモト　ユイコ

橋本　唯子
＜平成28年4月＞

修士（文学）

「教養の森」ゼミナールA
「教養の森」ゼミナールB
「教養の森」ゼミナールC
「教養の森」ゼミナールD
博物館実習Ⅰ
博物館実習Ⅰ
博物館実習Ⅱ
博物館資料保存論
博物館資料論
博物館展示論
わかやまの先人たち
わかやま未来学
大学論
博物館概論
博物館教育論

1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4③
1・2・3・4④
3後
3後
4通
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4通
1・2・3・4前
1①
1・2・3・4①
1・2・3・4後
1・2・3・4前

0.3
0.3
0.3
0.3
2
2
1
1
0.5
2
2
0.1
1
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
クロスカル教育機構教
養・協働教育部門准教
授
（平成25.9）

74 兼担 准教授
ヒコジ　ケイ

彦次　佳
＜平成28年4月＞

博士（学術）
スポーツ実習Ｅ
スポーツ実習Ｍ
スポーツ実習Ｐ

1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4後

1
1
1

1
1
1

和歌山大学
教育学部准教授
（平成24.4）

75 兼担 准教授
ヒラタ　タカユキ

平田　隆行
＜平成28年4月＞

博士（工学）
わかやまを学ぶ※
事前復興まちづくり学
自然災害と防災・減災※

1・2・3・4前
1・2・3・4④
1・2・3・4後

0.1
0.5
0.1

1
1
1

和歌山大学
システム工学部准教授
（平成15.4）

76 兼担 准教授
フジイ　アツシ

藤井　淳
＜令和4年4月＞

法学士 グローバル・エネルギー・トレンド 1・2③ 0.5 1
和歌山大学
経済学部准教授
（令和4.4）

77 兼担 准教授
フジタ　カズフミ

藤田　和史
＜平成28年4月＞

博士（理学）

地域学
わかやま未来学
地域協働セミナー※
わかやまを学ぶ※
地域協働演習A
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習Adv.
地域協働演習基礎

1・2・3・4②
1①
1・2・3・4後
1・2・3・4前
2②
2③
2④
3通
2①

0.5
0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
0.1
0.2
0.1

1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（平成23.4）

78 兼担 准教授
フジヤマ　イチロウ

藤山　一郎
＜平成28年4月＞

修士（国際関係学）※

ASEANと日本
異文化コミュニケーション共同演習A
異文化コミュニケーション共同演習B
わかやま未来学
学生生活の危機管理※
国際協力オンライン演習
国際開発論
国際協力論
多様な視点からみる現代東南アジア

1・2・3・4後
1・2・3・4前

1・2・3・4後

1①
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4②

2
2

2

0.1
0.1
2
2
2
1

1
1

1

1
1
1
1
1
1

和歌山大学
日本学教育研究セン
ター准教授
（平成27.4）

79 兼担 准教授
フルイ　カツノリ

古井　克憲
＜平成28年4月＞

博士（社会福祉学） 障がい学生支援概論※ 1・2・3・4後 0.5 1
和歌山大学
教育学部准教授
（平成21.4）

80 兼担 准教授
ホンジョウ　マミコ

本庄　麻美子
＜平成28年4月＞

修士（経営学）

アントレプレナーシップ基礎
アントレプレナーシップ発展
アントレプレナーシップ実践
ジェンダー論※
ワーク・ライフ論※

1・2・3・4②
1・2・3・4④
1・2・3・4③
1・2・3・4②
1・2・3・4①

0.3
0.3
0.3
0.1
0.2

1
1
1
1
1

和歌山大学
経済学部准教授
（平成16.4）

81 兼担 准教授
ミヤサダ　アキラ

宮定　章
＜平成28年4月＞

博士（工学）

災害ボランティア学
事前復興まちづくり学
わかやま未来学
自然災害と防災・減災※

1・2・3・4③
1・2・3・4④
1①
1・2・3・4後

1
0.5
0.1
0.3

1
1
1
1

和歌山大学
災害科学・レジリエン
ス共創センター特任准
教授
（令和2.11）

82 兼担 准教授

モリ（マツヤマ） マ
ユコ

森（松山）　麻友子
＜平成28年4月＞

修士（教育学）
障がい学生支援概論※
ジェンダー論※

1・2・3・4後
1・2・3・4②

1.1
0.1

1
1

和歌山大学
クロスカル教育機構障
がい学生支援部門准教
授
（平成29.4）

83 兼担 准教授
ヤマガミ　タツヤ

山神　達也
＜平成28年4月＞

博士（文学）
人文地理学
わかやまを学ぶ※

1・2・3・4前
1・2・3・4前

2
0.1

1
1

和歌山大学
教育学部准教授
（平成23.4）

84 兼担 准教授
ヤマモト　ユウゴ

山本　祐吾
＜平成28年4月＞

博士（工学） 自然と環境※ 1・2・3・4② 0.1 1
和歌山大学
システム工学部准教授
（平成22.4）

85 兼担 准教授
ヨシムラ　テルキ

吉村　旭輝
＜平成28年4月＞

修士（学術）

博物館資料保存論
博物館資料論
わかやまを学ぶ※
わかやま未来学
地域学
民俗芸能論
歴史の見方・考え方※

1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4前
1①
1・2・3・4②
1・2・3・4前
1・2・3・4②

1
0.5
0.5
0.1
0.1
2
0.3

1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
紀伊半島価値共創基幹
准教授
（令和3.10）
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86 兼担 講師
ニシムラ　リュウイチ

西村　竜一
＜平成28年4月＞

博士（工学）

世界の情報通信研究を知る
データサイエンス応用
自主演習A
自主演習B
自主演習C
自主演習D
自主演習E
自主演習F
自主演習G
自主演習H
データサイエンスへの誘いＡ
データサイエンスへの誘いＢ
データサイエンス入門Ａ
データサイエンス入門Ｂ
人工知能概論※
データサイエンス実践
数理・データサイエンス・AI活用PBL
データサイエンス基礎

1・2・3・4後
2後
1前
1後
2前
2後
3前
3後
4前
4後
1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4③
1・2・3・4④
2②
3①
2・3・4通

2前

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
0.3
0.3
0.3
0.3
0.1
0.7
0.7

1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1

和歌山大学
クロスカル教育機構
データ・インテリジェ
ンス教育研究部門講師
（平成16.4）

87 兼担 講師

ケビン　キーズ　コリ
ンズ

Kevin Keyes Collins
＜平成28年4月＞

Ｐｈ．Ｄ．（アメリ
カ）

Survey of Pre-Modern Japanese
Poetry in Translation
Survey of Pre-Modern Japanese Prose
in Translation

1・2・3・4前

1・2・3・4後

2

2

1

1

和歌山大学
教育学部講師
（平成6.4）

88 兼担 講師
オダ　マサト
小田　将人

＜平成28年4月＞
博士（理学）

ミクロの宇宙論
囲碁から広がる教養の世界

1・2・3・4①
1・2・3・4前

1
0.7

1
1

和歌山大学
システム工学部講師
（平成19.4）

89 兼担 講師
サトウ　ユウスケ

佐藤　祐介
＜平成28年4月＞

修士（教育学）※

「教養の森」ゼミナールA
「教養の森」ゼミナールB
「教養の森」ゼミナールC
「教養の森」ゼミナールD
サイエンス論
地域協働演習A
地域協働演習Adv.
地域協働演習B
地域協働演習C
地域協働演習基礎
地域創業論
わかやま未来学
地域学
地域協働セミナー※
天文学※
和歌山企業トップ経営論

1・2・3・4①
1・2・3・4②
1・2・3・4③
1・2・3・4④
1・2・3・4①
2②
3通
2③
2④
2①
3前
1①
1・2・3・4②
1・2・3・4後
1・2・3・4①
1・2・3・4後

0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
1
0.1
0.1
0.4
0.2
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
クロスカル教育機構教
養・協働教育部門講師
（平成28.2）

90 兼担 講師
ミウラ　ヒロカズ

三浦　浩一
＜平成28年4月＞

博士（工学）

データサイエンスへの誘いＡ
データサイエンスへの誘いＢ
データサイエンス基礎
データサイエンス入門Ａ
データサイエンス入門Ｂ
データサイエンス実践
数理・データサイエンス・AI活用PBL
データサイエンス応用

1・2・3・4①
1・2・3・4②
2前
1・2・3・4③
1・2・3・4④
3①
2・3・4通

2後

0.3
0.3
1
0.3
0.3
0.7
0.7

1

1
1
1
1
1
1
1

1

和歌山大学
クロスカル教育機構
データ・インテリジェ
ンス教育研究部門講師
（平成15.4）

91 兼担 助教
マツシタ　ケイコ

松下　恵子
＜平成28年4月＞

修士（文学）

日本文化入門Ａ
日本文化入門Ｋ
日本語中級B
日本語中級Ａ
日本語中級D
日本語中級K
日本語中級N
日本語上級L

1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4後

2
2
2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
日本学教育研究セン
ター助教
（令和2.4）

92 兼任 講師
アオキ　ヨシヒデ

青木　義英
＜平成28年4月＞

経済学士

観光史（ｔ）
観光政策
国際交流論
世界観光地論

1①
1①
1前
1①

2
2
2
2

1
1
1
1

せとうち観光専門職大学
学長（R3.4）

93 兼任 講師
イマムラ　トシヤ

今村　俊也
＜平成28年4月＞

中学校卒 囲碁から広がる教養の世界 1・2・3・4前 0.7 1
一般社団法人関西棋院
囲碁棋士
（昭和55.3）

94 兼任 講師
ウエダ　ジュンコ

植田　淳子
＜平成30年4月＞

修士（文学）
食と農のこれからを考える
観光と食料農業

1・2・3・4後
2・3・4通

0.7
2

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成30.4）

95 兼任 講師
オオシマ　トモノリ

大島　知典
＜令和2年4月＞

博士（経営学） 観光と情報発信 1通 2 1
阪南大学　流通学部　准
教授
（平成31.4）

96 兼任 講師
オカダ　ミナコ
岡田　美奈子

＜令和4年4月＞

経営学修士（イギリ
ス）

Tourism and Environment 2通 2 1
一般社団法人地域観光
研究所東京オフィス主任
研究員（令和3.4）

97 兼任 講師
オカダ　ヨシカズ

岡田　芳和
＜平成28年4月＞

経済学士 日本文化演習Ｃ 1④ 2 1
和歌山県いけばな協会
会長
(平成26.4)

98 兼任 講師
オノ　ケンキチ

小野　健吉
＜令和3年4月＞

博士(農学）
観光文化特殊講義Ｂ
観光文化特殊講義Ｃ

2・3・4①
2・3・4①

2
2

1
1

大阪観光大学　観光学
部　特任教授（令和3.4）

99 兼任 講師
カマダ　エイコ
鎌田　えい子

＜令和3年4月＞
専門士 日本文化演習Ａ 1③ 2 1

表千家同門会
和歌山支部事務長
(平成29.4)

100 兼任 講師
カミノ　ナオユキ

神野　直幸
＜令和3年4月＞

政策学修士 観光と情報表現 1① 2 1
一般社団法人大和ブラ
ンド推進協議会　代表理
事　理事長（令和2.6）

-教員名簿-49-



101 兼任 講師
カンダ　コウジ

神田　孝治
＜平成29年4月＞

博士（文学）

観光メディア論
観光地形成論
観光文化特殊講義Ａ
観光文化論

1①
2・3・4①
2・3・4①
2・3・4①

2
2
2
2

1
1
1
1

立命館大学文学部　教
授（平成29.4）

102 兼任 講師

ガース　クリスト
ファー

Christopher Garth
＜令和3年4月＞

M of Tesol Academic Skills Ⅰ 1後 2 1

ミシガン州立大学連合セ
ンター（JCMU)　英語プ
ログラムコーディネー
ター（平成28.3）

103 兼任 講師
ケンチュウ　ヒカル

間中　光
＜平成30年4月＞

博士（観光学） 観光と社会 2・3・4① 2 1
追手門学院大学地域創
造学部　講師
（平成30.4）

104 兼任 講師
ゴトウ　アキミ

後藤　秋美
＜令和2年4月＞

文学士 観光中国語 1① 2 1
和歌山県立医科大学中
国語講師
（平成21.4)

105 兼任 講師
サカイ　カズコ
阪井　加寿子

＜令和4年4月＞
博士（観光） 中山間地域再生論 2・3・4① 2 1

和歌山大学
非常勤講師
＜令和４.４〉

106 兼任 講師
シマモト　ケイコ

嶋本　圭子
＜平成28年4月＞

修士（文学）
外国語としての日本語を学ぶ
日本語上級D
日本語上級N

1・2・3・4後
1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2
2

1
1
1

和歌山大学
非常勤講師
（令和2.4）

107 兼任 講師
シライ　ヨウコ

白井　陽子
＜平成30年4月＞

準学士 日本文化演習Ｄ 1② 2 1
和歌山大学
非常勤講師
（平成30.4）

108 兼任 講師
スズキ　ヒロノリ

鈴木　裕範
＜平成28年4月＞

文学士 観光とコミュニティ 2・3・4① 2 1
和歌山大学
非常勤講師
（平成28.4）

109 兼任 講師
エイドリアン　スミス

Smith　Adrian
＜平成28年4月＞

Bachelor of
Mathematics
(GBR)

英語ⅠA
英語ⅠA
英語ⅠA
英語ⅠA
英語ⅠB
英語ⅠB
英語ⅡA
英語ⅡA
英語ⅡA
英語ⅡA
英語ⅡB
英語ⅡB

1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4後

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成28.4）

110 兼任 講師
ジョウヤマ　マサヒロ

城山　雅宏
＜令和4年4月＞

学士

英語ⅢA
英語ⅢA
英語ⅢA
英語ⅢA

2・3・4前
2・3・4前
2・3・4前
2・3・4前

2
2
2
2

1
1
1
1

和歌山大学
非常勤講師
（令和4.4）

111 兼任 講師
センガ　ショウイチ

千賀　祥一
＜平成28年4月＞

農学士 日本文化演習Ｂ 1③ 2 1

裏千家淡交会
和歌山支部
幹事長
(平成25.1)

112 兼任 講師
タカギ　マリ
高木　麻里

＜平成28年4月＞
高等学校卒

ハングル入門
ハングル初級

1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成22.10）

113 兼任 講師
タニ　マサノリ

谷　雅徳
＜平成29年4月＞

高等学校卒 観光応用プロジェクトA 2・3・4通 2 1
和歌山大学
非常勤講師
(平成29.4）

114 兼任 講師
チョ　チョンミン

曺　禎敏
＜平成28年4月＞

観光学修士 観光韓国語 1① 2 1
ユタカ交通株式会社　総
務部
(平成31.4)

115 兼任 講師

ラファエル　チルタア
トマジャ

RAFFAEL TIRTAATMADJA
＜令和4年4月＞

MBA(インドネシア） Critical Tourism Issues A 2① 2 1
和歌山大学
非常勤講師
(令和4.4)

116 兼任 講師
トバ　カズヤ
鳥羽　加寿也

＜平成28年4月＞
博士（文学）

中国語入門
中国語初級

1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（令和4.4）

117 兼任 講師
ナカノ　リツ

中野　律
＜平成28年4月＞

修士（教育学） 日本語上級B 1・2・3・4前 2 1
和歌山大学
非常勤講師
（平成14.4）

118 兼任 講師
ナカムラ　ユウタロウ

中村　勇太朗
＜令和4年4月＞

観光学修士 地域再生特殊講義Ｂ 2・3・4前 2 1
和歌山大学
非常勤講師
(令和4.4)

119 兼任 講師
ハラマキ　コウイチ

腹巻　宏一
＜平成28年4月＞

体育学修士
スポーツ実習F
スポーツ実習N

1・2・3・4前
1・2・3・4後

1
1

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成8.4）

120 兼任 講師
ヒョウドウ　トシキ

兵頭　俊樹
＜平成28年4月＞

文学修士 文学※ 1・2・3・4② 0.4 1
和歌山大学
非常勤講師
（令和4.6）
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121 兼任 講師
ヒロオカ　ユウイチ

廣岡　裕一
＜平成30年4月＞

博士（政策科学）
観光関連法規Ａ
日本観光事情（ｔ）
旅行産業論

1①
1①
2・3・4①

2
2
2

1
1
1

京都外国語大学　国際
貢献学部グローバル観
光学科　教授
（平成30.4）

122 兼任 講師
フジタ　タケヒロ

藤田　武弘
＜令和4年4月＞

博士(農学)
観光と都市農村交流
専門演習Ⅱ
卒業論文

2・3・4①
4通
4通

2
4
4

1
1
1

追手門学院大学　地域
創造学部　教授
（令和4.4）

123 兼任 講師
フジナガ　マリコ

藤永　真理子
＜平成28年4月＞

Master　of Arts(アメ
リカ)

日本語上級C
日本語上級M

1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成5.4）

124 兼任 講師
フジモト　トモナリ

藤本　智成
＜平成28年4月＞

修士（文学）
フランス語入門
フランス語初級

1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成15.4）

125 兼任 講師
マツダ　デイビッド
松田　デイビッド
＜平成28年4月＞

Bachelor of Arts
(USA)

英語ⅠB
英語ⅠB
英語ⅡB
英語ⅡB
英語ⅣＡ
英語ⅣＡ
英語ⅣＡ
英語ⅣＡ

1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4後
1・2・3・4後
2・3・4後
2・3・4後
2・3・4後
2・3・4後

2
2
2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成28.4）

126 兼任 講師
マツヤマ　ノリコ

松山　典子
＜平成28年4月＞

文学士 わかやま観光事情 1① 2 1

NPO法人 Koyasan
Cross-cultural
Communication Network
代表理事
（平成20.3）

127 兼任 講師
ミカワ　タクミ

三河　巧
＜平成28年4月＞

修士（工学） 知的財産権※ 1・2・3・4② 0.3 1

パナソニックセミコン
ダクターソリューショ
ンズ株式会社主幹
（平成6.4）

128 兼任 講師
ミナカタ　リエコ

南方　里衣子
＜平成31年４月＞

修士（外国語教育学）
日本文化とビジネス日本語A
日本文化とビジネス日本語K

1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（平成31.4）

129 兼任 講師
モリ　マサト

森　正人
＜平成28年4月＞

博士（地理学） 観光と宗教 2・3・4① 2 1
国立大学法人三重大学
人文学部　教授
（平成15.10)

130 兼任 講師
ヤマダ　ケイイチロウ

山田　桂一郎
＜平成28年4月＞

高等学校卒 観光地プロデュース論 1通 2 1
JTIC.SWISS　代表
（平成4.4）

131 兼任 講師
ヤナタ　カオリ

簗田　香織
＜令和2年4月＞

博士（観光学）
Tourism and Language A
Tourism and Language B

1前
1後

2
2

1
1

和歌山大学
非常勤講師
（令和2.4）

132 兼任 講師
ヨシジマ　ヤスノリ

吉島　保則
＜平成28年4月＞

文学士 知的財産権※ 1・2・3・4② 0.1 1

富士通株式会社
法務知的財産権本部
グローバルビジネス法
務部　シニアディレク
ター
（昭和63.4）

133 兼任 講師
ヨネヤマ　リュウスケ

米山　龍介
＜令和2年4月＞

芸術学修士
観光とパフォーマンス
観光と音楽
観光プロデュース論

2・3・4①
2・3・4①
1①

2
2
2

1
1
1

和歌山大学
非常勤講師
（令和2.4）
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職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 人 3　人 2　人 人 人 5　人

修 士 人 人 人 2　人 人 2　人 人 4　人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 1　人 1　人 1　人 　人 人 3　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 1　人 2　人 　人 人 人 3　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 2　人 6　人 3　人 人 人 11　人

修 士 人 人 人 2　人 人 2　人 人 4　人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度における状況を記載すること。

准 教 授

別記様式第３号（その３の１）

専任教員の年齢構成・学位保有状況

教 授

講 師

助 教

合 計

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

４　専門職大学院若しくは専門職大学の前期課程を修了した者又は専門職大学又は専門職短期大学を卒業した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を

　記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。
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和 歌 山 大 学

第４２７回 役員会 議事録

日 時 令和４年３月２８日（月）教育研究評議会終了後

場 所 南１号館（事務局棟）３階共通会議室 

出席者 伊東学長

永井、恵下、中川、松谷、山本 各理事

（松原監事、柏原監事、満田戦略情報室長、橋本企画課長、南方総務課長、猪原財

務課長）

欠席者 なし

学長から、第４２６回（３月１６日）の議事録について、意見等の有無の確認があり、

了承した。 

議 題 

１．第１０７回経営協議会（３月２８日）及び第２２２回教育研究評議会（３月２５

日）に付議した案件について  

学長から、第１０７回経営協議会（３月２８日）及び第２２２回教育研究評議会

（３月２５日）に付議した案件について、原案通り了承されたとの説明があり、審

議の結果、正式決定とした。  

・社会インフォマティクス学環（仮称）の設置申請について

・国際イニシアティブ基幹等設置に伴う規程整備について

２．第１０７回経営協議会（３月２８日）に付議した案件について

学長から、第１０７回経営協議会（３月２８日）に付議した案件について、原案

通り了承されたとの説明があり、審議の結果、正式決定とした。  

・令和４年度当初予算（案）について

・国立大学法人和歌山大学就業規則等の一部改正について

３．第２２２回教育研究評議会（３月２５日）に付議する案件について

学長から、第２２２回教育研究評議会（３月２５日）に付議した案件について、

原案通り了承されたとの説明があり、審議の結果、正式決定とした。

４．和歌山大学事務組織規程及び事務分掌規程の一部改正について

南方総務課長から、資料１に基づき説明があり、審議の結果、文言や体裁を修正

した上で、役員会決定とした。
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和 歌 山 大 学

５．令和４年度役付職員等について

学長から、資料２に基づき説明があり、審議の結果、障がい学生支援部門の副部

門長に森 麻友子講師を指名することし、役員会決定とした。

以  上
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和 歌 山 大 学 

第２２２回 教育研究評議会 議事録 

 

日 時 令和４年３月２５日（金）１６時００分～１６時４０分 

場 所 南１号館（事務局棟）３階共通会議室 

出席者 伊東学長 

永井理事、恵下理事、中川理事、松谷理事、山本理事、坂本学系長、本山教

育学部長、芦田経済学部長、野村システム工学部長、尾久土観光学部長、江

田、田川、金澤、辻本、橋本、中村、佐々木、大浦、長友 各教授 

（松原監事、足立副学長、マグレビ副学長、満田戦略情報室長、橋本企画課

長、猪原財務課長、脇田研究・社会連携課長、岡野学務課長、森中入試課

長、中井学生支援課長、中元国際交流課長、篠栗学術情報課長、青木参事

役、長谷参事役、山田参事役） 

 欠席者 添田学系長、柏原監事、南方総務課長、藤原施設整備課長 

 

学長から第２２１回（２月２８日）の議事録について、意見等の有無の確認があり、

了承した。 

 

議 題 

１．社会インフォマティクス学環（仮称）の設置申請について 

  永井理事から、資料１に基づき説明があり、審議の結果、了承した。 

 

２．国際イニシアティブ基幹等設置に伴う規程整備について  

  松谷理事から、資料２に基づき説明があり、審議の結果、了承した。 

 

３．和歌山大学学則の一部改正について   

  永井理事から、資料３に基づき説明があり、審議の結果、了承した。 

 

４．国立大学法人和歌山大学自己点検及び自己評価に関する規則の一部改正について 

  松谷理事から、資料４に基づき説明があり、審議の結果、了承した。 

 

５．第１０期経営協議会の学外委員選任について  

  伊東学長から、資料５に基づき説明があり、審議の結果、了承した。 

 

６．名誉教授の称号付与について 

 松谷理事から、資料６に基づき説明があり、審議の結果、了承した。 
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報 告 

１．第４期中期目標・中期計画について 

 松谷理事から、資料７について説明があった。 

２．令和４年度当初予算（案）について 

 中川理事から、資料８について説明があった。 

３．国立大学法人和歌山大学教職員の定員等に関する規程の一部改正について 

松谷理事から、資料９について説明があった。 

４．国立大学法人和歌山大学内部統制規則の一部改正について 

松谷理事から、資料１０について説明があった。 

最後に、学長から、３月末で退職される江田先生、及び学外に異動される橋本企画課

長と篠栗学術情報課長の紹介があり、それぞれの者から挨拶があった。 

  以  上 
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和 歌 山 大 学 

第１０７回 経営協議会議事録 

 

 日 時 令和４年３月２８日（月）１４時００分～１５時３３分 

場 所 和歌山大学南１号館（事務局棟）３階共通会議室 

出席者 伊東学長 

    清木委員、田村委員、辻委員、西平委員、渡辺委員 

    永井、恵下、中川、松谷、山本 各理事 

    （松原監事、柏原監事、添田副学長、足立副学長、マグレビ副学長、本山教

育学部長、芦田経済学部長、野村システム工学部長、尾久土観光学部長、

満田戦略情報室長、橋本企画課長、南方総務課長、猪原財務課長） 

欠席者 下委員、島委員、森田委員 

 

学長から、第１０３回、第１０４回（１１月２６日）、第１０５回（書面審議）及

び第１０６回（書面審議）の議事録について確認があった。 

 

議 題 

１．社会インフォマティクス学環（仮称）の設置申請について   

  永井理事から、資料１に基づき説明があり、審議の結果、了承した。 

    （主な質疑） 

     ・学環独自で入試を行うのか。 

     →学環独自で入試を行うことを考えている。 
     ・他大学でも同じような教育課程を設置しているのか。 
     →先行事例として岐阜大学社会システム経営学環がある。 
     ・学環の人材育成の強みはどこにあるのか。 
     →３学部（経済学部、システム工学部、観光学部）の分野を融合し、企業等

と連携したデータ利活用を実践していくこととしている。 
    （主な意見） 
     ・国立情報学研究所も英語名称にインフォマティクスを使っており、社会イ

ンフォマティクス学環という名称は妥当であると考える。 
     ・企業等と連携した実データを利用した教育は非常に重要だと思うので、こ

れからの教育に期待している。 
 

 ２．国際イニシアティブ基幹等設置に伴う規程整備について 

    松谷理事から、資料２に基づき説明があり、審議の結果、了承した。 

  （主な質疑） 

     ・日本学という言葉の定義は何か。 
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→日本や地域の文化や歴史を中心に日本語・日本文化を学ぶことを、本学で

は「日本学」と称している。

３．令和４年度当初予算（案）について

中川理事から、資料３に基づき説明があり、審議の結果、了承した。

（主な質疑）

・第４期中期目標期間以降も運営費交付金の３類型の考え方は継続している

のか。

→３類型が再編成され、重点支援①の地域貢献型が医学部を持つ大学と持た

ない大学に区分されることとなった。

４．国立大学法人和歌山大学就業規則等の一部改正について 

松谷理事から、資料４に基づき説明があり、審議の結果、了承した。

報 告

１．第４期中期目標・中期計画について 

松谷理事から、資料５に基づき説明があった。

最後に、学長から、今年度末で任期満了を迎える学外委員へのお礼の挨拶があ

り、その後、来年度からの第１０期経営協議会委員の紹介があった。

以 上 
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